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介護報酬改定率について

É 12月20日の予算大臣折衝を踏まえ、令和６年度の介護報酬改定は、以下のとおりとなった。

Å改定率 ＋１．５９％

（内訳）
介護職員の処遇改善分 ＋０．９８％（令和６年６月施行）

その他の改定率（※） ＋０．６１％
※賃上げ税制を活用しつつ、介護職員以外の処遇改善を実現できる水準

Å また、改定率の外枠として、処遇改善加算の一本化による賃上げ効果や、光熱水費の基準費用額の増額による
介護施設の増収効果として＋０．４５％相当の改定が見込まれ、合計すると＋２．０４％相当の改定となる。
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改定時期 改定にあたっての主な視点 改定率

平成１５年度改定
○ 自立支援の観点に立った居宅介護支援（ケアマネジメント）の確立
○ 自立支援を指向する在宅サービスの評価 ○ 施設サービスの質の向上と適正化 ▲２．３％

平成１７年１０月改定
○ 居住費（滞在費）に関連する介護報酬の見直し ○ 食費に関連する介護報酬の見直し
○ 居住費（滞在費）及び食費に関連する運営基準等の見直し

平成１８年度改定
○ 中重度者への支援強化 ○ 介護予防、リハビリテーションの推進
○ 地域包括ケア、認知症ケアの確立 ○ サービスの質の向上
○ 医療と介護の機能分担・連携の明確化

▲０．５％［▲２．４％］
※［ ］は平成１７年１０月改定分を含む。

平成２１年度改定 ○ 介護従事者の人材確保・処遇改善 ○ 医療との連携や認知症ケアの充実
○ 効率的なサービスの提供や新たなサービスの検証 ３．０％

平成２４年度改定
○ 在宅サービスの充実と施設の重点化 ○自立支援型サービスの強化と重点化
○ 医療と介護の連携・機能分担
○ 介護人材の確保とサービスの質の評価(交付金を報酬に組み込む）

１．２％

平成２６年度改定 ○ 消費税の引き上げ（８％）への対応
・ 基本単位数等の引上げ ・ 区分支給限度基準額の引上げ ０．６３％

平成２７年度改定
○ 中重度の要介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化
○ 介護人材確保対策の推進（1.2万円相当）
○ サービス評価の適正化と効率的なサービス提供体制の構築

▲２．２７％

平成２９年度改定 ○ 介護人材の処遇改善（１万円相当） １．１４％

平成３０年度改定

○ 地域包括ケアシステムの推進
○ 自立支援・重度化防止に資する質の高い介護サービスの実現
○ 多様な人材の確保と生産性の向上
○ 介護サービスの適正化・重点化を通じた制度の安定性・持続可能性の確保

０．５４％

令和元年10月改定
○ 介護人材の処遇改善
○ 消費税の引上げ（10％）への対応
・基本単位数等の引上げ・区分支給限度基準額や補足給付に係る基準費用額の引上げ

２．１３％
処遇改善 1.67％ 消費税対応 0.39％
補足給付 0.06％

令和３年度改定
○ 感染症や災害への対応力強化 ○ 地域包括ケアシステムの推進
○ 自立支援・重度化防止の取組の推進 ○ 介護人材の確保・介護現場の革新
○ 制度の安定性・持続可能性の確保

介護職員の人材確保・処遇改善にも配慮しつつ、物
価動向による物件費への影響など介護事業者の経
営を巡る状況等を踏まえ、

０．７０％
※うち、新型コロナウイルス感染症に対応するための

特例的な評価 ０．０５％（令和３年９月末まで）

令和４年10月改定 ○ 介護人材の処遇改善（９千円相当） １．１３％

令和６年度改定
○地域包括ケアシステムの深化・推進 ○自立支援・重度化防止に向けた対応
○良質な介護サービスの効率的な提供に向けた働きやすい職場づくり
○制度の安定性・持続可能性の確保

１．５９％
〔介護職員の処遇改善 0.98％
その他 0.61％〕

ᵒῐ ᵠ χᵠ τνΜο
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Â ῢ  ϞּזᵓὊↄ ệχ ᴟϬ ϘΠʺˮ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ ᴟʾ ˯ˮꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ
ᴂ˯ˮ ῟σᵒῐЂ˔РІχל σ ằτΰΪθ ΦϞβΜ ξΨϤ˯ˮ χӗ ʾⱱ ᴦ χᶎ ˯Ϭṁ
σ♪ ρΰοʺᵒῐ ᵠ Ϭם☼ʻ

͍ʽ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ ᴟʾ

͐ʽ χӗ ʾⱱ ᴦ χᶎ

Â χ Ϟ ‰ Ӻʺיּ И˔ЇΥ‰Μ χ‰ χ‰ΜϾϯЫКЅЮрЕϞלʺϬḯϛיּ σЂ˔РІΥ Ϧ σΨ ằήϦϥϢ
Ξʺ ӽχם τᴂαθ Τν῟ σ︡ Ϭ

͒ ᵒῐ ᵠ χᵵ

͑ʽζχ

Åלχ‰Μ῝ σϾϯЫКЅЮрЕ

Å ӽχם τᴂαθ Τν῟ σ︡

ÅӺ ρᵒῐχ ὀχ

ü ∕ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ

ü ‰ ☼יּ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ

ü ‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ

Å ᴣχ ᴟʾ ᴟ

Å χ ʾḛ ᴟ

Âᵒῐ ᾑ χӗ ʾⱱ ᴦ Ϭ‰ϛʺ οχ τρμο

ӗ πΦϥ Ϭ 

ÅḘ︡Ϥϒχ ᴂếᴟ

Åḇ Ϟ←ᵲϒχ ᴂ ΰ

Å‰ ẃיּ ♁χ

Å χ ᴂ ΰ

Å ♅ ἇ ʾ ♅ ἇ χᾋ ΰ

͎ʽꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ ᴂ

ÅзМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡

Åꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τἰϥ︡ χ

ÅLIFEϬᶨ ΰθלχ‰Μᵒῐ

Â‰ ꜛχיּ ʾכ◦ ᴟ ♁ρΜΞ χ ☿τלΜʺ

ὀϞД˔Ќχᶨ Ϭ

Âᵒῐ ∙ χ πʺ σϥᵒῐЂ˔РІχלχΰ Ϭ ϥθϛʺ

Ἆᵠ Ϟ ▀ ΰ τϢϥ ḕẽχᵠ τΰΪθ σ︡

Ϭ

͏ʽ ῟σᵒῐЂ˔РІχל σ ằτΰΪθ ΦϞβΜ ξΨϤ

Åˮ Ἷꜘ˯ṛ χᾋ ΰ

Å ὉЂ˔РІτΣΪϥ Ὕτἰϥ︡ӌΜχ ᶎᴟ

Åṁ ᶛˢạ ˣχᾋ ΰ

Å ӽỸ

Åᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ

Å ▀ χΰ Ϭ αθ ΦϞβΜ ḕẽξΨϤ

Å῟ σЂ˔РІ ằχ

ü ∕ τΣΪϥӺ ʾᵒῐχ ὀếᴟ
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Â ῢ  ϞּזᵓὊↄ ệχ ᴟϬ ϘΠʺӟᴞχ͐ Ϭṁ σ♪ ρΰοʺᵒῐ ᵠ Ϭם☼ʻ

Â ᵠ ψ+1.59%ʺΞκᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ +0.98%ʺζχ χᵠ +0.61%ʻ

Â ᵠ χᵰ ρΰοʺ Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ Ϋ῟ᴮϞʺṁ ᶛˢạ ˣχ ᶛτϢϥᵒῐ☼ χ
῟ᴮρΰο+0.45% χᵠ Υᾋ₅ϘϦʺ›ὓβϥρ+2.04% χᵠ ρσϥʻ

Å ӽχӺ Ṑḩ ρם῟ χΚϥ ὀ Ϭ  βϥθϛʺᵒῐ ᾑ☼ τΣΜοʺ ᴂʾ Ϭ Ⱳ“Ξ ʺ ԚϬᾖ Ϊ

Ϧϥ Ϭᶎ ΰοΜϥӺ ṐḩϬẸ Ӻ Ṑḩρ ϛϥάρϬṰ ξΪϥʻˢ͏ ḧχὊᵃ ˣ

Å‰ ☼יּ πḇ Υיּ ΰθ ›τ Πʺḇ χẸ ὫӺ Ṑḩ ρ ὀ Ϭ  βϥρρϜτ τ͍ᵕӟ ᾆ τ╥ᴥΰ

ο ᾠʾ◙ Ϭ Ϊϥάρˢ10 ӡ/Ὦˣʺ͏ τ͍ᵕӟ ם ◙ Ϭ Ϊϥάρˢ͑ ӡ/ὮˣϬ ᴣβϥᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

Åḇ Ϟ←ᵲχỘ Ὃ ὓᵊˢBCP)Υ ├ χⱧỘ Ϟʺ‰ ϒχẃיּ χ ψ™ ♁χθϛχ Υ„αϣϦοΜσΜⱧỘ

τνΜοʺṁ Ϭ͍̋ᾚ▄ˢ☼ ʾạ ὉχBCPᾚ▄τνΜοψ͏̋ˣβϥʻˢBCPψ͍ ḧχὊᵃ ˣ

ÅḘ︡Ϥϒχ ᴂϬếᴟβϥθϛʺḘ︡ϤʾЌ˔ЬЗиϾϯḩἰχᴥ▄χ Ϟ ᴣχᶈ Ϭ“Ξʻ

Å χ“ ʾ ˢBPSDˣχ ᾝϬ τ ΩθϛʺΚϥΜψ ᾝⱲτ ṍτ ᴂβϥθϛʺ ᵒῐχ◙ τἰϥ σ

ᾆ Ϭיּ (150 ӡ/Ὦ)ʺ ᵒῐτἰϥ σᾆ Ϭיּ (120 ӡ/ὮˣβϥρρϜτʺᾤ τBPSDχ ᴣϬὓᵊ

τ“Μʺ χᵒῐ ԌτϢϥBPSDχ τⱢβϥЎ˔ЭϾϯϬ βϥάρ Ϭ ᴣβϥᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

Åạ ᵒῐ◦כτνΜοʺбрϽϾϯж˔ χ σᴿ ϒχ ᴂ χθϛ ⱧỘ ᴥ▄χ ὯϬᾋ βρρϜτʺ ᴣϬ βϥʻם

Åԁ χ ♅ ἇτνΜοʺ ρ χ Ϭ ΰʺ ϒχיּ χ Ϟ σ ằϬ“ΞϜχρβϥʻ

ÅзМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ Ϭ βϥθϛʺḩ βϥ χẶ ρὓᵊϒχ ֳϬ ᴣβϥᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

ÅLIFEḩ ᴥ▄τνΜοʺלχ‰Μ χ ʾ Ϭᴦ ρβϥḢ ΤϣʺД˔Ќ χᾋ ΰϞ χὖᾚϬ“ΞʻϘθʺ

ϯϳЕϸЭ ᴣϬ ꜛʺΰם ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ︡ ϬϢϤԁ βϥʻ

͍ʽ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ ᴟʾ

͎ʽꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ ᴂ

令和６年度介護報酬改定の主な事項について①
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令和６年度介護報酬改定の主な事項について②

Å ᵒῐτΣΪϥ ԁὺ ᾚ▄τνΜοʺ ԁ ψ βϥ τ ∕βϥὺ τạ βϥּיτЂ˔РІϬ ằΰθᶤ›Υ100

χ90ӟ πΚϥ ›τ ᴟϬ“Ξ θσỸ Ϭ Ϊϥˢ12̋ᾚ▄ˣʻ

Å ḘῐτΣΪϥ ᶘ ● χ τνΜοʺЂ˔РІ ằ ệẉόᴥ▄χ▄ ệτᴂαᾚ▄ˢ̛8 ӡ/ᵕˣϬ“Ξʻ

̞σΣʺ₈ᵕʺ зМⱧỘ Ϭ τᶈ βϥḢ Τϣʺ θτᵒῐ ὲ☼ ẉόᵒῐӺ ԚϬ зМⱧỘ ρΰοϙσΰ◙ βϥ☿χᾋ ΰϬ“μοΜϥʻ

Åạ ᵒῐ◦כτνΜοʺ Υיּ ʾ ΰοΜϥЂ˔РІ Φ‰ ΰΪיּ τ ạΰοΜϥ ›Ϟʺ χ Υיּ ԁχὺ

τ ạΰοΜϥ ›τψʺᵒῐ◦כ ԌχỘ χם Ϭ ϘΠθ ᴣρσϥϢΞᾋ ΰϬ“Ξʻˢ ӡ χ95%Ϭ▄ ˣ

Åˮζχ ἷ˯ẉόˮ ἷ˯χᵒῐ ὲ☼ ότˮ ἷ˯χᵒῐӺ Ԛχ ˢ͔ע / ӟ τᾢϥʻˣτνΜοʺ θτע

ˢὮᶛ͔ ד ˣϬ βϥʻˢ ͓ ͔Ὦ☼“ˣ

Å∕ π ᶨβϥּיρχ χỡ”Ϭ ϥḢ Ϟʺ ͑ ᵒῐὊְם ₰τΣΪϥΊ χ ệ Ϭ › τ᷈ӛΰʺ☼ ὉЂ˔

РІχṁ ᶛˢạ ˣϬ60ד/ ԏΦ Ϋϥʻˢ ͒ ͔Ὦ☼“ˣ

Å ӽỸ χẘ τνΜοʺ Ϭ‰ΜỸ χ ӽτӤϘϦοΜϥ ›Ϟ ӽρχẘ ₯Υ ΰΨ ΦΜ ›σςʺ῝ ϬὧΨ ệ

τΚϥρ―ΠϣϦϥꜛⱵ τνΜοψ Ϭ ΪʺꜛⱵ χӪΰϬᶎ χ ʺ ͒ ӟ‭χẘ χᾋ ΰϬ“Ξʻ

͏ʽ ῟σᵒῐЂ˔РІχל σ ằτΰΪθ ΦϞβΜ ξΨϤ

Åᵒῐᾝ π Ψ ˑτρμοʺ ͒ τ2.5̋ʺ ͓ τ2.0̋χЦ˔ІϯАФϒρᶎםτνσΥϥϢΞᴥ▄ χԏ ΫϬ“Ξʻ

Ϙθʺ︡ χḢ Τϣ Ἆᵠ ḩἰᴥ▄χԁ ᴟϬ“Ξʻˢ ͒ ͒Ὦ☼“ʺԁ ᴟτνΜοψ͍ ḧχὊᵃ ˣ

ÅᵒῐкЩАЕϞICT χ ῇχὋ σГϼЛкЅ˔ᶨ Ϭ◦כβϥθϛʺᾋ︢ϤṐṀ χГϼЛкЅ˔χ ϞὋ σỘ ᵠ ʺ

῟ᴮτḩβϥД˔Ќ Ϭ ᴣβϥ θσᴥ▄ˢ ΤνỘ χ ᶤ ʿ100 ӡ/Ὦʺ͍νӟ ʿ10 ӡ/ὮˣϬ Ϊϥʻ

Å ▀ ΰ τ τ︡Ϥ Ϛ ☼ τνΜοʺᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚΥ“ϩϦοΜϥάρϬᶎ ΰθ πʺ

Ԍ ṁ Ϭ τ ᴟβϥʻˢ ὯϬ θβ ›τψʺ ʿᵒῐיּ Ԍχ Ϭʺ͏ʿ͍̠͏ʿ0.9ρβϥʻˣ

Åạ ᵒῐ◦כτΣΪϥᵒῐ◦כ Ԍ1 θϤχ︡ӌὯ ϬԏΦ ΫϥρρϜτʺԁ ὯχϜρʺϷржϱрЯИЌзрϽϬ βϥʻ

͐ʽ χӗ ʾⱱ ᴦ χᶎ

͑ʽζχ
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͒ ᵒῐ ᵠ χ☼“ⱲṍτνΜοˢ︠σⱧˣ‮

Â ͒ ᵒῐ ᵠ χ☼“ⱲṍτνΜοψʺ ͒ ᵠ Υ ͒ ͒Ὦ͍ ☼“ρήϦθ

άρ Ϭ ϘΠʺӟᴞχρΣϤρβϥʻ

ü ͒Ὦ͍ ☼“ρβϥЂ˔РІ

Å Ḙῐ

Å зМРзГ˔Єдр

Å ạ Ḛ ◙

Å зМРзГ˔Єдр

ü ͐Ὦ͍ ☼“ρβϥЂ˔РІ

Å ṜӟᵰχЂ˔РІ

Â ͒ ᵒῐ ᵠ τΣΪϥ Ἆᵠ ḩἰᴥ▄χᴥ▄ χԏ ΫτνΜοψʺ ▄ ᵃ τΣΪϥᾁ

Ϭ ϘΠʺ ͒ ͒Ὦ͍ ☼“ρβϥʻάϦϬ ϘΠʺᴥ▄χԁ ᴟτνΜοϜ ͒ ͒Ὦ͍ ☼“

ρβϥΥʺᾝ“χ Ἆᵠ ḩἰᴥ▄τνΜοⱧỘ πχ σ ḧ Ϭ ϛϥάρρβϥᵠ ψʺ

͒ ͐Ὦ͍ ☼“ρβϥʻ

Â ẚ τḩϩϥᾋ ΰψʺӟᴞχρΣϤρβϥʻ

ü ͒ ͔Ὦ͍ ☼“ρβϥⱧ‮

Å ṁ ᶛχᾋ ΰ

ü ͓ ͔Ὦ͍ ☼“ρβϥⱧ‮

Å עχע
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医療と介護の連携の推進



̓ ᵒῐ ψʺ Υ ΥϥτνϦ ΰʺ τʺ85⅞ӟ π βϥʻ
̓2025 ӟ‭ʺῇṍ‰ χיּ ᴥψḜϞΤρσϥΥʺ85⅞ӟ χ ῢψʺ2040 τΰΪοʺԏΦ Φ ᴥΥᾋ₅ϘϦοΣϤʺӺ ρᵒῐχ ›И˔ЇϬⱱνּיΥԁ
ΨσϥάρΥᾋ₅ϘϦϥʻ

2020 ͕Ὦ יּ ˢᵒῐ ᾑⱧỘ ệ ⁮ˣẉό2020 10Ὦ͍ ῢˢ ὓộ ῢ ὓˣΤϣ⌠
ὓψʺ⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ὓ ῢ˯ˢ 29 ͐Ὦ ὓˣ ӡˢ♂ ӡˣ ὓ

ם ψʺ ὓộˮ⁯ ₰˯ˢ⁯ ʾ ῢϬә ΰθ ῢˣ

ᵬẘ χ ᵒῐ 85⅞ӟ χ ῢχ ӱ

Ӻ ρᵒῐχ ›И˔ЇΥԁ ‰Ϙϥ
R
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1%

1%

12%

2%

3%

2%

19%

4%

26%

25%

24%

10%

40%

41%

28%

39%

30%

31%

16%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護老人福祉施設

地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

n=6,826.8
平均要介護度：3.9

n=761.4
平均要介護度：4.0

n=4,241.9
平均要介護度：3.2

n=458.9
平均要介護度：4.2

【出典】令和３年度介護給付費等実態統計報告（令和３年５月審査分～令和４年４月審査分）

˺ ↓Ҋֻ

nの単位：千人
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老健 (n=10476)

特養 (n=11952)

介護医療院 (n=6360)

医療療養病床 (n=15652)

75.4

67.0

80.2

15.0

15.4

20.8

13.8

51.5

9.2

12.2

6.0

33.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

75.4

67.0

80.2

15.0

15.4

20.8

13.8

51.5

9.2

12.2

6.0

33.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

老健 (n=5048)

特養 (n=3726)

介護療養病床 (n=3352)

医療療養病床 (n=1882)

81.4

77.7

70.7

25.7

14.8

17.7

22.6

43.6

3.8

4.6

6.7

30.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

81.4

77.7

70.7

25.7

14.8

17.7

22.6

43.6

3.8

4.6

6.7

30.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

入所者の医療区分について

○医療区分について、平成26年度調査と比べると、令和4年度調査では、医療療養病床、
老健、特養では区分１の割合が低下し、区分２及び３の割合が増加している。

出典：平成24年度介護報酬改定の効果検証及び調査研究に係る調査（平成26年度調査）「介護サービ
ス事業所における医療職の勤務実態および医療・看護の提供実態に関する横断的な調査研究事業報告書」

注） エラー・無回
答サンプルを除いた
形でグラフを作成

平成26年度調査結果

令和３年度介護報酬改定の効果検証及び調査研究にかかる調査（令和４年度調査）
15

令和4年度調査結果



˓♂ χ τνΜοψʺꜛ ʾᵒῐ☼ Υ ᴥἱΰτΚϥʻ

♂ χ χ ӱ

♂ χ χ ӱ

ῡ ˮ ῢ ὓˢ ͏ ˣ˯

R

16



˺ ͪ ʢ Њ
（退所者数：8,018人）

家庭

介護老人福祉施設

その他の社会福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

医療機関

その他

不詳

100.0%

32.0%

4.9%

5.6%

16.6%

22.8%

5.3%

12.8%

介
護
老
人
福
祉
施
設

100.0%

2.2%

1.9%

0.4%

0.4%

0.1%

23.7%

69.0%

0.9%

1.4%

家庭

介護老人福祉施設

その他の社会福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

医療機関

死亡 β

その他

不詳

平均在所日数：1177.2日(1284.5日)

（退所者：23,106人）

家庭

介護老人福祉施設

その他の社会福祉施設

介護老人保健施設

介護医療医院

医療機関

その他

不詳

100.0%

33.6%

0.9%

0.9%

2.4%

0.1%

48.5%

2.4%

11.2%

介
護
老
人
保
健
施
設

100.0%

36.3%

9.1%

3.2%

1.7%

0.1％

33.3%

10.6%

5.0%

0.8%

家庭

介護老人福祉施設

その他の社会福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

医療機関

死亡β

その他

不詳

平均在所日数 309.7日(299.9日)

（退所者：1,184人）

家庭

介護老人福祉施設

その他の社会福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

医療機関

その他

不詳

100.0%

8.2%

0.4%

0.4%

6.5%

74.2%

5.6%

4.7%

介
護
医
療
院

100.0%

7.8%

3.9%

1.7%

9.9%

19.8%

52.2%

4.3%

0.4%

家庭

介護老人福祉施設

その他の社会福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

医療機関

死亡β

その他

不詳

平均在所日数 189.1日

入
所

入
所

入
所

退
所

退
所

退
院

出典：令和元年介護サービス施設・事業所調査結果

β死亡の内訳として、施設内での死亡が65.1%,
入院先での死亡が34.9%

β死亡の内訳として、施設内での死亡が92.9%,
入院先での死亡が7.1%

β死亡の内訳として、施設内での死亡が100%
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─ ⌐ ↑√
目的
○ 令和６年度は、６年に一度の診療報酬、介護報酬及び障害福祉
サービス等報酬の同時改定になるとともに、医療介護総合確保方
針、医療計画、介護保険事業（支援）計画、医療保険制度改革など
の医療と介護に関わる関連制度の一体改革にとって大きな節目で
あることから、今後の医療及び介護サービスの提供体制の確保に
向け様々な視点からの検討が重要となる。

○ このため、中央社会保険医療協議会総会及び社会保障審議会介
護給付費分科会において、診療報酬と介護報酬等との連携・調整
をより一層進める観点から、両会議の委員のうち、検討項目に主に
関係する委員で意見交換を行う場を設けることとし、中央社会保険
医療協議会総会及び社会保障審議会介護給付費分科会がそれぞ
れ具体的な検討に入る前に、以下のテーマ・課題に主に関わる委
員にて意見交換を行った。

出席者（計14名）

池端 幸彦 日本慢性期医療協会副会長

稲葉 雅之 民間介護事業推進委員会代表委員

江澤 和彦 日本医師会常任理事

小塩 隆士
一橋大学経済研究所教授
【中央社会保険医療協議会会長】

田中 志子 日本慢性期医療協会常任理事

田辺 国昭
国立社会保障・人口問題研究所所長
【社会保障審議会介護給付費分科会会長】

田母神 裕美 日本看護協会常任理事

長島公之 日本医師会常任理事

濱田和則 日本介護支援専門員協会副会長

林正純 日本歯科医師会常務理事

東憲太郎 全国老人保健施設協会会長

古谷忠之 全国老人福祉施設協議会参与

松本真人 健康保険組合連合会理事

森昌平 日本薬剤師会副会長

テーマ
1. 地域包括ケアシステムのさらなる推進のための医療・介護・

障害サービスの連携
2. リハビリテーション・口腔・栄養
3. 要介護者等の高齢者に対応した急性期入院医療
4. 高齢者施設・障害者施設等における医療
5. 認知症
6. 人生の最終段階における医療・介護
7. 訪問看護
8. 薬剤管理
9. その他

令和５年 ３月15日 第１回検討会 開催 テーマ１、２、３
令和５年 ４月19日 第２回検討会 開催 テーマ４、５
令和５年 ５月18日 第３回検討会 開催 テーマ６、７
※ テーマ８については各テーマ内で議論

スケジュール

中 医 協 総 － ４

Ｒ ５ ． ６ ． １ ４
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令和６年度の同時報酬改定に向けた意見交換会 検討の視点

○医療においてはより「生活」に配慮した質の高い医療を、介護においては

より「医療」の視点を含めたケアマネジメントを行うために必要な情報提供

の内容や連携の在り方について、どう考えるか。

○生活機能が低下した高齢者（高齢者施設の入所者を含む）に一般的である

誤嚥性肺炎をはじめとした疾患について、地域包括ケア病棟や介護保険施設

等での受入を推進するためにどのような方策が考えられるか。

○高齢者に対し適切な入退院支援を提供する上での情報提供や連携のあり方

についてどのような対応が考えられるか。

○高齢者施設等の入所者の急変時における相談体制や往診等の体制を充実す

る観点や、その後適切な入院医療に繋げる観点から、協力医療機関等との連

携の在り方についてどのように考えるか。
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59.4%

73.0%

19.1%

37.0%

41.2%

7.0%

36.0%

23.3%

74.2%

56.9%

55.3%

89.5%

4.6%

3.8%

6.8%

6.2%

3.6%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肺炎

尿路感染症

帯状疱疹

蜂窩織炎

心不全（慢性心

不全の増悪等）

慢性気管支炎の

急性増悪

発症あり 発症なし 無回答

ˢ͎ˣᵒῐ ὲ☼ ẉόᵒῐӺ ԚτΣΪϥЂ˔РІχ ằם τḩβϥ ₰ᾆẕⱧỘ

22˲ ὲ˳כḆχ χ ˢ2023 ͐Ὦ˙͒Ὦˣ(n=503ˣ

49.5%

24.5%

6.3%

9.7%

71.0%

42.9%

49.8%

74.7%

91.7%

89.2%

28.0%

54.3%

0.7%

0.8%

2.1%

1.1%

1.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肺炎(n=299)

尿路感染症

(n=367)

帯状疱疹(n=407)

蜂窩織炎(n=186)

心不全(n=207)

慢性気管支炎の

急性増悪(n=35)

転院あり 転院なし 無回答

23 ˲ ὲ˳ ˢכḆχ χ χ ›ˣ
Ӻ Ṑḩϒχ Ԛχ ˢ2023 ͐Ὦ˙͒Ὦˣ
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○ DPCデータによると、令和３年度における介護施設・福祉施設からの入院患者は年間66万例
ある。

○ このうち、急性期一般入院基本料を算定する病棟へ入院する患者が75％を占める。

ה ⅛╠─

出典：DPCデータ

入院料 症例数
各入院料に
占める割合

平均年齢
救急車による
搬送割合

救急入院
割合

死亡割合
24時間
死亡割合

平均
在院日数

全入院料（入院料問わず） 661,008 100% 85.5 35.2% 52.2% 15.4% 3.1% 20.7

急性期一般入院基本料料１～７ 492,744 75% 85.8 36.3% 56.4% 13.1% 2.6% 18.8

急性期一般入院基本料１（再掲） 291,957 44% 85.3 45.2% 65.1% 12.2% 2.9% 18.1

急性期一般入院基本料２～７（再掲） 200,787 30% 86.5 23.4% 43.8% 14.3% 2.3% 19.9

特定機能病院入院基本料（一般病棟） 7,332 1% 78.9 0.4 0.4 0.1 0.0 15.4

地域一般入院料１～３ 27,840 4% 86.4 12.8% 24.5% 18.1% 1.5% 23.0

地域包括ケア病棟入院料１～４ 48,313 7% 86.8 10.0% 12.2% 19.4% 1.0% 29.6

療養病棟入院基本料 12,052 2% 87.3 2.6% 7.9% 41.7% 2.2% 42.3

特定機能病院入院基本料（一般病棟）は７：１および１０：１それぞれを含む。
地域包括ケア病棟入院料は同入院料１～４及び医療管理料１～４を含む。
療養病棟入院基本料は同入院料１～２及び特別入院基本料を含む。

介護施設・福祉施設からの令和３年４月から令和４年３月までの入院症例

21
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○ 入院による安静臥床を原因とする歩行障害、下肢・体幹の筋力低下などの機能障害（特に運動障
害）は、入院関連機能障害と呼称され、全入院患者の30-40％に発生すると報告されている1。

○ 入院関連機能障害のリスクとしては以下が報告されている。

⌐≈™≡

1. Ettinger WH． Can hospitalizatien－associated disability beprevented？」AMA．2011；306：1800－1．
2. Sager MA， Franke T， Inouye SK， Landefeld CS， Morgan TM， Rudberg MA， et al． Functional outcomes of acute medical

illness and hospitalization in older persons． Arch Intern Med．1996；156：645－52．
3. Mehta KM， Pierluissi E， Boscardin WJ， Kirby KA， Walter LC． Chren M－M， et al． A clinical index to strati fy hospitalized

older adults according to risk fbr new－onset disability． J Am Geriatr Soc．2011；59：1206－16．
4. Mahoney JE， Sager MA． Jalaluddin M． Use of an ambutation assistive device predicts functional decline
5. associated with hospitalization．』Gerontel Med Sci．1999；54A：M83－8．
6. Lindenberger EC， Landcfeld CS， Sands LP， Counsell SR，Fortinsky RH， Palmer RM， et al． Ung． teadiness reperted by older

hospitalized patients predicts functional decline． JArn Geriatr Soc．2003；51：621－6．

入院関連機能障害のリスク因子2-5

○ 高齢であること（特に85歳以上）
○ 入院前のADL低下
○ 認知機能低下
○ 歩行機能障害
○ 栄養状態不良（低アルブミン血症）
○ 悪性腫瘍の既往
○ 脳卒中の既往 等

R

22



医療機関に求められる役割とは

１）相談への対応

２）往診への対応

３）必要な場合の入院対応（調整含む）

23

特養、老健、介護医療院（運営基準）

入所者の病状の急変等に備えるため、あらかじめ協力病院を定めて
おかなくてはならない

特定施設、認知症GH（運営基準）

利用者の病状の急変等に備えるため、あらかじめ、協力医療機
関を定めておかなければならない。



ˢ͎ˣᵒῐ ὲ☼ ẉόᵒῐӺ ԚτΣΪϥЂ˔РІχ ằם τḩβϥ ₰ᾆẕⱧỘ

˲Ẹ Ԛ ὲ ʾᵒῐӺ Ԛ ˢ 9ˣ˳
̓ χיּ ԚϞẈ ḧ τΣΪϥ ᴂ Ϭ︠θϥẸ Ԛρ ựπᶎ ΰθⱲṍψʺ ὲπψˮ☼

Ⱳ˯Υ52.9̋ʺᵒῐӺ ԚπψˮᵒῐӺ Ԛᵫ Ⱳ˯Υ54.4̋πΚμθʻ

52.9%

54.4%

15.5%

7.5%

12.1%

3.1%

7.4% 8.9%

31.3%

3.2%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

老健(n=503)

介護医療院

(n=294)

施設設立時・介護医療院開設時 今から1年以内
今から1年超～5年以内 今から5年超～10年以内
今から約10年超前 介護医療院に移行する前
無回答

18 χיּ ԚϞẈ ḧ τΣΪϥ ᴂ Ϭ︠θϥẸ Ԛρ ựπᶎ ΰθⱲṍ
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ˢ͎ˣᵒῐ ὲ☼ ẉόᵒῐӺ ԚτΣΪϥЂ˔РІχ ằם τḩβϥ ₰ᾆẕⱧỘ

˲Ẹ Ԛ ὲ ʾᵒῐӺ Ԛ ˢ 9ˣ˳
̓︠θϥẸ Ԛχ ψʺ ὲψˮ ӽӺ כ◦ Ԛ˯Υ35.8̋ʺˮ∕ כ◦ Ԛ˯Υ8.7̋ʺᵒῐӺ

Ԛψˮ ӽӺ כ◦ Ԛ˯Υ25.9̋ʺˮ∕ כ◦ Ԛ˯Υ11.9̋πΚμθʻ
̓︠θϥẸ ԚΥ βϥ ˢ ˣχ ψʺ ὲψˮẍ ṍԁ ˯Υ57.9̋ʺᵒῐӺ Ԛψˮ

˯Υ47.6̋πΚμθʻ

9 ︠θϥẸ Ԛχ ˢ ᵕ ˣ

57.9%

34.4%

38.6%

29.0%

4.0%

33.2%

42.9%

25.2%

35.4%

21.8%

7.8%

47.6%

0% 20% 40% 60% 80%

急性期一般病棟

地域一般病棟

地域包括ケア病棟

回復期リハビリ

テーション病棟

障害者施設等病棟

療養病棟

老健(n=503)

介護医療院(n=294)

10 ︠θϥẸ ԚΥ βϥ ˢ ˣχ ˢ ᵕ ˣ

0.6%

35.8%

8.7%

7.8%

45.7%

5.6%

1.4%

25.9%

11.9%

5.4%

53.7%

5.4%

0% 20% 40% 60%

特定機能病院

地域医療支援病院

在宅療養支援病院

在宅療養後方支援病院

その他の病院

無回答

老健(n=503)

介護医療院(n=294)
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˲ṁ ˳
ϯ ӟᴞχ ὯϬ θβẸ Ӻ Ṑḩˢ τνΜοψ ԚτᾢϥʻˣϬ ϛϥάρϬṰ Ϊϥˢ χӺ Ṑḩ
Ϭ ϛϥάρτϢϤ ὯϬ θβάρρΰοϜ₯ΰ◦ΠσΜάρρβϥʻˣʻ˻Ὂᵃ ͏ ḧ˼

χיּ Υẍ ΰθ › τΣΜοʺӺ◖ ψḘῐ ԌΥ ᴂϬ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
χẐϛΥΚμθ ›τΣΜοʺ Ϭ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
χיּ χẍ Υ αθ › τΣΜοʺ ᵺ☼ χӺ◖ ψẸ Ӻ Ṑḩζχ χӺ ṐḩχӺ◖Υ

Ϭ“Μʺ ԚϬ βϥρ ϛϣϦθ χיּ ԚϬᾖ ρΰο Ϊ Ϧϥ Ϭᶎ ΰοΜϥάρʻ

ϱ ͍ τ͍ᵕӟ ʺẸ Ӻ Ṑḩρχḧπʺ χיּ χẍ Υ αθ › χ ᴂϬᶎ βϥρρϜτʺ
ᵺẸ Ӻ Ṑḩχ τνΜοʺ ᵺⱧỘ χ◙ Ϭ“μθꜛⱵ τ ΰσΪϦωσϣσΜάρρβϥʻ

ϳ ΥẸיּ Ӻ Ṑḩ τ Ԛΰθῇτʺ Υὖᵙΰʺ ԚΥᴦ ρσμθ ›τΣΜοψʺ ϞΤτ™
ήδϥάρΥπΦϥϢΞτ ϛϥάρρβϥʻ

͒ ᵒῐ ᵠ ʿӺ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ

̙ ᵒῐ ᾑ☼ τνΜοʺ☼ π ᴂᴦ σӺ χ ӤϬ Πθ ›τʺẸ Ӻ Ṑ
ḩρχ ὀχᴞπϢϤ σ ᴂϬ“Ξ Ϭᶎ βϥḢ Τϣʺ∕ Ӻ Ϭ ΞӺ Ṑ
ḩϞ∕ Ӻ Ϭ◦כβϥ ӽχӺ Ṑḩ ρם῟ χΚϥ ὀ Ϭ  βϥθϛτʺӟ
ᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻ

Ẹ Ӻ Ṑḩρχ ὀ χ  ᵠ

ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ
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͒ ᵒῐ ᵠ ʿӺ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ

˲ṁ ˳
ϯ Ẹ Ӻ ṐḩϬ ϛϥτ θμοψʺӟᴞχ ὯϬ θβẸ Ӻ ṐḩϬ ϛϥϢΞτ ϛϥάρρβϥʻ

χיּ χẍ Υ αθ › τΣΜοʺӺ◖ ψḘῐ ԌΥ ᴂϬ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
χẐϛΥΚμθ ›τʺ Ϭ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ

ϱ ͍ τ͍ᵕӟ ʺẸ Ӻ Ṑḩρχḧπʺ χיּ χẍ Υ αθ › χ ᴂϬᶎ βϥρρϜτʺ ᵺẸ
Ӻ Ṑḩχ τνΜοʺ ᵺⱧỘ χ◙ Ϭ“μθꜛⱵ τ ΰσΪϦωσϣσΜάρρβϥʻ

ϳ ΥẸיּ Ӻ Ṑḩ τ Ԛΰθῇτʺ Υὖᵙΰʺ ԚΥᴦ ρσμθ ›τΣΜοψʺ ϞΤτ™ ạή
δϥάρΥπΦϥϢΞτ ϛϥάρρβϥʻ

̙ ‰ ☼יּ π ᴂᴦ σӺ χ ӤϬ Πθ ›τʺẸ Ӻ Ṑḩρχ ὀχᴞ
π σ ᴂΥ“ϩϦϥϢΞʺ∕ Ӻ Ϭ ΞӺ ṐḩϞ∕ Ӻ Ϭ◦כβϥ ӽχӺ
Ṑḩ ρם῟ χΚϥ ὀ Ϭ  βϥθϛτʺӟᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻ

Ẹ Ӻ Ṑḩρχ ὀ χ  ᵠ

☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒
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͍. ˢ͏ˣ Ẹ Ӻ Ṑḩρχ ṍ σᵓṳχם☼

ᵵ

̓ ᵒῐ ♅☼ ʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐτνΜοʺẸ Ӻ Ṑḩρχם
῟ χΚϥ ὀ Ϭ  βϥθϛʺ Ϙθψיּ ạּיˢӟᴞˮ יּ ˯ρΜΞʻˣχᾝ χ Ặ Ϭ
“ΞᵓṳϬ ṍ τᵫ℗βϥάρϬ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ βϥʻ

̓ Ϙθʺ ☼ τΣΪϥӺ Ṑḩ ὀᴥ▄τνΜοʺ ṍ σᵓṳτΣΜο ạּיχᾝ χ Ặ Ϭ“Ξ
ϢΞᾋ ΰϬ“Ξʻ˲⁮ꜘᵠ ˳

ӡ

˲ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ ʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

σΰ Ẹ Ӻ Ṑḩ ὀᴥ▄
Ẹ Ӻ ṐḩΥ(͍) ֒Ṝχ ˙ χ ὯϬ θβ › 100 ӡ/Ὦ( 6 )  50 ӡ/Ὦ( 7 ˙)ˢ ˣ

(͎) ζϦӟᵰχ › ͑ ӡ/Ὦˢ ˣ

˲ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐ˳

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

Ӻ Ṑḩ ὀᴥ▄ Ẹ Ӻ Ṑḩ ὀᴥ▄
80 ӡ/Ὦ Ẹ Ӻ ṐḩΥ(͍)֒Ṝχ ʺ χ ὯϬ θβ › 100 ӡ/Ὦˢ  ˣ

(͎)ζϦӟᵰχ › 40 ӡ/Ὦˢ  ˣ

˲ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ˳

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

σΰ Ẹ Ӻ Ṑḩ ὀᴥ▄
Ẹ Ӻ ṐḩΥ(͍)֒Ṝχ ʺ χ ὯϬ θβ › 100 ӡ/Ὦˢ ˣ

(͎)ζϦӟᵰχ › 40 ӡ/Ὦˢ ˣ

˲ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒ
ῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳

ˢẸ Ӻ Ṑḩχ Ὧˣ
יּ χ Υẍ ΰθ ›

τΣΜοʺӺ◖ ψḘῐ ԌΥ
ᴂϬ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥ
άρʻ
‰ ☼יּ Τϣχ χẐϛΥ
Κμθ ›τΣΜοʺ Ϭ“Ξ
Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
יּ χ Υẍ ΰθ ›

τΣΜοʺ ԚϬ βϥρ ϛϣϦ
θ יּ χ ԚϬᾖ ρΰο Ϊ
Ϧϥ Ϭᶎ ΰοΜϥάρʻ

▄ Ὧ

̓ Ẹ Ӻ Ṑḩρχḧπʺ יּ χ ӪϬ οʺ ᵺ יּ χ χ ϬẶ βϥᵓṳϬ ṍ τᵫ℗ΰοΜϥάρʻˢ ˣ



͍. ˢ͏ˣ ԚⱲ χӺ Ṑḩϒχ ằ

ᵵ

̓ ᵒῐ ὲ☼ ẉόᵒῐӺ ԚτνΜοʺ χיּ ԚⱲτʺ☼ Υ ӃΰοΜϥ ᶨ ệ χ ằϬ τ βϥḢ Τϣʺ
Ⱳ ằᴥ▄τνΜοʺ ΥӺיּ Ṑḩϒ ΰθ∑ʺ ᶨ◦כ χ Ӫ Ϟ Ṑ τΤΤϥ Ϭ ằΰθ ›τνΜοʺ
θτ ᴣβϥỸ Ϭ ΪϥʻϘθʺ Υạיּ τ ΰθ∑τʺ ῇχ︠ⱵӺτ Ϭ ằβϥάρϬ ᴣβϥᾝ“
χᴥ▄Ỹ τνΜοϜʺӺ Ṑḩϒχ χ ›ρ τʺ ᶨ◦כ χ Ӫ χ ằϬ“ΞάρϬ▄ ὯτᴥΠϥʻ

̓ Ϙθʺᵒῐ ♅☼ ʺ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐτνΜοʺ Ϙθψיּ ạּיˢӟᴞˮ יּ ˯
ρΜΞʻˣΥӺ Ṑḩϒ ΰθ∑ʺ ᶨ◦כ χ Ӫ χ ằϬ“ΞάρϬ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ βϥʻ˲⁮ꜘᵠ ˳

ӡ

˲ᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

Ⱳ ằᴥ▄ 500 ӡ/ᵕ Ⱳ ằᴥ▄ˢ ˣ 500 ӡ/ᵕ
Ⱳ ằᴥ▄ˢ ˣ 250 ӡ/ᵕˢ ˣ

˲ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ
♅☼ יּ ᶨᵒῐ˳

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ Ⱳ ằᴥ▄ 250 ӡ/ᵕˢᵒῐ ♅☼ ˣˢ ˣ

ạⱲ ằᴥ▄ 250 ӡ/ᵕˢ ☼ ʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐˣˢ ˣ

˲ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷ
ᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳

▄ Ὧ

˲ᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳˻ Ⱳ ằᴥ▄ˢ ˣ˼
̓ ạ ϒ βϥ ʺτνΜοיּ ῇχ︠ⱵχӺ◖τ ΰο Ϭיּ ᵒβϥ ›ʺ χיּ ӪϬ οʺ ᵺ χיּ

χ ệʺ ᶨ Ϭꜘβ Ϭ ằΰθ ›τʺ ͍יּ τνΦ͍ᵕτᾢϤ▄ βϥʻ

˲ᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳˻ Ⱳ ằᴥ▄ˢ ˣ˼
˲ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ

♅☼ יּ ᶨᵒῐ˳˻ Ⱳ ằᴥ▄ʺ ạⱲ ằᴥ▄˼
̓ Ӻ Ṑḩϒ βϥ יּ τνΜοʺ ῇχӺ Ṑḩτ ΰο יּ Ϭ ᵒβϥ∑ʺ יּ χ ӪϬ οʺ ᵺ יּ χ

χ ệʺ ᶨ Ϭꜘβ Ϭ ằΰθ ›τʺ יּ ͍ τνΦ͍ᵕτᾢϤ▄ βϥʻ

יּ ΥӺ Ṑḩϒ ΰθ ›ˢ ˣ

Υạיּ ϒ ΰθ ›ˢ  ˣ



医療機関と介護保険施設の連携の推進

ü 介護老人保健施設、介護医療院及び特別養護老人ホーム（以下、「介護保険施設等」という。）の
入所者の病状急変時における適切な対応及び施設内における生活の継続支援を推進する観点から、
介護保険施設等の入所者の病状の急変時に当該介護保険施設等に協力医療機関として定められてい
る保険医療機関であって、当該介護保険施設等と平時からの連携体制を構築している保険医療機関
の医師が診察を実施した上で、入院の必要性を判断し、入院をさせた場合の評価を新設する。

（新） 協力対象施設入所者入院加算（入院初日）
１ 往診が行われた場合 600点

２ １以外の場合 200点

ü 介護保険施設等に入所している高齢者が、可能な限り施設内における生活を継続できるよう支援す
る観点から、介護保険施設等の入所者の病状の急変時に、介護保険施設等の協力医療機関であって、
平時からの連携体制を構築している医療機関の医師が往診を行った場合について、新たな評価を行
う。

（新） 介護保険施設等連携往診加算 200点

協力医療機関の入院の受け入れ等に関する加算の新設

令和６年度診療報酬改定（令和6年2月20日時点）

30

ü 医療機関と介護保険施設の適切な連携を推進する観点から、在宅療養支援病院、在宅療養後方支援
病院、在宅療養支援診療所及び地域包括ケア病棟を有する病院において、介護保険施設等の求めに
応じて協力医療機関を担うことが望ましいことを施設基準とする。

医療機関と介護保険施設の連携の推進



˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

275 ӡ/  σΰ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵∕ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ˵

̙ ᵒῐ ὲ☼ Υ ằβϥ ṍ ᵒῐτΣΪϥ ›ӺᶘḚ ᴥ▄τνΜοʺӺ И˔ЇχΚϥ χיּ
ϦϬ τ βϥḢ Τϣʺӟᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻ

ϯ ạ Ђ˔РІὓᵊτΣΜοὓᵊ τ“ΞάρρσμοΜϥ◙ ṍ ᵒῐτνΜοϜʺⱵ Ḛ Ϭ
ρβϥϜχτνΜοψ ᴥ▄χ ρβϥʻ

ϱ ▄ τνΜο͓ Ϭᾢ ρΰοΜϥράϧʺ10 ḧϬᾢ ρβϥʻ

›ӺᶘḚ ᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᵒῐˢᵒῐ ὲ☼ Υ ằβϥ ›τᾢϥˣ

ʾ10 Ϭᾢ ρΰο1 τνΦ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ
ʾ Ϭ ϛʺⱵ Ḛ ρΰο ʺᾁ₰ʺ ʺבּ Ϭ“Ξάρʻ
ʾ ʺ ʺ Ϭ“μθ ΰθ☼םʺ ʺᾁ₰ʺ ʺבּ
χ Ϭ τṜ∏βϥάρʻ

ʾΤΤϤνΪӺτ ΰʺ χיּ ӪϬ οʺ ệϬꜘβ Ϭ Π
ο σ χ ằϬ“Ξάρʻ

›ӺᶘḚ ᴥ▄ˢ275 ӡ/ ˣ

<ᾝ“>
͍ Ⱶ Ḛ Ϭ ρΰʺ τῡ Υ
ϛϥṁ τ Μʺạ Ђ˔РІὓᵊτΣΜοὓ
ᵊ τ“ΞάρρσμοΜσΜ◙ ṍ
ᵒῐϬ“μθ ›τʺ7 Ϭᾢ ρΰο1 τ
νΦ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ
͎ ừẍⱲ☼ Ϭ▄ ΰθ ψʺ▄ ΰσΜʻ

<ᵠ ῇ>
͍ Ⱶ Ḛ Ϭ ρΰʺ τῡ Υ ϛϥṁ
τ Μʺ◙ ṍ ᵒῐϬ“μθ ›τʺ10
Ϭᾢ ρΰο1 τνΦ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ

͎ ừẍⱲ☼ Ϭ▄ ΰθ ψʺ▄ ΰσΜʻ

˲▄ Ὧ ˳

ṍ ᵒῐ

ΤΤϤνΪӺ

∕ ∕

ᵒῐ ὲ☼

31



̙ τẍיּ Υ αθ › χ ᴂτνΜοʺ Ӻ◖τϢϥ χἄΪνΪ ᴂϬϢϤ ήδϥḢם Τϣʺ
ᾝ“ʺ ʾ ḧẉό τχϙ▄ ᴦ σ Ӻ◖ừẍⱲ ᴂᴥ▄τνΜοʺ πΚμοϜʺ Ӻ◖Υ
χỠ ⱲḧᵰτἄΪνΪ ᴂϬ“μθ ›Ϭ ᴣβϥ θσỸ Ϭ Ϊϥʻ
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(2)急変時の電話相談・診療の求め

(3)相談対応・医療提供

在宅医療を支援する
地域の医療機関等

②高齢者施設等と
医療機関の連携強化

高齢者施設等

(4)入院調整

(5)早期退院

①高齢者施設等における
医療ニーズへの対応強化

■医療提供等にかかる評価の見直しを実施

＜主な見直し＞
・配置医師緊急時対応加算の見直し
【(地域密着型)介護老人福祉施設】

日中の配置医の駆けつけ対応を評価

・所定疾患施設療養費の見直し
【介護老人保健施設】

慢性心不全が増悪した場合を追加

・入居継続支援加算の見直し
【(地域密着型)特定施設入居者生活介護】

評価の対象となる医療的ケアに尿道カテーテル留置、
在宅酸素療法、インスリン注射を追加

・医療連携体制加算の見直し
【認知症対応型共同生活介護】

看護体制に係る評価と医療的ケアに係る評価を整理
した上で、評価の対象となる医療的ケアを追加

■実効性のある連携の構築に向けた
運営基準・評価の見直し等を実施

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ˵

※１ 経過措置３年。（地域密着型）特定施設入居者生活介護・認知症対応型共同生活介護は努力義務。 ※２ 介護保険施設のみ。

・在宅療養支援診療所
・在宅療養支援病院
・在宅療養後方支援病院
・地域包括ケア病棟を持
つ病院

等を想定

Å利用者の病状急変時等における対応の
年１回以上の確認の義務化（運営基準）

Å定期的な会議の実施に係る評価の新設

(1)平時からの連携

Å相談対応を行う体制、診療を行う体制を
常時確保する協力医療機関を定めること
の義務化β１（運営基準）

Å入院を要する場合に原則受け入れる体
制を確保した協力病院を定めることの
義務化β２（運営基準）

Å入院時の生活支援上の留意点等の情報
提供に係る評価の新設

Å退院が可能となった場合の速やかな
受入れの努力義務化（運営基準）

˓ ͒ ᵒῐ ᵠ τΣΪϥʺ ‰ ☼יּ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟʺ Ẹ Ӻ Ṑḩρ
χ ὀếᴟτΤΤϥ︠σᾋ ΰ

【特養・老健・介護医療院・特定施設・認知症グループホーム】
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医療と介護の連携の推進
ü これまでの新型コロナウイルス感染症への対応における取組も踏まえ、在宅医療を担う地域の医療機関と介護

保険施設等において、実効性のある連携の構築を促進する観点から、介護保険施設等と医療機関の連携に関する
要件及び評価等を見直す。また、かかりつけ医と介護支援専門員との連携を強化する観点から、当該連携に関す
る評価を見直す。

令和６年度診療報酬改定 Ⅱ－２ 生活に配慮した医療の推進など地域包括ケアシステムの深化・推進のための取組

介護保険施設等

協力医療機関等との連携の強化

・診療や入院受入れ等を行う体制を確保した協力医
療機関を定めることの義務化
以下の要件を満たす協力医療機関を定めることを義務化
①入所者の病状が急変した場合等に相談対応を行う体制を常時確保
②診療の求めがあった場合の診療を行う体制を常時確保
③入院を要する入所者の入院を原則受け入れる体制の確保
β協力医療機関との間で1年に1回以上入所者の病状の急変が生じた
場合の対応方針について確認

・協力医療機関連携加算の新設
介護保険施設等において、定期的な会議の実施による協力医療機関
との連携体制の構築を評価

・高齢者施設等感染対策向上加算の新設
感染対策向上加算を算定する医療機関等が行う研修に参加すること
等や実地指導を受けることを評価

・退所時情報提供加算の新設
入所者が医療機関へ退所した場合に医療機関に対し、生活支援上の
留意点等の情報を提供することを評価

・早期退院の受入れの努力義務化
退院が可能となった場合の速やかな受け入れについて努力義務化

34

介護保険施設等と連携する医療機関

介護保険施設等との連携の推進
・介護保険施設等の求めに応じて協力医療機関を担
うことが望ましいことを要件化
在宅療養支援病院、在宅療養後方支援病院、在宅療養支援診療所及
び地域包括ケア病棟を有する病院において、要件化

・感染症対策向上加算等の専従要件の明確化
介護保険施設等からの求めに応じて行う専門性に基づく助言が感染
対策向上加算等のチームの構成員の専従業務に含まれることを明確
化する

・介護保険施設等連携往診加算の新設
入所者の病状の急変時に、介護保険施設等の協力医療機関であって、
平時からの連携体制を構築している医療機関の医師が往診を行った
場合についての評価

・介護保険施設等における医療保険で給付できる医
療サービスの範囲の見直し
高度な薬学的管理を必要とする薬剤を処方した場合の「F400 処方
箋料」を医療保険からの給付とする等の見直し

・協力対象施設入所者入院加算の新設
介護保険施設等の入所者の病状の急変時に、介護保険施設等と平時
からの連携体制を構築している保険医療機関の医師が診察を実施し
た上で、入院の必要性を判断し、入院をさせた場合の評価

(2)急変時の電話相談・診療の求め

(3)相談対応・医療提供

(4)入院調整

(5)早期退院

(1)平時からの連携
(カンファレンス等による入所者の情報の共有等)

●介護保険施設等連携往診加
算の新設

●医療保険で給付できる医療
サービスの範囲の見直し

●協力対象施設入所者入院加算
の新設

■退所時情報提供加算の見直し

■退院が可能となった場合の速
やかな受け入れの努力義務化

【特養・老健・介護医療院】

地域包括診療料等を算定する医療機関 居宅介護支援事業所
・入院時情報連携加算の見直し
入院当日に病院等の職員に対して利用者の情報を提供した場合に

ついて評価を充実

・通院時情報連携加算の見直し
算定対象に歯科医師を追加

・地域包括診療料等の算定要件の見直し
地域包括診療料等の算定要件に介護支援専門員との相談に応じるこ
と等を追加する。また、担当医がサービス担当者会議又は地域ケア
会議への参加実績又は介護支援専門員との相談の機会を確保してい
ることを施設基準に追加

医師等と介護支援専門員との連携

【在宅医療を担う医療機関や感染対策を担う医療機関等】
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●協力対象施設入所者入院加算
等の基準として規定

●感染症対策向上加算等の専従
要件の明確化

■協力医療機関連携加算の新設
■高齢者施設等感染対策向上加
算の新設

6 2Ὦ20 Ⱳ
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自立支援に向けた対応

（リハビリテーション、口腔、栄養）



リハビリテーションの役割分担（イメージ）

急性期 回復期 生活期

心身機能 改善 改善 維持・改善

ADL 向上 向上 維持・向上

活動・参加 再建 再建 再建・維持・向上

QOL 維持・向上 維持・向上 維持・向上

内容 早期離床・早期
リハによる廃用
症候群の予防

集中的リハによる機能回復・ADL向上 リハ専門職のみならず、多職種によって構成されるチー
ムアプローチによる生活機能の維持・向上、自立生活
の推進、介護負担の軽減、QOLの向上

主に医療保険 主に介護保険役割分担

（資料出所）日本リハビリテーション病院・施設協会「高齢者リハビリテーション医療のグランドデザイン」（青海社）より厚生労働省老人保健課において作成（一部改変）

外来

脳卒中等の発症

安定化

病院、診療所、介護老人保健施設、介護医療院

訪問看護ステーション
訪問

通所
入院

生活期回復期

診断・治療

急性期

身
体
機
能

病院、診療所、老人保健施設、介護医療院

入所 介護老人保健施設、介護医療院
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̓ ԚῇχзМРзГ˔Єдр χᵫ◐τνΜοʺ
ʾ зМʿ ᵫ◐Ϙπ2 ḧӟ ΤΤμοΜϥּיΥ 32%ʺ4 ḧӟ ΤΤμοΜϥּיΥ 24%
ʾ зМʿ ᵫ◐Ϙπ2 ḧӟ ΤΤμοΜϥּיΥ 44%ʺ4 ḧӟ ΤΤμοΜϥּיΥ 35%
̓ ԚῇΤϣ ʾ зМРзГ˔ЄдрϬ ᵫ◐βϥϘπχṍḧΥ ΜϕςʺṐ ᵕ Υ

ΦΜἱΰΥᾋϣϦθʻ

68%

8%

5%

3%

10%

0% 20% 40% 60% 80%

2週間未満

2週間以上4週間未満

4週間以上6週間未満

6週間以上8週間未満

8週間以上10週間未満

10週間以上12週間未満

12週間以上

23.5%
32.0%

（出典）平成27年度介護報酬改定検証調査（平成28年度調査）の結果を事務局で集計

(n=319)

56%

10%

7%

3%

6%

5%
14%

0% 20% 40% 60% 80%

2週間未満

2週間以上4週間未満

4週間以上6週間未満

6週間以上8週間未満

8週間以上10週間未満

10週間以上12週間未満

12週間以上

34.6%
44.2%
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p < 0.01

ᵂɨɍ ɨɍ
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(n=231)

■退院後のリハビリテーションの利用開始までの期間

■退院後のリハビリテーション開始までの期間別の機能回復の程度

β開始時Barthel Indexの平均値：76.5点β開始時Barthel Indexの平均値：62.3点

220 R5.7.24
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※ 厚生労働科学研究費補助金 （長寿科学政策研究事業）「要介護者に対する疾患別リハビリテーションから維持期・生活期リハビリテーションへの一貫したリハ
ビリテーション手法の確立研究」（研究代表者：三上幸夫、令和２～４年度）によるアンケート調査結果

44%52%

4%

はい

いいえ

無回答

36%

30%

3%

2%

1%

0%

28%

脳血管疾患等リハビリテーション

運動器リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

分からない

介護保険のリハビリテーション事業者が把握している
移行前の疾患別リハビリテーションの分類

介護保険のリハビリテーション実施者が
疾患別リハビリテーションの

リハビリテーション実施計画書を入手していたか

医療機関からリハビリテーション
実施計画書を入手したか p-value*

はい いいえ

同一医療法人
または関連医療機関

からの紹介

はい
215 181

<0.001
（54.3%） （45.7%）

いいえ
48 131

（26.8%） （73.2%）

*Fisherの正確検定

N=575 N=575

̓ ᵒῐ ᾑχзМРзГ˔Єдрיּ☼םΥʺכḆ зМРзГ˔ЄдрˢӺ ᾑˣχзМРзГ˔
Єдрם☼ὓᵊ Ϭ ︣ΰοΜθχψ44̋χ τיּ ϘμοΜθʻ ԁ Ϙθψḩ Ӻ Ṑḩ
Τϣχ ᵒӟᵰχϾ˔Іπψʺ ︣ΰοΜθχψ26.8̋πΚμθʻ

̓ 28̋χⱧ τΣΜοψᵒῐ ᾑχзМРзГ˔Єдр ằּיΥӱ“ χכḆ зМРзГ˔Єдр
χ Ϭ ӃΰοΜσΤμθʻ

219 R5.7.10
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ˮ︠ⱵχӺ◖ ˯τʺ Ԛ χӺ ṐḩχӺ◖ϬḯϚάρϬ ᶎᴟβϥʻ˲ ᵠ ˳

˲ạ ᵒῐ◦כʺᵒῐ ˢʺכ◦ зМРзГ˔Єдр̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒ˣ˳

▄ Ὧ

̓ ạ ᵒῐ◦כ χἇ ︡ӌ τӟᴞχṛ Ϭ ᴥβϥˢạ ᵒῐ◦כχ ˣ̞ ⱫΥ Ṝ

˻◙ ạ ᵒῐ◦כχἇ ︡ӌ ˼
зМРзГ˔Єдрʺ зМРзГ˔Єдр τνΜοψʺ︠ⱵχӺ◖ Υζχ Ϭ ϛθϜχτᾢϣ

ϦϥϜχπΚϥάρΤϣʺᵒῐ◦כ ԌψʺάϦϣχӺ Ђ˔РІϬạ Ђ˔РІὓᵊτӡ Ϊϥ ›τΚμο
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ϛʺ χיּ ӪϬ ο︠ⱵχӺ◖ χӪᾋϬẐϛϥρρϜτʺ︠ⱵχӺ◖ ρχϢϤדᶪσ ὀτⱢβϥϢΞʺ
ᵺӪᾋϬ ϘΠο⌠ ΰθạ Ђ˔РІὓᵊτνΜοψ,ӪᾋϬẐϛθ︠ⱵχӺ◖ τῖ ΰσΪϦωσϣσΜʻσΣʺ
ῖ χ τνΜοψʺ χϕΤʺ ϞЮ˔и τϢϥάρϜ₯ΰ◦ΠσΜʻ
ϘθʺάάπӪᾋϬẐϛϥˮ︠ⱵχӺ◖ ˯τνΜοψʺ ᵒῐ χ χθϛτ︠ⱵӺӪᾋ ϬṜ∏ΰθӺ◖
τᾢ ήϦσΜάρτ Ӫβϥάρʻ τʺ зМРзГ˔Єдрẉό зМРзГ˔ЄдрτνΜοψʺӺ
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・口腔・嚥下機能の維持・
改善
・口腔衛生や全身管理に
よる誤嚥性肺炎の予防

↓ӓ ҧ ֝

・筋力・持久力の向上
・活動量に応じた適切な
栄養摂取量の調整
・低栄養の予防・改善
・食欲の増進

・適切な食事形態・摂取方法の提供・食事摂取量の維持・改善・経口摂取の維持

Å リハビリの負荷又は活動量に応じて、必要なエネルギー量や栄養素を調整することが、筋力・持久力の向上及びADL維持・改善に重要で
ある。

Å 誤嚥性肺炎の予防及び口腔・嚥下障害の改善には、医科歯科連携を含む多職種連携が有効である。
Å 口腔・嚥下機能を適切に評価することで、食事形態・摂取方法の提供及び経口摂取の維持が可能となる。

リハビリ、栄養、口腔の取組は一体となって運用されることで、より効果的な自立支援・重度化
予防につながることが期待される。

社保審－介護給付費分科会

第178（R2.6.25 ） 資料１
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̓ ᵒῐ‰ ,ˢN=290יּ ỡ 86.9˶6.6⅞ˣχ ₰πψʺⱦᴬӺ Ϟῢ‘ὲ
ῴḚ Υ πΚϥ‰ ψ64.3̋πΚμθΥʺζχΞκʺᵃẠ1יּ ӟ τⱦᴬ
Ϭ ΰοΜθχψʺ2.4̋πΚμθʻ

出典：令和元年日本歯科医学会「フレイルおよび認知症と口腔健康の関係に焦点化した人生100年時代を見据えた歯科治療指針作成に関する研究」

ὺ ҏ ҉ ὐ ҏ

歯科治療が必要な
64.3％のうち
実際に歯科治療を
受けた要介護者は

2.4％である。

※要介護高齢者：特定地域の在宅療養、認知症グループホーム、通所サービス、療養病棟、老人保健施設、特別養護老人ホームの入所、利用者など

※歯科治療（義歯・う蝕・歯周疾患・粘膜疾患・保湿）の必要性の有無を歯科医師が判定

R
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31.3

26.9

13.8

10.9

6.9

3.4

5.2

68.8

73.1

75.9

54.5

61.4

46.6

48.3

10.3

34.5

31.7

50

46.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

要介護５(N=16)

要介護４(N=26)

要介護３(N=29)

要介護２(N=55)

要介護１(N=101)

要支援２(N=58)

要支援１(N=58)

低栄養 低栄養の恐れあり 栄養状態良好

【出典】令和４年度老人保健健康増進等事業「ICT等を活用した在宅高齢者の栄養・食生活支援に関する調査研究事業」より老人保健課にて作成

在宅要支援・要介護者の栄養状態

¸ ˮ ֵ χỂϦΚϤ˯ΣϢόˮ ֵ ˯χ πΚϥּיχᶤ›ψʺ ψ50̋ӟיּכ◦ ʺ ᵒῐּיψ

70̋ӟ πΚμθʻ

※「食事量減少の有無」「過去3ヶ月間での体重減少の有無」「自立歩行の可否」「過去3ヶ月間での精神的ストレスなどへの罹患経験の有無」
「神経・精神的問題の有無」の5項目

対象者：通所サービスや居宅サービスを利用する65歳以上の高齢者343名
本調査では、身体・健康の質問β及びMNAによって栄養状態を判定

220
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ₒ ₓꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfiה ה ─
多職種によるミールラウンドで評価を行い、職員間の日常的なコミュニケーションで速やかに課題を解決

＜施設＞介護老人保健施設（在宅復帰超強化型） ＜入所定員＞ 100床

＜職員数＞理学療法士(PT) 6人、作業療法士(OT) 5人、管理栄養士(RD) 2人、歯科衛生士(DH) β協力歯科医療機関から訪問

多職種によるミールラウンド 日常的なコミュニケーション

Å摂食嚥下機能が低下している入所者に対して、月１回、
全職種によるミールラウンドを開催（開催日は、歯科衛
生士の訪問日に合わせて設定）

Å多職種で評価を行い、各専門職の視点で支援に関する情
報を共有

Å食事の時間は、普段から管理栄養士やリハ職が食堂を巡
回するようにしており、入所者の食事の様子を定期的に
観察

Å気になる点があれば、「軒下会議」と称する廊下などで
の打合せで、解決策をすぐに検討

Å食事の場に専門職がいることで、介護職員等も気軽に相
談できる

軒下会議

＜気づきと対応例＞

ü食べ物を口に溜め込んでいるҜ多職種で相談し、OTが食具の
選定、RDが副食へのあんかけ対応、介護職が小分け配膳。

ü口が痛いと食事を残すҜRDからDHに相談。DHが義歯の下の
炎症に気づく。歯科医師から処方された薬を塗布。

管
理
栄
養
士作

業
療
法
士

歯
科
衛
生
士

介
護
福
祉
士

看
護
師
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師
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理
学
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介護サービス従事者の処遇改善



【出典】厚生労働省「令和４年賃金構造基本統計調査」に基づき老健局老人保健課において作成。
注１）一般労働者とは、「短時間労働者」以外の者をいう。短時間労働者とは、１日の所定労働時間が一般の労働者よりも短い者、又は１日の所定労働時間が一般の労働者と同じ

でも１週の所定労働日数が一般の労働者よりも少ない者をいう。
注２）「賞与込み給与」は、「きまって支給する現金給与額（労働協約、就業規則等によってあらかじめ定められている支給条件、算定方法によって支給される現金給与額）」に、「年間賞与

その他特別給与額（ 1 ≤⇔≡1 ⅛╠12 ╕≢─1 ⌐⅔↑╢ ⁸ ™╦╝╢Ⱳכ♫☻ 」の1/12を加えて算出した額
注３）「介護職員（医療・福祉施設等）」は、医療施設・福祉施設等において入所者及び通所者に対する入浴、排せつ、食事等の介護の仕事に従事するものをいう。なお、特定処遇

改善加算の（Ⅰ）～（Ⅱ）を取得している事業所の勤続10年以上介護福祉士の賞与込み給与は、35.5万円（令和３年度介護従事者処遇状況等調査）
注４）産業別賃金は「10人以上規模企業における役職者」を除いて算出。なお、職種別賃金には役職者は含まれていない。役職者を含む産業計は、平均年齢43.7歳、勤続年数

12.3年、賞与込み給与41.4万円

╖

42.6 10.4 36.1 

39.3 3.9 97.1 

39.4 7.8 40.7 

51.0 12.0 34.5 

⁸ ⁸
⁸

33.5 6.2 34.2 

◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ 51.6 9.6 32.6 

ₒ( )≤( )─ ₓ
44.3 7.4 29.3 

( ) 48.9 8.1 28.3 

ה ( ) 44.0 7.4 29.4 

ṕ Ṗ

○ 介護職員について産業計と比較すると、勤続年数が短くなっているとともに、賞与込み給与も低くなっている。
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36.1 

35.1 34.9 35.2 35.0 35.0 
35.7 

36.2 36.3 36.6 
37.0 37.3 

35.2 35.5 
36.1 

25.5 
25.0 25.2 25.5 25.5 25.4 25.6 

26.2 
26.7 

27.4 

28.3 
28.8 

29.3 

28.5 

29.3 

22

24

26

28

30

32

34

36

38

全産業平均（役職者抜き） 介護職員

【出典】厚生労働省「賃金構造基本統計調査」を基に作成。

注）賞与込み給与は、調査年の６月分として支払われた給与に調査年の前年の１月から12月分の賞与の1/12を加えて算

出した額。

ṕ Ṗ

ṧ0.8

ṧ0.Ỉ

♫ ₁ תּ ҌҩҬὺ ẳҏ ♫ҏ ẕ

H27.4
処遇改善加算
を拡充

H29.4
処遇改善加算
を拡充

R1.10
特定処遇改善
加算を創設

R4.2~9
ベースアップ等
支援補助金

R4.10
ベースアップ等
支援加算を創設

H21.4
処遇改善に
重点をおい
た改定

H24.4
処遇改善交付
金を介護報酬
に組込み

H21.10～
H24.3
処遇改善
交付金

６.８万円
の差

10.6万円
の差 9.6万円

の差
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介護職員の処遇改善についての取組と実績

平成24年４月
平成24年度介護報酬改定において、処遇改善交付金を処遇改善加算として介護報酬に組み込み、
月額６，０００円（実績）の賃金改善が行われた。

平成21年４月
平成21年度介護報酬改定において、＋３％改定（介護従事者の処遇改善に重点をおいた改定）を実施し、
月額９，０００円（実績）の賃金改善が行われた。

平成21年度補正予算
処遇改善交付金を措置（１．５万円相当）し、月額１５，０００円（実績）の賃金改善が行われた。

平成27年４月
平成27年度介護報酬改定において、処遇改善加算を拡充（１．２万円相当）し、
月額１３，０００円（実績）の賃金改善が行われた。

平成29年４月
ニッポン一億総活躍プラン等に基づき、平成29年度臨時改定において、処遇改善加算を拡充 （１万円相当） し、
月額１４，０００円（実績）の賃金改善が行われた。

令和元年10月
新しい経済政策パッケージに基づき、全産業平均の賃金と遜色ない水準を目指し、更なる処遇改善を進めるため、
令和元年10月臨時改定において、特定処遇改善加算を創設し、月額１８，０００円（実績）の賃金改善が行われた。
※勤続年数10年以上の介護福祉士では月額２１，０００円（実績）の賃金改善

令和４年10月
コロナ克服・新時代開拓のための経済対策に基づき、介護職員の給与を月額平均９千円相当引き上げるため、
令和４年10月臨時改定において、ベースアップ等支援加算を創設（２月～９月は補助金）し、
基本給等が１０，０００円（実績）の賃金改善（平均給与額全体では月額１７，０００円の賃金改善）

※実績は全て各取組前後の賃金の差を調査したもの（介護従事者処遇状況等調査）。 調査ごとに対象とした施設・事業所や職員の範囲が異なる。 49



1.1% 1.2%

0.6%

-1.6%

-2.0%

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2017-2019平均 2020 2021 2022

介護等分野における賃金及び離職の状況

■介護等分野の入職超過率（入職率－離職率）の推移

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

2021

2022

2023

■介護等分野から他産業への入職内訳

18.0%

～～

…
出典：厚生労働省「雇用動向調査」より作成
注：「介護等分野」は、「社会保険・社会福祉・介護事業」

（年）

約6.3万人の離職超過

■Ｒ５年度の賃金引上げの状況

春闘の全産業平均賃上げ率 ３．５８％ 介護事業所の平均賃上げ率 １．４２％
（出典：2023年春闘 連合回答集計結果） （出典：全老健・老施協・ＧＨ協・介護医療院における調査結果）

○入（離）職率
1月1日現在における常用労働者数に対する入（離）職者の割合をいう。

○入職超過率
入職率から離職率を引いたものをいう。プラスであれば入職率が離職率
を上回っている（入職超過）。マイナスであれば離職率が入職率を上
回っている（離職超過）。

出典：厚生労働省「職業安定業務統計」より作成
注：「介護等分野」は、「社会保険・社会福祉・介護事業」
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（全老健HPより）

物価高騰対策および介護現場で勤務する職員の処遇改善に関する緊急要望
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処遇改善に向けた対応（令和６年）

¸新たな補助金による処遇改善
（令和５年度補正予算：介護職員処遇改善支援事業）

¸現行の処遇改善関連加算について、

Å事業所内での柔軟な職種間配分を認める
（処遇改善加算・特定処遇改善加算の要件緩和）

Åキャリアパス要件з～й（賃金体系・昇給の仕組み等
の整備）について、令和６年度中の対応の誓約により、
満たしたものとする （処遇改善加算の要件緩和）

Å加算未算定事業所等を対象に、簡素化様式を提供

¸処遇改善関係加算の一本化（β）

¸処遇改善関係加算の加算率を引上げ
¸基本サービス費の見直し（６月改定サービス）

¸基本サービス費の見直し（４月改定サービス）

令和６年２月
～５月

令和６年４月～

令和６年６月～

β 令和６年度中は経過措置あり



̉ᴇ ₴ ˺ ᴣы ᵎ Ҟ

Ẉ 令和６年２月～５月分の賃金引上げ分（以降も、別途賃上げ効果が継続される取組みを行う）

Ẉ 対象介護事業所の介護職員（常勤換算）１人当たり月額平均6,000 円の賃金引上げに相当する額。対象サービスごとに介護職員数（常勤
換算）に応じて必要な交付率を設定し、各事業所の総報酬にその交付率を乗じた額を支給。

Ẉ
Å介護職員ベースアップ等支援加算を取得している事業所（令和６年４月から介護職員等ベースアップ等支援加算を取得見込みの事業所も含む）
Å上記かつ、令和６年２・３月分（令和５年度中分）から実際に賃上げを行う事業所
Å賃上げ効果の継続に資するよう、補助額の2/3以上は介護職員等の月額賃金（※）の改善に使用することを要件とする（４月分以降。基本給の引上げ
に伴う賞与や超過勤務手当等の各種手当への影響を考慮しつつ、就業規則（賃金規程）改正に一定の時間を要することを考慮して、令和６年２・３
月分は全額一時金による支給を可能とする。）
※ 「基本給」又は「決まって毎月支払われる手当」

Ẉ
Å介護職員
Å事業所の判断により、介護職員以外の他の職種の処遇改善にこの処遇改善の収入を充てることができるよう柔軟な運用を認める。

Ẉ 各事業所において、都道府県に介護職員・その他職員の賃金改善額を記載した計画書（※）を提出。
※賃金改善額の総額（対象とする職員全体の額）の記載を求める（職員個々人の賃金改善額の記載は求めない）

Ẉ 各事業所において、都道府県に賃金改善期間経過後、計画の実績報告書（※）を提出。
※賃金改善額の総額（対象とする職員全体の額）の記載を求める（職員個々人の賃金改善額の記載は求めない）

○ 「デフレ完全脱却のための総合経済対策」（令和５年11月２日閣議決定）に基づき、介護職員を対象に、賃上げ効果が継続される取組を
行うことを前提として、収入を２％程度（月額平均6,000 円相当）引き上げるための措置を、令和６年２月から前倒しで実施するために必
要な経費を令和５年度内に都道府県に交付する。

○ 介護職員以外の他の職種の処遇改善にこの処遇改善の収入を充てることができるよう柔軟な運用を認める。

Ẉ
対象事業所は都道府県に対して申請し、対象事業所に対して
補助金支払（国費10/10 、約364億円（事務費含む））。
Ẉ
都道府県に対しては令和５年度内に概算交付
※ 事業者に対する交付スケジュールとして、都道府県における準備等の観
点から、やむをえない事情による場合は、令和６年４月から受付、６月から
交付することも想定。

賃金改善期間後、処遇改善実績報告書を提出。

介
護
事
業
所

都
道
府
県

① 申請（処遇改善計画書等を提出）
※令和６年２・３月分（令和５年度中分）の賃上げ実施が条件

③ 賃金改善期間後、報告（処遇改善実績報告書を提出）
※要件を満たさない場合は、補助金返還

② 交付決定。補助金の交付（補助率10/10 ）
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Ệ

ỄḰ

ṕ Ṗ

（略）

ה ה ☻ⱦכ◘ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ה

⁸ ─ ⁸ ⅎ ⅜ ∆╢ ≢─ ─ ⁸ ה ה

┼─ ╩ ╕ⅎ⁸ ה ⅜ ⅜☻ⱦכ◘⌂ ↑╠╣╢╟℮⁸ ⌂ ╩

℮⁹∕─ ⁸ ⌐⅔↑╢₈ ⌐ ↑√ ⅎ ₉β ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ⌂ ─

⌐ ↑≡⁸ ∆╢ ◔▪◦☻♥ⱶ─ ⌂╢ ─√╘─ ה ה ─☻ⱦכ◘ ─ ≤≤╙⌐⁸

⌐ →√ ה ─ ⌐≈™≡ ה ⌐ ∆╢ ⅛╠ ╩ ℮⁹

β ᵒ≢ ↕╣≡™╢ 2021⌐⅔™≡│⁸ ⌐≈™≡⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ה

╩ ╕ⅎ⁸∕─ ╩ ∆╢↓≤≤↕╣≡™╢⁹

ệ Ỉ

ỄḰ Ỉ

（略）

ᵒ ⌐⅔™≡⁸ ⁸ 2022 ┘ 2021⌐ ≠⅝⁸ ה ╩ ⌐ ∆╢⁹

√∞⇔⁸ ⌂ ─ ╩∑┌╘╢↓≤⅜№∫≡│⌂╠⌂™⁹

2023 （令和5年6月16日閣議決定）
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͒ ᵒῐ ᵠ τḩβϥˮ Ⱨˢ˯‮ ͑ 12Ὦ20 ˣˢ ˣ

͒ ᵒῐ ᵠ τνΜοψʺᵒῐᾝ π Ψ ˑχ Ἆᵠ Ϭ τ“ΜννʺЂ˔РІם
χὊְ ệχӸΜϜ ϘΠθЮзМзχΚϥ ᴂϬ“Ξάρπʺᵠ ψ π˴1.59̋ˢ⁯

432ᴑדˣρβϥʻἇ τψӟᴞχ Ϭ ϘΠθ ᴂϬ“Ξʻ

ʾ ᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ρΰοʺ Ṝ˴1.59̋χΞκ˴0.98̋Ϭ βϥˢᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ
ψ ͒ ͒Ὦ☼“ˣʻζχ πʺ Ϋ Ϭᶨ ΰννʺᵒῐ Ԍӟᵰχ Ἆᵠ Ϭםᾝ
πΦϥ ρΰοʺ˴0.61̋Ϭ βϥʻ

ʾ άχϕΤʺᵠ χᵰ ρΰοʺ Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ Ϋ῟ᴮϞʺΊ χṁ
ᶛχ ᶛτϢϥᵒῐ☼ χ ῟ᴮΥᾋ₅ϘϦʺάϦϣϬᴥΠϥρʺ˴0.45̋ χᵠ ρ

σϥʻ

ʾ Ṍ χᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ θσ Ἆᵠ ᴥ▄χ τ θμοψʺ₈ θτ ᴥ βϥ
Ἆᵠ Ϭᶨ ΰʺᵒῐᾝ π Ψ ˑτρμοʺ ͒ τ2.5̋ʺ ͓ τ2.0̋χ
Ц˔ІϯАФϒρᶎםτνσΥϥϢΞʺ χῬ Ϭ“ΞʻΚϩδοʺ₈ᵕχᵠ Υʺᵒῐ
Ԍχ Ἆᵠ τ Πϥ῟ᴮτνΜοʺם Ϭ Ӄβϥʻ

ʾ ₈ᵕχ ᵠ πψʺ Ἆᵠ τνΜο͎ Ϭ ΰʺ͏ χ ᴂτνΜοψʺ Ṝχ
ם ӃϬ αθ Ἆᵠ χם☼ ệ Ϟ∞ᾛρΚϩδο ͔ ▄ ᵃ πᾁ βϥʻ
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ṁ χᾋ ΰ

ᵵ

̓ ᵠ τνΜοψʺᵒῐᾝ π Ψ ˑχ Ἆᵠ Ϭ τ“ΜννʺЂ˔РІם χὊְ ệχӸΜϜ ϘΠθ

ЮзМзχΚϥ ᴂϬ“Ξάρπʺ π˴͍ʽ͕͑̋Ϭᶎ ʻζχΞκʺᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ˴͌ʽ͕͔̋ʺ

ζχ χᵠ ρΰοʺ Ϋ Ϭᶨ ΰννʺᵒῐ Ԍӟᵰχ Ἆᵠ ϬםᾝπΦϥ ρΰο˴͌ʽ͍͒̋ʻ

̓ άϦϬ ϘΠοʺᵒῐ Ԍӟᵰχ ΫΥᴦ ρσϥϢΞʺᶆЂ˔РІχὊְ ệτϜ ΰνν˴͌ʽ
͍͒̋χᵠ ∞ᾛτνΜοʺṁ τ βϥʻ

˲⁮ꜘᵠ ˳

͒ ᵒῐ ᵠ τḩβϥˮ Ⱨˢ˯‮ ͑ 12Ὦ20 ˣˢ ˣ

͒ ᵒῐ ᵠ τνΜοψʺᵒῐᾝ π Ψ ˑχ Ἆᵠ Ϭ τ“ΜννʺЂ˔РІם χὊְ
ệχӸΜϜ ϘΠθЮзМзχΚϥ ᴂϬ“Ξάρπʺᵠ ψ π˴1.59̋ˢ⁯ 432ᴑדˣρβϥʻἇ
τψӟᴞχ Ϭ ϘΠθ ᴂϬ“Ξʻ

ʾ ᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ρΰοʺ Ṝ˴1.59̋χΞκ˴0.98̋Ϭ βϥˢᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ψ ͒ ͒Ὦ
☼“ˣʻζχ πʺ Ϋ Ϭᶨ ΰννʺᵒῐ Ԍӟᵰχ Ἆᵠ ϬםᾝπΦϥ ρΰοʺ˴0.61̋Ϭ
βϥʻ

ʾ άχϕΤʺᵠ χᵰ ρΰοʺ Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ Ϋ῟ᴮϞʺΊ χṁ ᶛχ ᶛτϢ
ϥᵒῐ☼ χ ῟ᴮΥᾋ₅ϘϦʺάϦϣϬᴥΠϥρʺ˴0.45̋ χᵠ ρσϥʻ

ʾ Ṍ χᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ θσ Ἆᵠ ᴥ▄χ τ θμοψʺ₈ θτ ᴥ βϥ Ἆᵠ Ϭᶨ
ΰʺᵒῐᾝ π Ψ ˑτρμοʺ ͒ τ2.5̋ʺ ͓ τ2.0̋χЦ˔ІϯАФϒρᶎםτνσΥϥϢ
Ξʺ χῬ Ϭ“ΞʻΚϩδοʺ₈ᵕχᵠ Υʺᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ τ Πϥ῟ᴮτνΜοʺם Ϭ Ӄβ
ϥʻ

ʾ ₈ᵕχ ᵠ πψʺ Ἆᵠ τνΜο͎ Ϭ ΰʺ͏ χ ᴂτνΜοψʺ Ṝχם ӃϬ αθ
Ἆᵠ χם☼ ệ Ϟ∞ᾛρΚϩδο ͔ ▄ ᵃ πᾁ βϥʻ

社会保障審議会介護給付費分科会
参考資料１改

（第239回）令和６年1月22日
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Ἆᵠ τἰϥᴥ▄ χϱЮ˔Ѕˢ ͐ ᵠ ῇˣ

①介護職員
■対象：介護職員のみ
■算定要件：以下のとおりキャリアパス要件及び職場環境等要
件を満たすこと

＜キャリアパス要件＞

①職位・職責・職務内容等に応じた任用要件と賃金体系を整備すること

②資質向上のための計画を策定して研修の
実施又は研修の機会を確保すること

③経験若しくは資格等に応じて昇給する仕組み又は一定の基準に基づき定期
に昇給を判定する仕組みを設けること

※就業規則等の明確な書面での整備・全ての介護職員への周知を含む。

＜職場環境等要件＞

賃金改善を除く、職場環境等の改善

加算（Ⅰ） 加算（Ⅱ） 加算（Ⅲ）

キャリアパス要件のうち、
①＋②＋③を満たす

かつ
職場環境等要件
を満たす

キャリアパス要件のうち、
①＋②を満たす

かつ
職場環境等要件
を満たす

キャリアパス要件のうち、
①or②を満たす

かつ
職場環境等要件
を満たす

②介護職員等
■対象：事業所が、①経験・技能のある介護職員、②その他の
介護職員、③その他の職種に配分

■算定要件：以下の要件をすべて満たすこと。
※介護福祉士の配置割合等に応じて、加算率を二段階に設定。
➢処遇改善加算(Ⅰ)～(Ⅲ)のいずれかを取得していること
➢処遇改善加算の職場環境等要件に関し、複数の取組を
行っていること

➢処遇改善加算に基づく取組について、ホームページ掲載等を
通じた見える化を行っていること

■対象：介護職員。ただし、事業所の判断により、他の職員の処遇改善にこの処遇
改善の収入を充てることができるよう柔軟な運用を認める。

■算定要件：以下の要件をすべて満たすこと。
➢処遇改善加算(Ⅰ)～(Ⅲ)のいずれかを取得していること
➢賃上げ効果の継続に資するよう、加算額の2/3 は介護職員等のベースアップ
等（※）に使用することを要件とする。
※「基本給」又は「決まって毎月支払われる手当」の引上げ

処遇改善加算（Ⅲ）

月額1.5万円相当（注）

処遇改善加算（Ⅱ）

月額2.7万円相当（注）

処遇改善加算（Ⅰ）

月額3.7万円相当（注）

月額0.9万円相当（注）

注：事業所の総報酬に加算率（サービス毎の介護職員数を踏まえて設定）を乗じた額を交付。

月額0.9万円相当（注）

月額0.9万円相当（注）

特定処遇
改善加算
（Ⅱ）

特定処遇
改善加算
（Ⅰ）

特定処遇
改善加算
（Ⅱ）

特定処遇
改善加算
（Ⅰ）

特定処遇
改善加算
（Ⅱ）

特定処遇
改善加算
（Ⅰ）

社会保障審議会介護給付費分科会
資料１

（第233回）令和５年11月30日
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Ἆᵠ τḩβϥᴥ▄χ ḕẽ Ὧˢ ͒ Ϙπˣ

区分 具体的内容

入職促進に向けた
取組

①法人や事業所の経営理念やケア方針・人材育成方針、その実現のための施策・仕組みなどの明確化
②事業者の共同による採用・人事ローテーション・研修のための制度構築
③他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわらない幅広い採用の仕組みの構築
④職業体験の受入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力度向上の取組の実施

資質の向上や
キャリアアップに向
けた支援

⑤働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支援や、より専門性の高い介護技術を取得しようとする者に対す
る喀痰吸引、認知症ケア、サービス提供責任者研修、中堅職員に対するマネジメント研修の受講支援等

⑥研修の受講やキャリア段位制度と人事考課との連動
⑦エルダー・メンター（仕事やメンタル面のサポート等をする担当者）制度等導入
⑧上位者・担当者等によるキャリア面談など、キャリアアップ等に関する定期的な相談の機会の確保

両立支援・多様な
働き方の推進

⑨子育てや家族等の介護等と仕事の両立を目指す者のための休業制度等の充実、事業所内託児施設の整備
⑩職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正規職員制度の導入、職員の希望に即した非正規職員から正規職員への転換の
制度等の整備

⑪有給休暇が取得しやすい環境の整備
⑫業務や福利厚生制度、メンタルヘルス等の職員相談窓口の設置等相談体制の充実

腰痛を含む
心身の健康管理

⑬介護職員の身体の負担軽減のための介護技術の修得支援、介護ロボットやリフト等の介護機器等導入及び研修等による腰痛対策
の実施

⑭短時間勤務労働者等も受診可能な健康診断・ストレスチェックや、従業員のための休憩室の設置等健康管理対策の実施
⑮雇用管理改善のための管理者に対する研修等の実施
⑯事故・トラブルへの対応マニュアル等の作成等の体制の整備

生産性向上のための
業務改善の取組

⑰タブレット端末やインカム等のＩＣＴ活用や見守り機器等の介護ロボットやセンサー等の導入による業務量の縮減
⑱高齢者の活躍（居室やフロア等の掃除、食事の配膳・下膳などのほか、経理や労務、広報なども含めた介護業務以外の業務の提
供）等による役割分担の明確化

⑲５S活動（業務管理の手法の１つ。整理・整頓・清掃・清潔・躾の頭文字をとったもの）等の実践による職場環境の整備
⑳業務手順書の作成や、記録・報告様式の工夫等による情報共有や作業負担の軽減

やりがい・働きがい
の醸成

㉑ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の介護職員の気づきを踏まえた勤務環境やケア内容の改善
㉒地域包括ケアの一員としてのモチベーション向上に資する、地域の児童・生徒や住民との交流の実施
㉓利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提供
㉔ケアの好事例や、利用者やその家族からの謝意等の情報を共有する機会の提供

「職場環境等要件」として、研修の実施などキャリアアップに向けた取組、ＩＣＴの活用など生産性向上の取組等の実施を求めている。

・介護職員処遇改善加算 ：以下のうちから１つ以上取り組んでいる必要

・介護職員等特定処遇改善加算 ：以下の区分ごとにそれぞれ１つ以上取り組んでいる必要



ᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ τḩβϥᴥ▄ χ︡ ệ

（参考）介護職員処遇改善支援補助金（令和４年２月～９月）の交付状況

介護職員処遇改善加算の取得を交付要件としており、交付対象に該当する事業所に対する交付割合は、75.1％（※３）。

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

サービス
提供月

４月 10月 ４月 10月 ４月 10月 ４月 10月 ４月

介護職員
処遇改善
加算（※１）

91.5% 92.3% 92.4% 92.9% 93.2% 93.3% 93.4% 93.8% 93.8％

介護職員等
特定処遇改善
加算（※２）

ー 58.3%
（53.8%）

69.6%
（64.3%）

71.2%
（66.1%）

73.5％
（68.5%）

73.9%
（69.0%）

75.1%
（70.2%）

75.9%
（71.1%）

77.0％
（72.3％）

介護職員等
ベースアップ等支
援加算（※２）

ー ー ー ー ー ー ー 85.4%
（80.0%）

92.1％
（86.4％）

（出典）厚生労働省「介護給付費等実態統計」より老人保健課で特別集計。

※１ 令和４年４月サービス提供分以降は処遇改善加算（Ⅳ）及び（Ⅴ）が廃止となっている。

※２ 処遇改善加算の取得が要件のため、処遇改善加算を取得している事業所数に占める割合を記載（対象サービスの全請求事業所数に占める割合を括弧書き）。

※３ 介護職員処遇改善支援補助金の交付事業所数（各都道府県国民健康保険連合会「介護職員処遇改善支援補助金 請求明細表」より老人保健課で集計）を、
令和４年２月サービス提供分の処遇改善加算（I～III）の請求事業所数（厚生労働省「介護給付費等実態統計」より老人保健課で特別集計）で除した割合。

なお、介護職員処遇改善支援補助金の交付事業所数を、令和４年２月サービス提供分の介護報酬の請求事業所数（厚生労働省「介護給付費等実態統計」より
老人保健課で特別集計）で除した割合は、69.9%。

社会保障審議会介護給付費分科会
資料１

（第233回）令和５年11月30日
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ủ ╩ ╩⇔⌂™

注）令和３年９月30日時点の状況である。

（複数回答）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

対象の制
約のため
困難

事務作業
が煩雑

令和４年
度以降の
取扱が不
明

追加費用
負担の発
生

利用者負
担の発生

非常勤職
員等の処
遇上
の問題

賃金改善
の必要性
がない

算定要件
を達成
できない

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響

訪問介護 26.1% 58.1% 3.8% 6.9% 34.5% 7.0% 8.7% 14.3% 7.5% 

͏ ᵒῐ Ⱨּי Ἆ ệ ₰Ὣᴮˢ ˣ

< >

< >
（複数回答）

① ② ③ ④ ⑤

賃金改善の仕組
みをどのようにし
て定めたらよいか
わからないため

賃金改善の仕組
みを設けるための
事務作業が煩雑
であるため

賃金改善の仕組みを
設けることにより、職
種間の賃金のバラン
スがとれなくなること
が懸念されるため

賃金改善の仕組みを
設けることにより、介
護職員間の賃金バラ
ンスがとれなくなるこ
とが懸念されるため

特定処遇改善加算
の計画書や実績報
告書の作成が煩雑

であるため

訪問介護 33.6% 46.2% 30.9% 26.1% 40.1% 

注）介護職員等特定処遇改善加算の届出を行わない理由は上位５位を掲載している。
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① 事業者の賃金改善や申請に係る事務負担を軽減する観点

② 利用者にとって分かりやすい制度とし、
利用者負担の理解を得やすくする観点

③ 事業所全体として、柔軟な事業運営を可能とする観点から、

処遇改善に係る加算を一本化（令和６年６月～）

＜令和６年５月まで＞

介護職員処遇改善加算

介護職員等特定処遇改善加算

介護職員等ベースアップ等支援加算

＜令和６年６月から＞

介護職員等処遇改善加算



Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟẉόᴥ▄ χԏ Ϋˢ ͒ ͒Ὦ˙ˣ

※：加算率は訪問介護のものを例として記載。職種間配分の柔軟化については令和６年４月から現行の介護職員処遇改善加算及び介護職員等処遇改善加算に適用。
なお、経過措置区分として、令和６年度末まで介護職員等処遇改善加算(Ⅴ)(1)～ (14)を設け、現行の３加算の取得状況に基づく加算率を維持した上で、
今般の改定による加算率の引上げを受けることができるようにする。

対応する現行の加算等（※） 新加算の趣旨

新
加
算
（
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
）

Ⅰ 新加算（Ⅱ）に加え、以下の要件を満たすこと。

Å経験技能のある介護職員を事業所内で一定割合以上
配置していること（訪問介護の場合、介護福祉士30%以上）

a. 処遇改善加算（Ⅰ）
【13.7%】

b. 特定処遇加算（Ⅰ）
【6.3%】

c. ベースアップ等支援加算
【2.4%】

事業所内の経験・
技能のある職員を
充実

Ⅱ 新加算（Ⅲ）に加え、以下の要件を満たすこと。

Å改善後の賃金年額440万円以上が１人以上
Å職場環境の更なる改善、見える化【見直し】
Åグループごとの配分ルール【撤廃】

a. 処遇改善加算（Ⅰ）
【13.7%】

b. 特定処遇加算（Ⅱ）
【4.2%】

c. ベースアップ等支援加算
【2.4%】

総合的な職場環境
改善による職員の
定着促進

Ⅲ 新加算（Ⅳ）に加え、以下の要件を満たすこと。

Å資格や勤続年数等に応じた昇給の仕組みの整備

a. 処遇改善加算（Ⅰ）
【13.7％】

b. ベースアップ等支援加算
【2.4%】

資格や経験に応じ
た昇給の仕組みの
整備

Ⅳ Å新加算（Ⅳ）の1/2（7.2%）以上を月額賃金で配分
Å職場環境の改善（職場環境等要件）【見直し】
Å賃金体系等の整備及び研修の実施等

a. 処遇改善加算（Ⅱ）
【10.0%】

b. ベースアップ等支援加算
【2.4%】

介護職員の基本的
な待遇改善・ベー
スアップ等

既存の要件は黒字、新規・修正する要件は赤字加算率（※）

【14.5%】

【18.2%】

【22.4%】

【24.5%】

̙ ᵒῐᾝ π Ψ ˑτρμοʺ ͒ τ2.5̋ʺ ͓ τ2.0̋χЦ˔ІϯАФϒρνσΥϥϢΞ
ᴥ▄ χԏ ΫϬ“Ξʻ

̙ ᵒῐ Ԍ χᶎ τΰΪοʺᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ χθϛχ ΥπΦϥιΪ ΨχⱧỘ τᶨ ήϦϥϢΞ
βϥḢ Τϣʺᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄ʺᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄ʺᵒῐ Ԍ Ц˔ІϯАФ ᴥ▄τνΜכ◦
οʺᾝ“χᶆᴥ▄ʾᶆỸ χ Ὧẉόᴥ▄ Ϭ ϙ›ϩδθ͐ ᵬχˮᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄˯τԁ ᴟϬ“Ξʻ

̞ ԁ ᴟῇχᴥ▄τνΜοψʺᵒῐ Ԍϒχ Ϭṁ ρΰʺ τὊᾓʾṪ χΚϥ Ԍτ τ βϥάρρβϥΥʺⱧỘ
πχ σ ḧ Ϭ ϛϥʻϘθʺ ∙ᶎ τΰΪοϢϤ῟ᴮ σ Ὧρβϥ χḢ ΤϣʺὮᶛ Ỳχᵠ τḩβϥ Ὧ

ẉό ḕẽ ὯϬᾋ βʻ

̞ ͒ ϘπχὊᵃ ṍḧϬ Ϊʺᴥ▄ ότὮᶛ Ỳᵠ Ὧẉό ḕẽ Ὧτḩβϥὣ Ḝ Ϭ„αϥʻ
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ᾝ“ Τϣԁ ᴟῇχᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄ϒχӱ“ˢὊᵃ ˣ

○ 現行の一本化後の新加算Ⅰ～Ⅳに直ちに移行できない事業所のため、激変緩和措置として、新加算Ⅴ(1～14)を令和７年３月までの

間に限り設置。

○ 新加算Ⅴは、令和６年５月末日時点で、介護職員処遇改善加算、介護職員等特定処遇改善加算、介護職員等ベースアップ等支援加算

（現行３加算）のうちいずれかの加算を受けている事業所が取得可能（新加算Ⅰ～Ⅳのいずれかを取得している場合を除く。）。

○ 新加算Ⅴは、現行３加算の取得状況に基づく加算率を維持した上で、今般の改定による加算率の引上げを受けることができるように

する経過措置。

○ 新加算Ⅴの配分方法は、加算Ⅰ～Ⅳと同様、介護職員への配分を基本とし、特に経験・技能のある職員に重点的に配分することとす

るが、事業所内で柔軟な配分を認める。

介護職員等処遇改善加算の
加算率及び算定要件

（対応する現行３加算の区分）

Ⅴ（１） Ⅴ（２） Ⅴ（３） Ⅴ（４） Ⅴ（５） Ⅴ（６） Ⅴ（７） Ⅴ（８） Ⅴ（９） Ⅴ（10） Ⅴ（11） Ⅴ（12） Ⅴ（13） Ⅴ（14）

22.1% 20.8% 20.0% 18.7% 18.4% 16.3% 16.3% 15.8% 14.2% 13.9% 12.1% 11.8% 10.0% 7.6%

介護職員処遇改善加算 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

介護職員等特定処遇改善加算 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ 算定なし Ⅱ Ⅰ 算定なし Ⅱ 算定なし 算定なし

介護職員等ベースアップ等支援加算 算定なし 算定あり 算定なし 算定あり 算定なし 算定なし 算定あり 算定なし 算定あり 算定なし 算定なし 算定なし 算定あり 算定なし

現行３加算
取得事業所

～令和６年５月 令和６年６月～７年３月 令和７年４月～

新加算Ⅰ～Ⅳ

Å現行取得区分以上の加算率
Åさらに、改定による加算率up

新加算Ⅰ～Ⅳ

新加算Ⅰ～Ⅳに直ちに移行
することが困難な場合

新加算Ⅰ～Ⅳの要件を直ちに
充足して、移行できる場合

新加算Ⅴ

Å現行取得区分の加算率
Åさらに、改定による加算率up

※加算率は訪問介護の例。
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Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟρ︡ ︡▄τϢϥᴥכ◦ χϱЮ˔Ѕ

̓ Ἆᵠ ᴥ▄τνΜοψʺᴥ▄ χԏ ΫϬ“μθάρτϢϤʺ ͒ τΣΜοψʺꜛ π˴2.1̋ήϦϥ
άρρσϥʻ

̓ ήϣτʺ₈ χ Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟτ ΜʺⱧ ϬὖᾚβϥρρϜτʺᴥ▄χ︡ ├Ϭế τ ΰʺ
ⱧỘ τ Ἆᵠ ᴥ▄Ϭ︡ ΰοΜθιΦʺ σם ΫτνσΫοΜΨḕẽϬ βϥʻ

ˬᾝ“χᴥ▄χ︡ ОЌ˔р˭

ˬ ᴥ▄χ︡ ОЌ˔р˭

͏ χᴥ▄χ︡ ОЌ˔рΥ18 ϤʻⱧ Υ ΦΜρΜΞ Υ Μʻ

ԁ ᴟτϢϤ͐ОЌ˔рˢ̞ˣτ ›ʻ и˔иχḜ τϢϥⱧ ὖᾚ τϢϤʺ ӡỸ ϒχӱ“Ϝᾋ₅ϘϦϥʻ
ϘθʺR6ᵠ πᴥ▄ Υ Ϋʻˢ˴2.1%ˣ

4.2̋

Ἆ
13.7%

Ἆ
13.7%

6.3̋

Цϯ
2.4̋

Цϯ
2.4̋

4.2̋

Ἆ
13.7%

Ἆ
13.7%

6.3̋
Цϯ
2.4̋

Ἆ
13.7%

Ἆ
13.7%Ἆ

10.0%

Цϯ
2.4̋

6.3̋

Ἆ
10.0%

6.3̋

Ἆ
10.0%

Цϯ
2.4̋

Ἆ
10.0%

Ἆ
10.0%

Цϯ
2.4̋

4.2̋

Ἆ
10.0%

4.2̋

Ἆ
5.5%

Цϯ
2.4̋

6.3̋

Ἆ
5.5%

6.3̋

Ἆ
5.5%

Цϯ
2.4̋

4.2̋

Ἆ
5.5%

4.2̋ Цϯ
2.4̋

Ἆ
5.5%

Ἆ
5.5%

︡ σΰ

22.4% 11.8% 20.3% 9.7%~ 16.1% 5.5%~ ~

ʿᾝ“Υ Ἆ ʾ ʾЦϯΚϤˢὓ16.6%ˣχⱧỘ
̰ Ἆ χˮ ẚχ▫ ϙχ ˯Ϭ“Πωʺ ᴥ▄ ˢ22.4%ˣτӱ“ᴦ (˴5.8%)

̞ʿ ͒ ψὊᵃ ṍḧρΰοʺᾝ“χᴥ▄ χ︡ Υᴦ ʻ

ᴥ▄
22.4%

̰24.5% (2.1% δ)

ᴥ▄
20.3%

̰22.4% (2.1% δ)
ᴥ▄

16.1%
̰18.2%(2.1% δˣ

ᴥ▄
12.4%
̰14.5%

(2.1% δˣ

ˢԏ Ϋ ˣ˴2.1̋

ˢԏ Ϋ ˣ˴2.1̋

ˢԏ Ϋ ˣ˴2.1̋

ˢԏ Ϋ ˣ˴2.1̋
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ểḰ ỄḰ ễḰ

ễ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

介護職員について以下のいずれかの仕組みを
整備する。

介護職員について、職位、職責、職務内容等に
応じた任用等の要件を定め、それらに応じた賃金
体系を整備する。

介護職員の資質向上の目標や以下のいずれか
に関する具体的な計画を策定し、当該計画に係る
研修の実施又は研修の機会を確保する。

経験・技能のある介護職員のうち１人以上は、
賃金改善後の賃金額が年額440万円以上であ
ること。

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

サービス類型ごとに一定割合以上の介護福祉
士等を配置していること。

小規模事業所等で加算額全体が少額である
場合などは、適用が免除されます。

Ṍ

R6 Ṍ

1

ａ 経験に応じて昇給する仕組み

ｂ 資格等に応じて昇給する仕組み

ｃ 一定の基準に基づき定期に昇給を判定
する仕組み

ａ 研修機会の提供又は技術指導等の実施、
介護職員の能力評価

ｂ 資格取得のための支援（勤務シフトの調整、
休暇の付与、費用の援助等）

Ṍ

Ṍ

R6 Ị

R6

R6
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2

3

※ 新加算（Ⅰ～Ⅴ）では、加算による賃金改善の職種間配分ルールを統一します。
介護職員への配分を基本とし、特に経験・技能のある職員に重点的に配分することとしますが、
事業所内で柔軟な配分を認めます。

新加算Ⅳ相当の加算額の２分の１以上を、

月給（基本給又は決まって毎月支払われる手
当）の改善に充てる。

前年度と比較して、現行のベースアップ等加算
相当の加算額の３分の２以上の新たな基本給
等の改善（月給の引上げ）を行う。

新加算Ⅰ～Ⅳへの移行に伴い、現行ベア加算
相当が新たに増える場合、新たに増えた加算額
の３分の２以上、基本給・毎月の手当の新た
な引上げを行う必要があります。

現在、加算による賃金改善の多くを一時金で行っ
ている場合は、一時金の一部を基本給・毎月の手
当に付け替える対応が必要になる場合があります。
（賃金総額は一定のままで可）

Ⅰ・Ⅱ

R6 ể

R6 ể

R7 Ṍ

Ṍ

６の区分ごとにそれぞれ１つ以上（生産性向上は２つ以上）取り組む。

６の区分ごとにそれぞれ２つ以上（生産性向上は３つ以上、うち一部は必須）取り組む。
情報公表システム等で実施した取組の内容について具体的に公表する。

Ⅲ・Ⅳ



区分 具体的内容

入職促進に向け
た取組

①法人や事業所の経営理念やケア方針・人材育成方針、その実現のための施策・仕組みなどの明確化
②事業者の共同による採用・人事ローテーション・研修のための制度構築
③他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわらない幅広い採用の仕組みの構築（採用の実績でも可）
④職業体験の受入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力度向上の取組の実施

資質の向上や
キャリアアップ
に向けた支援

⑤働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支援や、より専門性の高い介護技術を取得しようとする者に対するユニットリーダー
研修、ファーストステップ研修、喀痰吸引、認知症ケア、サービス提供責任者研修、中堅職員に対するマネジメント研修の受講支援等

⑥研修の受講やキャリア段位制度と人事考課との連動
⑦エルダー・メンター（仕事やメンタル面のサポート等をする担当者）制度等導入
⑧上位者・担当者等によるキャリア面談など、キャリアアップ・働き方等に関する定期的な相談の機会の確保

両立支援・多様
な働き方の推進

⑨子育てや家族等の介護等と仕事の両立を目指す者のための休業制度等の充実、事業所内託児施設の整備
⑩職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正規職員制度の導入、職員の希望に即した非正規職員から正規職員への転換の制度等の整備
⑪有給休暇を取得しやすい雰囲気・意識作りのため、具体的な取得目標（例えば、１週間以上の休暇を年に●回取得、付与日数のうち●％以上を取
得）を定めた上で、取得状況を定期的に確認し、身近な上司等からの積極的な声かけを行っている

⑫有給休暇の取得促進のため、情報共有や複数担当制等により、業務の属人化の解消、業務配分の偏りの解消を行っている

腰痛を含む
心身の健康管理

⑬業務や福利厚生制度、メンタルヘルス等の職員相談窓口の設置等相談体制の充実
⑭短時間勤務労働者等も受診可能な健康診断・ストレスチェックや、従業員のための休憩室の設置等健康管理対策の実施
⑮介護職員の身体の負担軽減のための介護技術の修得支援、職員に対する腰痛対策の研修、管理者に対する雇用管理改善の研修等の実施
⑯事故・トラブルへの対応マニュアル等の作成等の体制の整備

生産性向上
（業務改善及
び働く環境改
善）のための
取組

⑰厚生労働省が示している「生産性向上ガイドライン」に基づき、業務改善活動の体制構築（委員会やプロジェクトチームの立ち上げ又は外部の研修
会の活用等）を行っている

⑱現場の課題の見える化（課題の抽出、課題の構造化、業務時間調査の実施等）を実施している
⑲５S活動（業務管理の手法の１つ。整理・整頓・清掃・清潔・躾の頭文字をとったもの）等の実践による職場環境の整備を行っている
⑳業務手順書の作成や、記録・報告様式の工夫等による情報共有や作業負担の軽減を行っている
㉑介護ソフト（記録、情報共有、請求業務転記が不要なもの。）、情報端末（タブレット端末、スマートフォン端末等）の導入
㉒介護ロボット（見守り支援、移乗支援、移動支援、排泄支援、入浴支援、介護業務支援等）又はインカム等の職員間の連絡調整の迅速化に資するICT
機器（ビジネスチャットツール含む）の導入

㉓業務内容の明確化と役割分担を行い、介護職員がケアに集中できる環境を整備。特に、間接業務（食事等の準備や片付け、清掃、ベッドメイク、ゴ
ミ捨て等）がある場合は、いわゆる介護助手等の活用や外注等で担うなど、役割の見直しやシフトの組み換え等を行う。

㉔各種委員会の共同設置、各種指針・計画の共同策定、物品の共同購入等の事務処理部門の集約、共同で行うICTインフラの整備、人事管理システムや
福利厚生システム等の共通化等、協働化を通じた職場環境の改善に向けた取組の実施

※生産性向上体制推進加算を取得している場合には、「生産性向上（業務改善及び働く環境改善）のための取組」の要件を満たすものとする
※小規模事業者は、㉔の取組を実施していれば、「生産性向上（業務改善及び働く環境改善）のための取組」の要件を満たすものとする

やりがい・働き
がいの醸成

㉕ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の介護職員の気づきを踏まえた勤務環境やケア内容の改善
㉖地域包括ケアの一員としてのモチベーション向上に資する、地域の児童・生徒や住民との交流の実施
㉗利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提供
㉘ケアの好事例や、利用者やその家族からの謝意等の情報を共有する機会の提供

介護職員等処遇改善加算 Ⅲ・Ⅳ ：以下の区分ごとにそれぞれ１つ以上（生産性向上は２つ以上）取り組んでいる

介護職員等処遇改善加算 Ⅰ・Ⅱ ：以下の区分ごとにそれぞれ２つ以上（生産性向上は３つ以上うち⑰又は⑱は必須）取り組んでいる

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄χ ḕẽ Ὧˢ ͓ ӟ‭ˣ

新加算Ⅰ・Ⅱにおいては、情報公表システム等で職場環境等要件の各項目ごとの具体的な取組内容の公表を求める。下線部は令和６年度までの要件からの主な変更点。 67
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要
件
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ャ
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要
件

ü 改善後の賃金額の水準

ü 任用要件・賃金体系

ü 研修の実施等

ü 昇給の仕組み

キャリアパス要件Ⅰ～Ⅲの特例

R6年度中は、R6年度中（R7.3末まで）
に対応することの誓約で可

ü 申請時点で未対応でも可
ü R6.4~5（一本化施行前）も同様に

誓約で可

ü 介護福祉士の配置等

事
業
所
内
の

職
種
間
配
分

ü 介護職員のみに配分

ü 介護職員に重点配分

ü 柔軟な配分が可能

ü 加算額の2/3以上のベア等

ü 職場環境等要件そ
の他

R6.4以降、職種間配分ルールが緩和さ
れるため、加算全体を事業所内で柔軟
に配分することが可能

R7.4R6.6

既に加算を一定程度月額で
配分している事業所は対応不要

R6 職場環境等要件

キャリアパス
要件Ⅰ・Ⅱ

月額賃金改善要件Ⅱ

R6年度は猶予期間

R7.4から必要項目増

現行ベア加算を未算定の事業所のみに適用

月額賃金改善要件Ⅰ

キャリアパス
要件Ⅲ

キャリアパス
要件Ⅳ

キャリアパス
要件Ⅴ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

R5年度



新加算への移行の例②
：ベースアップ等支援加算を取得していない事業所のケース

R5年度 R6.4～R6.5
（現行３加算が存続）

R6.6以降
（一本化施行）

処遇加算Ⅱ(10.0%)
Åキャリアパス要件Ⅰ～Ⅲ（賃金
体系・昇給の仕組み等の整備）
の特例を活用し、処遇加算Ⅰを
算定
（特例：R6年度中の対応の誓約で、
４月から上位区分を算定可）

Å職種間配分ルールの緩和の効果
で、特定加算Ⅱを算定

処遇加算Ⅰ(12.4%)

・加算率
引上げ
(+2.1%)

新加算Ⅱ
(22.4%)

特定加算なし 特定加算Ⅱ(5.5%)

ベア加算あり(2.4%) ベア加算あり(2.4%)

新加算への移行の例①
：キャリアパス要件や職種間配分ルールがネックとなっているケース

R5年度 R6.4～R6.5
（現行３加算が存続）

R6.6以降
（一本化施行）

処遇加算Ⅰ(12.4%)

Å一本化後の新加算取得を見据え、
この機会にベア加算を新規取得

処遇加算Ⅰ(12.4%)
・加算率
引上げ
(+2.1%)

新加算Ⅱ
(22.4%)

特定加算Ⅱ(5.5%) 特定加算Ⅱ(5.5%)

ベア加算なし ベア加算あり(2.4%)

令和６年度改定を踏まえた新加算への移行例

(計20.3%)(計17.9%)

(計20.3%)(計12.4%)
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※加算率は全て
訪問介護の例

(計22.4%)

(計22.4%)



○ 介護現場で働く方々の賃上げへとつながるよう、事業所の過去の賃上げ実績をベースとしつつ、今般の報酬改
定による加算措置の活用や、賃上げ促進税制の活用を組み合わせることにより、令和６年度に＋2.5%、令和７年
度に＋2.0%のベースアップを実現いただくようお願いしている。

○ こうした中で、今回の報酬改定では、処遇改善分について２年分を措置しており、令和７年度分を前倒しして、
賃上げいただくことも可能である。
※ 今回の報酬改定では、処遇改善分について２年分を措置し、３年目の対応については、令和８年度予算編成過程で検討する。
※ 前倒しした令和６年度の加算額の一部を、令和７年度に繰り越して賃金改善に充てることも可。

（具体的な取扱い）
・ 新加算の加算額については、令和６・７年度の２か年で全額が賃金改善に充てられていればよいこととする。
・ 令和６年度の加算額のうち、令和７年度に繰り越した部分については、その金額を令和６年度の計画書・実績報告書に記載した上
で、令和７年度の計画書・実績報告書で、職員の賃金改善に充てることの計画・報告の提出を求めることとする。

賃上げ促進税制とは…

令和６・７年度の処遇改善加算の配分方法

R6.6 R7.4

期間

R6年度の
加算の増加分

R8.4

R6年度の賃上げ原資

R6改定までの
加算による
賃金改善

R7年度の賃上げ原資の一部を、R6年度の加算に前倒しして措置

（前倒ししたR6年度の加算額の一部を、R7年度に繰り越し可能）

¸事業者が賃上げを実施した
場合に、賃上げ額の一部を
法人税などから控除できる
制度。

¸大企業・中堅企
業は賃上げ額の
最大35％、中小
企業は最大45％
を法人税などか
ら控除できる。

R６年度の加算額

（R6年度からの継続分）

R７年度の賃上げ原資
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介護職員処遇改善加算等の取得促進事業

○ 処遇改善関係加算については、事務手続きや賃金改善に向けた取組みの難しさから、

取得に至っていない事業所が一定数あると考えられる。

○ このため、今般の処遇改善関係加算の見直し（一本化等）と併せて、

Åこうした事業所などが、新たに加算を算定できるよう支援することが重要である。

Åまた、現在加算を取得している事業所においても、上位区分の加算に移行することで、

更なる賃上げを進められると考えられる。

○ 令和２年度から、処遇改善加算等の新規取得・上位区分の加算取得を進めるため、介

護職員処遇改善加算等の取得促進事業を実施してきた。具体的には、事業所を対象とし、

以下のような事業を実施。

Å研修会の開催

Å専門的な相談員（社会保険労務士など）による個別の助言・指導等

○ 今般の処遇改善関係加算の見直しの機会を捉え、本事業において、専門的な相談員が

助言・指導等を行う介護サービス事業所数をオンラインの活用を通じて従来より大きく

増やすことにより、一本化後の新加算の取得を強力に推進する。

○ 原則として、令和６年度中に全ての加算未算定の事業所に個別相談等を行っていただ

きたい。
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医療・介護・障害福祉関係団体との賃上げに関する意見交換

72

令和6年1月19日 首相官邸

（首相官邸HPより）

岸田内閣総理大臣発言

「本日は、医療・介護・障害福祉分野における賃上げに向け、

政府から関係団体の皆様方に要請を行わせていただきました。

関係団体の皆様からも、賃上げに向けて積極的に取り組んでい

く、との力強いお言葉をいただき、大変心強く感じております。

長きにわたるデフレに悩まされてきた我が国の経済にとって、

昨年は３０年ぶりの高水準の賃上げを実現するなど、デフレ完

全脱却の千載一遇のチャンスがめぐってきています。このチャ

ンスを掴み取り、賃金が上がり、可処分所得が増えるという状

況を今年夏には確実に作り上げる、そのためにも、医療・介

護・障害福祉分野において、率先して賃上げを実現していく官

民連携の姿勢が欠かせない、こうした考えで報酬改定に臨み、

そして公的価格の在り方を見直してきたところです。

武見厚生労働大臣から説明させていただきました、報酬改定

による加算措置、矢倉財務副大臣から説明させていただきまし

た、賃上げ促進税制を活用いただき、是非とも報酬改定に見合

う物価に負けない賃上げの実現、それも現場の幅広い職種の方

に賃上げを行き渡らせていくことをお願い申し上げます。

政府としては、賃上げの実効性を高める仕組みづくり、とり

わけ加算措置部分の報告徴収を含めたフォローアップの仕組み

をしっかりと整備するとともに、この改定に必要な財政措置を

盛り込んだ予算案を国会に提出し、１日も早い成立を図ってま

いります。医療・介護・障害福祉の各分野の従事者の皆様に確

実に賃金が上がるという実感を持っていただけるよう努力して

まいります。（略）政府として、物価上昇を上回る賃上げの実

現に引き続き全力で取り組んでまいりますので、皆様方の御協

力を何卒よろしくお願い申し上げます。本日は、ありがとうご

ざいました。」
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物価・光熱水費への対応



国会審議

介護サービス事業所・施設等への支援に関する新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における
「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」等の活用について（令和５年３月２９日付事務連絡）（抜粋）

今般、令和５年３月22日に 「第８回物価・賃金・生活総合対策本部」が開催され、物価高騰に対する追加策等が示され（略）推奨事業メ
ニューとして引き続き 「医療・介護・保育施設、学校施設、公衆浴場等に対する物価高騰対策支援」が推奨されています。（略）
これまで、物価高騰対策については、（略）新型コロナウイルス感染症の影響の長期化及びコロナ禍における物価高騰の影響を受けている
介護サービス事業所・施設等において、食材料費の値上げなど食事の提供にも影響する場合や光熱水費の高騰が生じている場合、 事業者
の建築資材費等の高騰が生じている場合等についても、自治体の判断により、重点交付金等を積極的に活用し、利用者や事業者の負担の

軽減に向けた取組を進めていくようお願いしてきたところです。（略）各都道府県及び市区町村の介護保険主管部におかれては、今般の積み
増し等を踏まえ、引き続き物価高騰における介護サービス事業所 ・施設等の負担の軽減に向け、重点交付金の積極的な活用を検討いただ
きますようお願いいたします。

（参考）電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金の増額・強化について（令和５年３月29日内閣府事務連絡より抜粋）

令和５年３月２９日付事務連絡による調査の結果

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金の積
み増し分を活用して、介護に特化又は介護を含めた支援
について、「行っている又は行う予定がある」又は「行う方
向で検討している」と回答した自治体数

都道府県 市町村

うち政令指定
都市

47／47

（100%）
537／1054

（51％）
18／20

（90%）

（注）市町村については、回答の登録があった市町村数が母数。
政令指定都市のうち、２市は交付金の積み増し分以外により実施。

令和５年３月増額・強化「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」
を活用した電力・介護サービス事業所・施設等における物価高騰への対応
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（参考）デフレ完全脱却のための総合経済対策（令和5年1 1月2日閣議決定）

○「デフレ完全脱却のための総合経済対策」（令和5年11月２日閣議決定）
～日本経済の新たなステージにむけて～ (抜粋）

第２章 経済再生に向けた具体的施策
第１節 物価高から国民生活を守る
１．物価高により厳しい状況にある生活者・事業者への支援

（略）地方創生臨時交付金のうち、2023年３月に措置した、地方公共団体が地域の実情に応じて柔軟に活

用できる「重点支援地方交付金」において、生活者には、小中学校等における学校給食費等の支援、プレミ

アム商品券や地域で活用できるマイナポイント等の発行による消費下支えの取組やＬＰガス使用世帯への給

付等の支援を、事業者には、特別高圧やＬＰガスを使用する中小企業、飼料等を使用する農林水産事業者、

地域観光業のほか、医療・介護・保育施設、学校施設、商店街・自治会等に対し、エネルギー価格や食料品

価格の高騰に対する支援を行ってきている。引き続き、地域の実情に応じて、困難な状況にある者をしっか

り支えるとの観点から、こうした支援を行うため、同交付金の追加を行う。

執行に当たっては、同交付金が物価高の影響緩和に必要とされる分野に有効に活用されるよう、医療・介

護や中小企業といった各行政分野を所管する府省庁が地方公共団体に対して、物価高対策として特に必要か

つ効果的であって広く実施されることが期待される事業について、優良な活用事例を始め必要な情報を積極

的に提供し、これらの分野における重点的な活用を推奨するとともに、活用状況を定期的にきめ細かくフォ

ローアップするなど、十分な取組を行う。(略）
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事業者支援

② エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う子育て世帯支援

物価高騰による小中学生の保護者の負担を軽減するための小中学

校等における学校給食費等の支援

※ こども食堂に対する負担軽減のための支援やヤングケアラーに対する配

食支援等も可能。

⑥ 農林水産業における物価高騰対策支援

配合飼料の使用量低減の取組や飼料高騰等の影響を受ける酪農
経営の負担軽減の支援、農林水産物の生産・調製・加工・貯蔵施設
や土地改良区の農業水利施設の電気料金高騰に対する支援、化学
肥料からの転換に向けた地域内資源の活用などの支援

⑤ 医療・介護・保育施設、学校施設、公衆浴場等に対する物価高
騰対策支援

医療機関、介護施設等、障害福祉サービス施設等、保育所等、学
校施設、 公衆浴場等に対する食料品価格の高騰分などの支援、
エネルギー価格の高騰分などの支援（特別高圧で受電する施設へ
の支援を含む）

① エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う低所得世帯支援

低所得世帯を対象とした、電力・ガス（LPガスを含む）をはじめエネ
ルギー・食料品価格等の物価高騰による負担を軽減するための支援

※ 住民税非課税世帯に対しては上記Ⅰによる支援を行う。

⑦ 中小企業等に対するエネルギー価格高騰対策支援

特別高圧での受電（ビル・工業団地・卸売市場のテナントを含む）、
LPガスの使用や、街路灯等の維持を含め、エネルギー価格高騰の
影響を受ける中小企業、商店街、自治会等の負担緩和や省エネの
取組支援のほか、中小企業の賃上げ環境の整備などの支援

③ 消費下支え等を通じた生活者支援

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者に

対してプレミアム商品券や地域で活用できるマイナポイント等を発行

して消費を下支えする取組やLPガス使用世帯への給付などの支援

⑧ 地域公共交通・物流や地域観光業等に対する支援

地域公共交通・物流事業者や地域観光事業者等のエネルギー価
格高騰に対する影響緩和、省エネ対策、地域に不可欠な交通手段
の確保、地域特性を踏まえた生産性向上に向けた取組などの支援

生活者支援

④ 省エネ家電等への買い換え促進による生活者支援

家庭におけるエネルギー費用負担を軽減するための省エネ性能の

高いエアコン・給湯器等への買い換えなどの支援

※１ 地方公共団体が、上記の推奨事業メニューよりも更に効果があると考えるものについては、実施計画に記載して申請可能。

※２ 地方公共団体が運営する公営企業や直接住民の用に供する施設における活用も可能。

и. 推奨事業メニュー（０．５兆円）

з.低所得世帯支援枠（１．１兆円）
・ 低所得世帯への支援枠を措置。
・ １世帯当たりの予算の目安は７万円（今夏以来の3万円の支援と合計で10万円）。ただし、下記の推奨事業メニュー①や③と組み合わせてプレミ
アム商品券やマイナポイントを配付するなど、支援の方法（現物・現金）や１世帯当たり単価といった具体的内容は地域の事情に応じて決められる。

（注）住民税非課税世帯×７万円及び事務費分を市町村に交付。

重点支援地方交付金

追加額１．６兆円（з及びиの合計）
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͑ 11Ὦ6 ῡ ὲộⱧ

̓ ᵒῐЂ˔РІⱧỘ ʾ☼ ϒχ ᴣ‰ ᴂ◦כⱧỘρΰοʺΊ ‰ ϒχ◦כⱧỘρ ‰ ϒχ
ⱧỘχכ◦ Ϭ ớ τם☼βϥϢΞ ᾉʺ◕ τ ʻ
̓ ζχ∑ʺ╥―τΰοΜθιΨθϛʺᵃẠχ Ⱳῖ ỲτϢϥ ᶛχם Ϭ ʻ
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̙ ͐ χᴪὓ ₰τϢϦωʺ‰ יּ χΊ ʾ ψ ᾕ ᴪὓ ₰τ ϓϥρ ΰοΣϤʺ∕ π
ᶨβϥּיρχ χỡ”Ϭ ϥḢ Ϟʺ ͑ ᵒῐὊְם ₰χ χ ệ Ϭ › τ᷈ӛΰʺṁ
ᶛˢạ ˣϬ͒͌ד˗ ԏΦ Ϋϥʻ

̓ ṁ ᶛˢạ ˣϬʺ οχạע ἷπ͍ θϤ60ד ᶛβϥʻ
̓ Τϣ ẚ χ▫ ϙτΣΪϥ ᾢ ᶛϬ͌דρΰοΜϥ יּ ͍ ᵬχ ע τνΜοיּ
ψʺ ᾢ ᶛϬ Π Φʺ יּ Υ ΠσΜϢΞτβϥʻ

ṁ ᶛˢạ ˣχᾋ ΰˢ ͒ ͔Ὦ☼“ˣ ⁮ꜘᵠ

ṍ ὉЂ˔РІ̒ʺ☼ ὉЂ˔РІ
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負
担
軽
減
の
対
象

と
な
る
低
所
得
者

ṕ ṕ ṖṖ

ṕ ṕ ṖṖ※短期入所生活介護等（日額）

第１段階 第２段階 第３段階① 第３段階②

食費 1,445 円 （4.4万円） 300円 （0.9万円）

【300円】

390円 （1.2万円）

【600円（1.8万円）】

650円 （2.0万円）

【1,000 円（3.0万円）】

1,360 円（4.1万円）

【1,300 円（4.0万円）】

居
住
費

多床
室

特養等 915円 （2.7万円） 0円 （ 0万円） 430円 （1.3万円） 430円 （1.3万円） 430円 （1.3万円）

老健・医療院等 437円 （1.3万円） 0円 （ 0万円） 430円 （1.3万円） 430円 （1.3万円） 430円 （1.3万円）

従来
型個
室

特養等 1,231 円 （3.7万円） 380円 （1.1万円） 480円 （1.4万円） 880円 （2.6万円） 880円 （2.6万円）

老健・医療院等 1,728 円 （5.2万円） 550円 （1.7万円） 550円 （1.7万円） 1,370 円 （4.1万円） 1,370 円 （4.1万円）

ユニット型個室的多床室 1,728 円 （5.2万円） 550円 （1.7万円） 550円 （1.7万円） 1,370 円 （4.1万円） 1,370 円 （4.1万円）

ユニット型個室 2,066 円 （6.2万円） 880円 （2.6万円） 880円 （2.6万円） 1,370 円 （4.1万円） 1,370 円 （4.1万円）

利用者負担段階
主な対象者

預貯金額（夫婦の場合）（※）

第1段階

・生活保護受給者 要件なし

・世帯（世帯を分離している配偶者を含む。以下同じ。）全員が市町村民税非課税である
老齢福祉年金受給者

1,000 万円（2,000 万円）以下

第2段階
・世帯全員が
市町村民税
非課税

年金収入金額（※）＋合計所得金額が80万円以下 650万円（1,650 万円）以下

第3段階① 年金収入金額（※）＋合計所得金額が80万円超～120万円以下 550万円（1,550 万円）以下

第3段階② 年金収入金額（※）＋合計所得金額が120万円超 500万円（1,500 万円）以下

第4段階
・世帯に課税者がいる者
・市町村民税本人課税者

【】はショートステイの場合

̓ ʾạ τνΜοʺ יּ ͍˙ ͏ ᵬ χ Ϭ τʺ τᴂαθ ᾢ ᶛϬ ʻ

̓ σ χᶛˢṁ ᶛˣρ ᾢ ᶛρχ₯ᶛϬʺᵒῐ ᾑΤϣ ᵒῐˢיּ ˣЂ˔РІ ρΰοẚ ʻ

※ 平成28年８月以降は、非課税年金も含む。

ẚ ˢ χיּ ʾạ χ ὖᾚˣχ▫ ϙ ( ͒ ͔Ὦ˙)
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主な改定項目について

第239回社会保障審議会介護給付費分科会

（資料１）



Â ῢ  ϞּזᵓὊↄ ệχ ᴟϬ ϘΠʺˮ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ ᴟʾ ˯ˮꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ
ᴂ˯ˮ ῟σᵒῐЂ˔РІχל σ ằτΰΪθ ΦϞβΜ ξΨϤ˯ˮ χӗ ʾⱱ ᴦ χᶎ ˯Ϭṁ
σ♪ ρΰοʺᵒῐ ᵠ Ϭם☼ʻ

͍ʽ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ ᴟʾ

͐ʽ χӗ ʾⱱ ᴦ χᶎ

Â χ Ϟ ‰ Ӻʺיּ И˔ЇΥ‰Μ χ‰ χ‰ΜϾϯЫКЅЮрЕϞלʺϬḯϛיּ σЂ˔РІΥ Ϧ σΨ ằήϦϥϢ
Ξʺ ӽχם τᴂαθ Τν῟ σ︡ Ϭ

͒ ᵒῐ ᵠ χᵵ

͑ʽζχ

Åלχ‰Μ῝ σϾϯЫКЅЮрЕ

Å ӽχם τᴂαθ Τν῟ σ︡

ÅӺ ρᵒῐχ ὀχ

ü ∕ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ

ü ‰ ☼יּ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ

ü ‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ

Å ᴣχ ᴟʾ ᴟ

Å χ ʾḛ ᴟ

Âᵒῐ ᾑ χӗ ʾⱱ ᴦ Ϭ‰ϛʺ οχ τρμο

ӗ πΦϥ Ϭ 

ÅḘ︡Ϥϒχ ᴂếᴟ

Åḇ Ϟ←ᵲϒχ ᴂ ΰ

Å‰ ẃיּ ♁χ

Å χ ᴂ ΰ

Å ♅ ἇ ʾ ♅ ἇ χᾋ ΰ

͎ʽꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ ᴂ

ÅзМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡

Åꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τἰϥ︡ χ

ÅLIFEϬᶨ ΰθלχ‰Μᵒῐ

Â‰ ꜛχיּ ʾכ◦ ᴟ ♁ρΜΞ χ ☿τלΜʺ

ὀϞД˔Ќχᶨ Ϭ

Âᵒῐ ∙ χ πʺ σϥᵒῐЂ˔РІχלχΰ Ϭ ϥθϛʺ

Ἆᵠ Ϟ ▀ ΰ τϢϥ ḕẽχᵠ τΰΪθ σ︡

Ϭ

͏ʽ ῟σᵒῐЂ˔РІχל σ ằτΰΪθ ΦϞβΜ ξΨϤ

Åˮ Ἷꜘ˯ṛ χᾋ ΰ

Å ὉЂ˔РІτΣΪϥ Ὕτἰϥ︡ӌΜχ ᶎᴟ

Åṁ ᶛˢạ ˣχᾋ ΰ

Å ӽỸ

Åᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ

Å ▀ χΰ Ϭ αθ ΦϞβΜ ḕẽξΨϤ

Å῟ σЂ˔РІ ằχ

ü ∕ τΣΪϥӺ ʾᵒῐχ ὀếᴟ
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͍ʽ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ ᴟʾ

82



̙ ạ ᵒῐ◦כτΣΪϥ ⱧỘ ᴥ▄χ▄ ὯτνΜοʺбрϽϾϯж˔σςχ σᴿ ϒχ ᴂϬ β
ϥḢ Τϣᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

ⱧỘ ᴥ▄ˢ ˣ 505 ӡ ⱧỘ ᴥ▄ˢ ˣ 519 ӡˢ  ˣ
ⱧỘ ᴥ▄ˢ ˣ 407 ӡ ⱧỘ ᴥ▄ˢ ˣ 421 ӡˢ  ˣ
ⱧỘ ᴥ▄ˢ ˣ 309 ӡ ⱧỘ ᴥ▄ˢ ˣ 323 ӡˢ  ˣ
ⱧỘ ᴥ▄ˢ͖ˣ 100 ӡ ⱧỘ ᴥ▄ˢ͖ˣ 114 ӡˢ  ˣ

˲▄ Ὧ ˳
ϯ ᴟʾ ╛ᴟβϥᴿ τ ᴂβϥθϛχ︡ Ϭ βϥḢ ΤϣʺˮбрϽϾϯж˔ʺ ᵲּיʺ ᶨ₉ẖ
ʺיּ Ḇּי ʺ τḩβϥ ꜡ τḩβϥⱧ ᾁ ᵓʺᾆ τ╥ᴥΰοΜϥάρ˯Ϭ Ὧρβϥρρ
Ϝτʺ ᴣχ Ϭ“Ξʻם
ϱ ˢ︠ )ᵒῐ◦כ Ԍχ ὯτνΜοʺạ ᵒῐ◦כⱧỘּיΥᵒῐ χכ◦ ằϞ ӽ ᶧ◦כЈр
Ќ˔χӦ Ϭ Ϊο › ⱧỘϬ“Ξכ◦ ›ψʺάϦϣχⱧỘρχέ Υᴦ πΚϥ☿Ϭ ᶎᴟβϥʻ
ϳ ⱧỘ τΣΪϥ Ὦχᶎ ⌠Ộ χ︣ḧϬὖᾚβϥḢ Τϣʺְ֫ṁ ᾚ▄τἰϥ ὯϬ⌡ βϥʻ
ϵ ᵒῐ◦כ ԌΥ︡ϤӌΞ͍ θϤχ יּ τνΜοʺạ ᵒῐ◦כ χᾋ ΰϬ ϘΠθ ᴂϬ“Ξʻ

῝χ‰Μל σϾϯЫКЅЮрЕ

ạ ᵒῐ◦כτΣΪϥ ⱧỘ ᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ạ ᵒῐ◦כ
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̙ ᵒῐτΣΪϥ ⱧỘ ᴥ▄τνΜοʺ ╦ḧ ӽ τΣΪϥὋ σЂ˔РІ ằϞḘ︡Ϥṍχ σיּ
ς ϒχЂ˔РІיּ ằϬ“μοΜϥⱧỘ Ϭ τ ᴣβϥḢ Τϣᾋ ΰϬ“Ξʻ

ӽχם τᴂαθ Τν῟ σ︡ ʺḘ︡Ϥϒχ ᴂếᴟ

ᵒῐτΣΪϥ ⱧỘ ᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ

Ỹ ᾝ“χ( )Ϭ ♁ΰʺᾝ“χ( )Ϭ( )τʺ( )Ϭ
▄ Ὧ̝ᾝ“χ(͒)Ϭ(͍)τ ›ʺ(͒)ʺ(͓)ʺ(͔)ʺ(14)Ϭ ʺᾝ“χ(12)Ϭ⌡

( ) ( ) ( )
( )
♁

( )
̠( )

20% 10% 10% 5% ͏%

Ὧ

ˢ͍ˣ ᵒῐԌ ʾЂ˔РІ ằ ⌠έρτיּ ήϦθᾆ ὓᵊτṁξΨᾆ χם☼
ˢ͎ˣ τḩβϥיּ ψЂ˔РІ ằτ θμοχ ӪⱧχ‮ Ϭ ρΰθᵓṳχ ṍ σᵫ℗
ˢ͏ˣ יּ χ τϢϥ ʺ ᵒῐԌ Τϣχ ⁮
ˢ͐ˣὲῴ χ ṍ σם☼
ˢ͑ˣừẍⱲ τΣΪϥ ᴂ χ ꜘ

˓ ̓ ̓
̓
̞(1)
Ψ

˓

ˢ͒ˣЂ˔РІ ằ ⌠έρτיּ ήϦθᾆ ὓᵊτṁξΨᾆ χם☼ ̰˲ˢ͍ˣϒ ›˳ ̓

ˢ͒ˣ Ԛʺ ψ ḘῐІГ˔ЄдрχḘῐ◖ρχ ὀτϢϤʺ24Ⱳḧ πΦϥ Ϭᶎ ΰοΣϤʺ
Τνʺ τᴂαο ᵒῐϬ“ΞάρΥπΦϥ χ ʺḘ︡ϤṍτΣΪϥ ᴂ χ├ ʺḘ︡Ϥτḩ
βϥ Ԍᾆ χם☼

̓(̞) ̓(̞)

ˢ͓ˣ χⱧỘχם☼ ӽ πΚμο ╦ḧ ӽ τạ βϥּיτ ΰοʺὋ τЂ˔РІϬ ằΰοΜϥάρ

ˢ͔ˣ χיּ χ ệϘθψζχᴪ Ϭ︡Ϥ᷊Ψḕẽχ ᴟτᴂαοʺ ᵒῐⱧỘ χЂ˔РІ ằ
יּ ΥṞ ρσϤʺ Ⱳʺᵒῐ◦כ ԌʺӺ ḩἰ ρẶ ΰʺ ᵒῐὓᵊχᾋ ΰϬ“μοΜϥάρ

∙

Ὧ

ˢ͕ˣ ᵒῐԌ χΞκᵒῐ ♅●χ ϛϥᶤ›Υ100 χ30ӟ ʺ ψᵒῐ םʺ●♅ ᾆיּ ʺיּ ότ
ᵒῐ Ԍṁ ᾆ ᴿ ẉό1ẘᴿיּ χיּ ϛϥᶤ›Υ100 χ50ӟ

̓ ̓

ˢ10ˣ οχЂ˔РІ ằ Υ3יּ ӟ χם ὊᾓϬ βϥᵒῐ ♅●ʺ ψ5 ӟ χם ὊᾓϬ βϥם יּ
ᾆ ΰΨψᵒῐבֿיּ Ԍṁ ᾆ ᴿ ΰΨψ1ẘᴿבֿיּ יּ

̓ ̓

ˢ11ˣЂ˔РІ ằ Ϭיּ ỠτϢϤ ΰʺΤνʺṁ Ϭ ᵕϥ χ ỠχЂ˔РІ ằ Ϭ͍יּ ӟ
ΰοΜϥάρ ̰˲ ʾ τ ᴥ˳

̓ ̓ ˓

ˢ12ˣ ᵒῐԌ χ χΞκʺỠ ͓ ӟ χּיχ ϛϥᶤ›Υ100 χ30ӟ πΚϥάρ̰˲ τ ᴥ˳ ̓ ̓

יּ

ᴂ

Ὧ

ˢ13ˣ ʺχΞκיּ ᵒῐ͐ʺ͑πΚϥּיʺ ᶨꜛ ˢ ʺ ʺMˣπΚϥּיʺθϭχẊԏ Ϭ ρβϥ
χיּ ϛϥᶤ›Υ100 χ20ӟ

̓ ̓

1s2x χΞκ̋יּ ῐo͏ ˙͑ πΚϥּ̋י ᶨꜛ ˢ ʺ M̋ πxΚϥּ̋י θϭχẊԏ Ϭ ρβϥּיχ ϛϥɨ ›Υ100
χ60ӟ ̰˲⌡ ˳

̓

ˢ14ˣḘ︡Ϥṍχ ϒχיּ ᴂם Υ1 ӟ πΚϥάρˢ δο Ὧ(6)χ ὯϬ θβάρˣ ̓(̞) ̓(̞)

ˢ̞ˣʿᴥ▄ˢ ˣʾˢ ˣτνΜοψʺ יּ ᴂ ὯϬ ꜠ρΰʺ(13ˣϘθψˢ14ˣϬ θβ ›τ▄ πΦϥάρρβϥʻϘθʺ(14)Ϭ βϥ ›τψˢ͒ˣϬ δο θβ ΥΚϥʻ

ψ ψ

ψ ψ

ψ

( )

3%

̓

˓

˓
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̙ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐẉόˢḘῐˣ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐΥʺ ӽ ᶧϾϯЄІГЭχ Μ︣ρ
ΰοʺϢϤ ӽτᵫΤϦθẤ ρσϤʺ ᴂϬḯϚ ˑσṐ Ϭ ṉβϥάρτϢϤʺ ӽχ σ︠ ρ
ρϜτ ▫Ϭ◦Πϥיּ ϙξΨϤϬ βϥḢ Τϣʺ ›ЫКЅЮрЕ ếᴟᴥ▄τνΜοʺ ӽ ᶧϾϯ
χ ρ ӽẶ ᾝτⱢβϥ︡םᵓχזּ Ϭ ᴣβϥ θσỸ Ϭ ΪϥʻσΣʺᾝ“χᴥ▄Ỹ τνΜοψʺ
θσᴥ▄Ỹ χ︡ Ϭ βϥḢ Τϣ ᴣχᾋ ΰϬ“Ξʻ

ӽχם τᴂαθ Τν῟ σ︡

›ЫКЅЮрЕ ếᴟᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐʺ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ̒ʺḘῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ

▄ Ὧˢ(͐)˙(10)ψ ˣ

ᴥ▄ˢ ˣʿ1,200 ӡ
ˢ ˣ

ᴥ▄ˢ ˣʿ800 ӡ
ˢᾝ“χ1,000 ӡΤϣᾋ ΰˣ

ṛ Ṑ
ἷạ ᵒῐ

Ḙῐ ṛ Ṑ
ἷạ ᵒῐ

ṍ ᵕʾ
Ⱳ ᴂἷ
ᵒῐḘῐ

ṛ Ṑ
ἷạ ᵒῐ

Ḙῐ ṛ Ṑ
ἷạ ᵒῐ

ṍ ᵕʾ
Ⱳ ᴂἷ
ᵒῐḘῐ

ˢ͍ˣᾤ Ђ˔РІὓᵊτνΜοʺ χיּ χ ệϞᴪ Ϭ︡Ϥ᷊Ψḕẽχ ᴟϬ ϘΠʺᵒῐ
Ԍˢὓᵊ⌠ ˣϞḘῐיּ Ԍ χ Ẹ τϢϤʺ Ⱳ τᾋ ΰϬ“μοΜϥάρ

̓ ̓ ̓ ̓ ̓ ̓

ˢ͎ˣ χיּ ӽτΣΪϥ σᶨ Υᶎ ήϦϥϢΞτʺ τ ӽ ρχῖ
Ϭ Ϥʺ χיּ τᴂαοʺ ӽχ“ⱧϞᶨ τ ớ τ╥ᴥΰοΜϥάρ

̓ ̓ ̓ ̓

ˢ͏ˣ ӽχ Ԛʺ ʺᵒῐ ὲ☼ τ ΰʺⱧỘ Υ ằβϥάρχπΦϥ
Ђ˔РІχἇ σ τḩβϥ ằϬ“μοΜϥάρ

̓ ̓ ̓ ̓

ˢ͐ˣ τ ρḩϩϤχΚϥיּ ӽ χ τ ᴂβϥ Ϭᶎ ΰοΜϥάρʻ ̓ ̓ ̓

ˢ͑ˣ τᴂαοʺ σ︠ Υ ằβϥ ᶨ◦כχЂ˔РІˢϱрТ϶˔ЫиЂ˔Р
ІϬḯϚˣΥ ᶧ τ ằήϦϥϢΞσạ Ђ˔РІὓᵊϬ⌠ ΰοΜϥάρ

̓ ̓

ˢ͒ˣ ӽ ρχ ὀτϢϤʺ ӽⱢᾛϬ῟ᴮ τᶨ ΰʺ χיּ τᴂαθ◦
Ϭ“μοΜϥάρכ

ⱧỘ χ
τᴂαο
͍νӟ
☼ם

ⱧỘ χ
τᴂαο
͍νӟ
☼ם

̓

ˢ͓ˣ ᵲ ♅Ђ˔РІⱧỘ ʺⱪ ♅☼ ρẸ ΰʺ ӽτΣΜο ḧχῖ χ
χẤ ρσμοΜϥάρˢ̞ˣ

ⱧỘ χ
τᴂαο
͍νӟ
☼ם

ˢ͔ˣ ӽ ʺ ⱧỘ ρẶ πⱧ ᾁ ᵓʺᾆ ᵓ Ϭם☼ΰοΜϥάρ

ˢ͕ˣ◕ Υם☼βϥ Μχ Ϟ∕ Ӻ ʾᵒῐ ὀ ⱧỘ χ ӽ◦כⱧỘ τ╥
ᴥΰοΜϥάρ

ˢ10ˣ ӽ ẉό χיּ ϘΜτḩβϥ τᴂαʺ σ◦כϬ“μοΜϥάρ

ˢ̞ˣ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐτνΜοψʺˮ ᵲ ♅Ђ˔РІⱧỘ ʺⱪ ♅☼ ρẸ ΰʺ ӽτΣΜο ḧχῖ Ϭ“μοΜϥάρʻ˯Υ Ὧ 85



̙ Ӻ И˔Їχ‰Μ Υיּ Πϥ ʺ ΤνϢϤלχ‰Μ ḘῐϬ ằβϥḢ Τϣʺ χ‰ΜḘῐ◖
Υὓᵊ σḚ Ϭ“ΞάρϬ ᴣβϥᴥ▄Ϭ ʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ Ḛ ᴥ▄ 250 ӡ/Ὦˢ ˣ

˲▄ Ὧ ˳

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵∕ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ˵

χ‰ΜḘῐ◖τϢϥ Ḙῐχ ᴣ ⁮ꜘᵠ

Ḙῐ̒ʺḘῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ

̓ τῡ Υ ϛϥṁ τ ›ΰοΜϥϜχρΰο ᾉ Ⱨτ Ϊ θ◙ ḘῐⱧỘ χḜ
Ͼϯʺ ϾϯֿבΰΨψ Ῥ Ͼϯẉό Ῥ Ͼϯτἰϥ χᾆ Ϭ ΪθḘῐ◖ ψ “Ӯᾆ
Ϭ ΰθḘῐ◖Υʺ◙ Ḙῐχם☼τḩβϥὓᵊ σḚ Ϭ“μθ ›τψʺ ӡ τᴥ▄βϥʻ

ϱ Ḝ Ͼϯʺ Ͼϯ ψ Ῥ Ͼϯẉό Ῥ Ͼϯτἰϥ χᾆ Ϭ ΪθḘῐ◖Υὓᵊ σḚ Ϭ“μθ ›
ʾӂ χ ψᴟᶘ Ϭ“μοΜϥ יּ
ʾ ϬׇΠϥ χ τΚϥ יּ
ʾ Ῥ ψ Ῥ Ϭ ΰοΜϥּיπḚ Υ₉ σ יּ
к “Ӯᾆ Ϭ ΰθḘῐ◖Υὓᵊ σḚ Ϭ“μθ ›
ʾ τΣΪϥ︣ ᴥ▄Ϭ▄ βϥ יּ

̞ χ “ӮʿṓḚϸИв˔йχῖḊʺӴϧΞϸГ˔ГиֿבΰΨψ ϧΞϸГ˔Ги ψӴϧΞЩЌрχῖḊʺ ϧΞϸГ˔ГиχῖḊʺ ψ χⱵ τΣΪϥὬ
χσΜᵗ♂ χ Ạʺ τ βϥԛӊ ₵ ʺⱱ χ‰ϸкз˔ ׁχ χ ʺ τ βϥ ׁτϢϥ

86



˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

275 ӡ/  σΰ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵∕ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ˵

̙ ᵒῐ ὲ☼ Υ ằβϥ ṍ ᵒῐτΣΪϥ ›ӺᶘḚ ᴥ▄τνΜοʺӺ И˔ЇχΚϥ χיּ
ϦϬ τ βϥḢ Τϣʺӟᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻ

ϯ ạ Ђ˔РІὓᵊτΣΜοὓᵊ τ“ΞάρρσμοΜϥ◙ ṍ ᵒῐτνΜοϜʺⱵ Ḛ Ϭ
ρβϥϜχτνΜοψ ᴥ▄χ ρβϥʻ

ϱ ▄ τνΜο͓ Ϭᾢ ρΰοΜϥράϧʺ10 ḧϬᾢ ρβϥʻ

›ӺᶘḚ ᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᵒῐˢᵒῐ ὲ☼ Υ ằβϥ ›τᾢϥˣ

ʾ10 Ϭᾢ ρΰο1 τνΦ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ
ʾ Ϭ ϛʺⱵ Ḛ ρΰο ʺᾁ₰ʺ ʺבּ Ϭ“Ξάρʻ
ʾ ʺ ʺ Ϭ“μθ ΰθ☼םʺ ʺᾁ₰ʺ ʺבּ
χ Ϭ τṜ∏βϥάρʻ

ʾΤΤϤνΪӺτ ΰʺ χיּ ӪϬ οʺ ệϬꜘβ Ϭ Π
ο σ χ ằϬ“Ξάρʻ

›ӺᶘḚ ᴥ▄ˢ275 ӡ/ ˣ

<ᾝ“>
͍ Ⱶ Ḛ Ϭ ρΰʺ τῡ Υ
ϛϥṁ τ Μʺạ Ђ˔РІὓᵊτΣΜοὓ
ᵊ τ“ΞάρρσμοΜσΜ◙ ṍ
ᵒῐϬ“μθ ›τʺ7 Ϭᾢ ρΰο1 τ
νΦ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ
͎ ừẍⱲ☼ Ϭ▄ ΰθ ψʺ▄ ΰσΜʻ

<ᵠ ῇ>
͍ Ⱶ Ḛ Ϭ ρΰʺ τῡ Υ ϛϥṁ
τ Μʺ◙ ṍ ᵒῐϬ“μθ ›τʺ10
Ϭᾢ ρΰο1 τνΦ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ

͎ ừẍⱲ☼ Ϭ▄ ΰθ ψʺ▄ ΰσΜʻ

˲▄ Ὧ ˳

ṍ ᵒῐ

ΤΤϤνΪӺ

∕ ∕

ᵒῐ ὲ☼
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˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ Ͼϯיּ ᴥ▄ 150 ӡ/Ὦˢ ˣ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵∕ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ˵

̙ ︠τ χ Ϭיּ ρβϥ ᵒῐτνΜοʺᵒῐ τḩϩϣγԁ χ ᶧ πΚϥԁ ʺ χ
Ϭיּ Ϊ ϦϥτΚθμοψ τ︣ῡΜ Ԍ ʺḚ Υ ρσϥάρΤϣʺӗ τ χ יּ

ϒχЂ˔РІϬ ằβϥθϛχ Ϭ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

ᵒῐτΣΪϥ ϒχӗיּ σЂ˔РІ ằ χ ᴣ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ

˲▄ Ὧ ˳

̓ ᵒῐ τΣΪϥ Ͼϯיּ ᴥ▄χṁ

ⱳχΜγϦτϜ ›βϥάρʻ
ϱ ◙ ӽ ἷЂ˔РІṁ 40 ͎ṛτ‮ βϥḘῐ◖χԌ τᴥΠʺḘῐ ԌϬ ỠḊ▄ π͏
ӟ ᶎ ΰοΜϥάρʻ

к ◙ ᵒῐ ỘּיχΞκʺ ὲ◖ ▀◖Ḙῐ◖ ˢ 23 203‹ˣ 37 χ͎ ͎‮ ͑
‹τṛ βϥ◙ ᾆ ṐḩτΣΜο“ϩϦϥᾆ ˢ̞ˣϬ ΰθḘῐ◖Ϭ͍ӟ ᶎ ΰοΜϥάρʻ
М ◙ ᵒῐⱧỘּיΥ◙ ḘῐⱧỘּיχ◙ Ϭ δο ΪʺΤνʺԁ τⱧỘϬם☼ΰοΜϥ
άρʻ

̞ Ḙῐ◖ễӾᴿ ʺ Ḙῐ◖ễӾᴿ ʺ “ӮτἰϥḘῐ◖χᾆ τϢϤῡ Υ◙ βϥ◙ ᾆ ṐḩτΣΜο“ϩϦϥᾆ
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Ԛ τם☼ΰοΜθзМРзГ˔Єдрτḩϩϥ
χὲῴיּ ʺ Ṑ ʾ  ʺᶨ ʾ╥ᴥʺ
☼םʺ ʺзМРзГ˔Єдрם☼τ∑ΰοχ Ӫ

̙ Ԛῇ ṍτ πלχ‰ΜзМРзГ˔ЄдрϬם☼βϥḢ Τϣʺ ԚῇχзМРзГ˔ЄдрϬ ằβϥ
∑τʺ Ԛ τӺ ṐḩΥ⌠ ΰθзМРзГ˔Єдрם☼ὓᵊ Ϭ ︣ΰʺ Ϭ ӃβϥάρϬṰ Ϊϥʻ

̙ зМРзГ˔ЄдрⱧỘ χӺ◖ ΥʺӺ Ṑḩχ Ԛ ϸрТϮйрІτ╥ᴥΰθ∑χ ᴣϬ θτ Ϊϥʻ

˲ṁ ˳ˢṰ Ϊˣ
̓ Ӻ◖ χ ỘּיψʺзМРзГ˔ЄдрϬ ΪοΜθӺ ṐḩΤϣ Ԛΰθ ⌠χзМРзГ˔Єдрὓᵊχיּ τ θμοψʺ
ᵺӺ ṐḩΥ⌠ ΰθзМРзГ˔Єдрם☼ὓᵊ Ϭ ︣ΰʺ ᵺ χзМРзГ˔Єдрχיּ Ϭ ӃΰσΪϦωσϣσΜʻ

˲ ӡ ˳
ԚⱲẶ ◙ ᴥ▄ 600 ӡˢ ˣ

˲▄ Ὧ ˳
̓ зМРзГ˔ЄдрⱧỘ χӺ◖ʺ ᶘ ●ʺ⌠Ộ ●ʺᾠ῎ ᶐ●Υʺ Ԛ ϸрТϮйрІτ╥ᴥΰʺ ԚⱲẶ ◙ Ϭ“Ξʻ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵∕ τΣΪϥӺ ʾᵒῐχ ὀếᴟ˵

Ӻ ṐḩχзМРзГ˔Єдрὓᵊ χ Ϊ︡ϤχṰ ᴟ ᵠ ʺ⁮ꜘᵠ

зМРзГ˔Єдр̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒

зМРз
Г˔Єдр
ⱧỘ

зМРзГ˔Єдрם☼ὓᵊ χ ︣ʾ
χ Ӄ

Ԛ τ
зМРз
Г˔Єдр
Ϭם☼ΰθ
Ӻ Ṑḩ

Ԛ ϸрТϮйрІϒχ╥ᴥ
зМРзГ˔Єдрτḩϩϥ χẶ ʾ∕
πχзМРзГ˔Єдрτ σ◙ χם☼

зМРзГ˔Єдрם☼ὓᵊ χ ︣

Ԛ ϸрТϮйрІϒχ╥ᴥ

зМРзГ˔Єдр
ὓᵊϒχ ֳ

˲ ˳

˲⁮ꜘ˳
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̙ Ӻ ϾϯϬ βϥּיΥԁ Μϥ ☼ ạּי ᶨᵒῐ τΣΜοʺ ạּיχӺ И˔ЇϬ ϘΠθḘῐ
ԌτϢϥϾϯϬ βϥḢ ΤϣʺӺ ϾϯϬ βϥּיχ Ӥτ ϸГ˔Ги ʺ∕ ▒ ẉόϱрІ
зр ΰοΜϥ☼םϬבּ χּיϬ ᴥβϥᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

ạὋ ᴥ▄ˢכ◦ ˣ36 ӡ˗
ạὋ ᴥ▄ˢכ◦ ˣ22 ӡ˗

˲▄ Ὧ˳
̓ ˢ͍ˣ ψˢ͎ˣχΜγϦΤτ ›ΰʺΤνʺˢ͏ˣẉόˢ͐ˣχΜγϦτϜ ›βϥάρʻ

(͐) Ԍṁ ὧ τᵺ ΰοΜσΜάρʻ

̞ ạὋ ᴥ▄ˢכ◦ ˣτΣΜοψʺ
͑̋ӟ 15̋ πΚϥάρʻ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ˔

⁮ꜘᵠ

☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐ

☼ ạּי ᶨᵒῐ τΣΪϥӺ Ͼϯχ τΰΪθ ạὋ ᴥ▄χᾋכ◦ ΰ

ˢ͍ˣ ˙ Ϭ ρβϥ ạּיΥ
15̋ӟ ˢ̞ˣπΚϥάρʻ
ῢ‘ χ Ẋԏ
‘ χ Ẋԏ

ṓḚϸИв˔й χ Ẋԏ
ӴϧΞ ψ ϧΞτϢϥὊḚֵ
Ὂ ὊḚֵ

ˢ͎ˣ ˙ Ϭ ρβϥ ạּיρ ˙ τᵺ β
ϥ ạּיχᶤ›Υ15̋ӟ ˢ̞ˣπΚϤʺΤνʺ
ỠχḘῐ◖Ϭ͍ ӟ ΰʺḘῐτἰϥ
Ϭיּ ϛοΜϥάρʻ

ϸГ˔Ги Ϭם☼ΰοΜϥ
∕ ▒ Ϭם☼ΰοΜϥ
ϱрІзр ΰοΜϥ☼םϬבּ

ˢ͏ˣᵒῐ ♅●χ Υʺ ỠḊ▄ πʺ
ạּיχ Υ͒ ψζχ Ϭ βέ

ρτ͍ӟ πΚϥάρʻ

ˢ ˣ

 σΰ
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̙ τẍיּ Υ αθ › χ ᴂτνΜοʺ Ӻ◖τϢϥ χἄΪνΪ ᴂϬϢϤ ήδϥḢם Τϣʺ
ᾝ“ʺ ʾ ḧẉό τχϙ▄ ᴦ σ Ӻ◖ừẍⱲ ᴂᴥ▄τνΜοʺ πΚμοϜʺ Ӻ◖Υ
χỠ ⱲḧᵰτἄΪνΪ ᴂϬ“μθ ›Ϭ ᴣβϥ θσỸ Ϭ Ϊϥʻ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟ˵

Ӻ◖ừẍⱲ ᴂᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

Ӻ◖ừẍⱲ ᴂᴥ▄ Ӻ◖ừẍⱲ ᴂᴥ▄

σΰ Ӻ◖χ χỠ Ⱳḧᵰχ › 325 ӡ/ᵕˢ ˣ
ˢ ʾ ḧẉό Ϭ Ψˣ

ʾ ḧχ › 650 ӡ/ᵕ ʾ ḧχ › 650 ӡ/ᵕ

χ › 1,300 ӡ/ᵕ χ › 1,300 ӡ/ᵕ

̙ ᵒῐ ♅☼ τΣΪϥ ϒχӺיּ ằ Ϭᶎ βϥḢ Τϣʺᵒῐ ♅☼ ΥΚϣΤαϛ
ϛϥừẍⱲ τΣΪϥ ᴂ τνΜοʺ Ӻ◖ẉόẸ Ӻ ṐḩχẸ Ϭ ο ϛϥάρρβϥʻ
Ϙθʺ͍ τ͍ᵕӟ ʺ Ӻ◖ẉόẸ Ӻ ṐḩχẸ Ϭ οᾋ ΰϬ“Μʺ τᴂαοừẍⱲ τΣΪϥ
ᴂ χ  Ϭ“ϩσΪϦωσϣσΜάρρβϥʻ

˻ừẍⱲ χ ᴂ τ ϛϥṛ χ ˼
̓ừẍⱲχ ӪⱧ‮
̓ τνΜοχ Ặ χ
̓ ϞⱲḧ έρχӺ◖ρχ ὀ
̓ ╔ϬӢ βϥЌϱЬрϽ

ᵒῐ ♅☼ τΣΪϥừẍⱲ χ ᴂ χ ṍ σᾋ ΰ ᵠ

ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ˵
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˲ṁ ˳
ϯ ӟᴞχ ὯϬ θβẸ Ӻ Ṑḩˢ τνΜοψ ԚτᾢϥʻˣϬ ϛϥάρϬṰ Ϊϥˢ χӺ ṐḩϬ ϛϥάρτϢ
Ϥ ὯϬ θβάρρΰοϜ₯ΰ◦ΠσΜάρρβϥʻˣʻ˻Ὂᵃ ͏ ḧ˼

χיּ Υẍ ΰθ › τΣΜοʺӺ◖ ψḘῐ ԌΥ ᴂϬ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
χẐϛΥΚμθ ›τΣΜοʺ Ϭ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
χיּ χẍ Υ αθ › τΣΜοʺ ᵺ☼ χӺ◖ ψẸ Ӻ Ṑḩζχ χӺ ṐḩχӺ◖Υ Ϭ“Μʺ Ԛ

Ϭ βϥρ ϛϣϦθ χיּ ԚϬᾖ ρΰο Ϊ Ϧϥ Ϭᶎ ΰοΜϥάρʻ
ϱ ͍ τ͍ᵕӟ ʺẸ Ӻ Ṑḩρχḧπʺ χיּ χẍ Υ αθ › χ ᴂϬᶎ βϥρρϜτʺ ᵺẸ Ӻ Ṑḩχ

τνΜοʺ ᵺⱧỘ χ◙ Ϭ“μθꜛⱵ τ ΰσΪϦωσϣσΜάρρβϥʻ
ϳ ΥẸיּ Ӻ Ṑḩ τ Ԛΰθῇτʺ Υὖᵙΰʺ ԚΥᴦ ρσμθ ›τΣΜοψʺ ϞΤτ™ ήδϥάρΥπ
ΦϥϢΞτ ϛϥάρρβϥʻ

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ˵

̙ ᵒῐ ᾑ☼ τνΜοʺ☼ π ᴂᴦ σӺ χ ӤϬ Πθ ›τʺẸ Ӻ Ṑḩρχ ὀχᴞπϢϤ
σ ᴂϬ“Ξ Ϭᶎ βϥḢ Τϣʺ∕ Ӻ Ϭ ΞӺ ṐḩϞ∕ Ӻ Ϭ◦כβϥ ӽχӺ Ṑḩ ρם῟
χΚϥ ὀ Ϭ  βϥθϛτʺӟᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻ

Ẹ Ӻ Ṑḩρχ ὀ χ  ᵠ

ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

˲ṁ ˳
ϯ Ẹ Ӻ ṐḩϬ ϛϥτ θμοψʺӟᴞχ ὯϬ θβẸ Ӻ ṐḩϬ ϛϥϢΞτ ϛϥάρρβϥʻ

χיּ χẍ Υ αθ › τΣΜοʺӺ◖ ψḘῐ ԌΥ ᴂϬ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ
χẐϛΥΚμθ ›τʺ Ϭ“Ξ Ϭ Ⱳᶎ ΰοΜϥάρʻ

ϱ ͍ τ͍ᵕӟ ʺẸ Ӻ Ṑḩρχḧπʺ χיּ χẍ Υ αθ › χ ᴂϬᶎ βϥρρϜτʺ ᵺẸ Ӻ Ṑḩχ
τνΜοʺ ᵺⱧỘ χ◙ Ϭ“μθꜛⱵ τ ΰσΪϦωσϣσΜάρρβϥʻ

ϳ ΥẸיּ Ӻ Ṑḩ τ Ԛΰθῇτʺ Υὖᵙΰʺ ԚΥᴦ ρσμθ ›τΣΜοψʺ ϞΤτ™ ạήδϥάρΥπ
ΦϥϢΞτ ϛϥάρρβϥʻ

̙ ‰ ☼יּ π ᴂᴦ σӺ χ ӤϬ Πθ ›τʺẸ Ӻ Ṑḩρχ ὀχᴞπ σ ᴂΥ“ϩϦϥϢ
Ξʺ∕ Ӻ Ϭ ΞӺ ṐḩϞ∕ Ӻ Ϭ◦כβϥ ӽχӺ Ṑḩ ρם῟ χΚϥ ὀ Ϭ  βϥθϛτʺ
ӟᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻ

Ẹ Ӻ Ṑḩρχ ὀ χ  ᵠ

☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒
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(2)急変時の電話相談・診療の求め

(3)相談対応・医療提供

在宅医療を支援する
地域の医療機関等

②高齢者施設等と
医療機関の連携強化

高齢者施設等

(4)入院調整

(5)早期退院

①高齢者施設等における
医療ニーズへの対応強化

■医療提供等にかかる評価の見直しを実施

＜主な見直し＞
・配置医師緊急時対応加算の見直し
【(地域密着型)介護老人福祉施設】

日中の配置医の駆けつけ対応を評価

・所定疾患施設療養費の見直し
【介護老人保健施設】

慢性心不全が増悪した場合を追加

・入居継続支援加算の見直し
【(地域密着型)特定施設入居者生活介護】

評価の対象となる医療的ケアに尿道カテーテル留置、
在宅酸素療法、インスリン注射を追加

・医療連携体制加算の見直し
【認知症対応型共同生活介護】

看護体制に係る評価と医療的ケアに係る評価を整理
した上で、評価の対象となる医療的ケアを追加

■実効性のある連携の構築に向けた
運営基準・評価の見直し等を実施

Ӻ ρᵒῐχ ὀχ ˵‰ ☼יּ ρӺ Ṑḩχ ὀếᴟ˵

※１ 経過措置３年。（地域密着型）特定施設入居者生活介護・認知症対応型共同生活介護は努力義務。 ※２ 介護保険施設のみ。

・在宅療養支援診療所
・在宅療養支援病院
・在宅療養後方支援病院
・地域包括ケア病棟を持
つ病院

等を想定

Å利用者の病状急変時等における対応の
年１回以上の確認の義務化（運営基準）

Å定期的な会議の実施に係る評価の新設

(1)平時からの連携

Å相談対応を行う体制、診療を行う体制を
常時確保する協力医療機関を定めること
の義務化β１（運営基準）

Å入院を要する場合に原則受け入れる体
制を確保した協力病院を定めることの
義務化β２（運営基準）

Å入院時の生活支援上の留意点等の情報
提供に係る評価の新設

Å退院が可能となった場合の速やかな
受入れの努力義務化（運営基準）

˓ ͒ ᵒῐ ᵠ τΣΪϥʺ ‰ ☼יּ τΣΪϥӺ И˔Їϒχ ᴂếᴟʺ Ẹ Ӻ Ṑḩρ
χ ὀếᴟτΤΤϥ︠σᾋ ΰ

【特養・老健・介護医療院・特定施設・認知症グループホーム】

93



̙ ᵒῐτΣΪϥḘ︡Ϥṍχ ϒχЂ˔РІיּ ằτνΜοʺζχ ᴂϞӺ◖ʾ Ḙῐ◖ χ
ρχ ὀ Ϭ βϥḢ ΤϣʺⱧỘ χḘ︡Ϥ ᴂ χ Ϭ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ Ḙ︡Ϥ ὀ ᴥ▄ 64 ӡ/ ᵕˢ ˣ

̞♂ ẉό♂ ӟ 30 ӟᴞτᾢϥ

˲▄ Ὧ˳
̓ ṁיּ
ϱ Ӻ◖Υԁ τ ϛϣϦοΜϥӺᶘ ᾋτṁξΦᵕ χᾋ₅ϙΥσΜρ ΰθּיπΚϥάρʻ
к Ḙ︡ϤṍτΣΪϥ ᴂ τṁξΦʺ χיּ ψᴪ χẐϛ τᴂαʺᵒῐ ԌʺḘῐ Ԍ ΤϣᵒῐṜ τḩβϥṜיּ Ϭᶨ ΰο“ϩϦϥ
Ђ˔РІτνΜοχ Ϭ Ϊʺ Ӫΰθ πЂ˔РІϬ ΪοΜϥּיˢζχᴪ Υ Ϭ Ϊʺ Ӫΰθ πЂ˔РІϬ ΪοΜϥּיϬḯϚʻˣπΚϥάρʻ

̓ ⱧỘ ṁ
ϱ Ԛʺ ψ ḘῐІГ˔Єдрˢӟᴞˮ ḘῐІГ˔Єдр ˯ρΜΞʻˣρχ ὀτϢϤʺ χיּ τᴂαθ ᴂΥπΦϥ

Ϭᶎ ΰʺΤνʺ τᴂαο ᵺ ḘῐІГ˔Єдр τϢϤ Ḙῐ Υ ằήϦϥϢΞ ᵒῐϬ“Ξ ⱲϬ ᵺ ḘῐІ
Г˔Єдр ρ ΰοΜϥάρʻ
к Ḙ︡ϤṍτΣΪϥ ᴂ Ϭ ϛʺ ᵫ◐χ∑τʺ יּ ψζχᴪ τ ΰοʺ ᵺ ᴂ χ Ϭ ΰʺ ӪϬ οΜϥάρʻ
М Ḙ︡Ϥτḩβϥ Ԍᾆ Ϭ“μοΜϥάρʻ

Ḙ︡Ϥϒχ ᴂếᴟ

ᵒῐτΣΪϥḘ︡Ϥ ᴂ χ ᴣ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ

̙ Ќ˔ЬЗиϾϯᴥ▄τνΜοʺᵒῐ ᾑχ Ḙῐ τΣΪϥЌ˔ЬЗиϾϯχ ΥӺ ᾑτΣΪϥЌ˔Ь
ЗиϾϯρ πΚϥάρϬ ϘΠʺ ᴣχᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
Ќ˔ЬЗиϾϯᴥ▄ 2,000 ӡ/♂ Ὦ Ќ˔ЬЗиϾϯᴥ▄ 2,500 ӡ/♂ Ὦ

Ḙῐ τΣΪϥЌ˔ЬЗиϾϯᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

Ḙῐ̒ʺ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐʺḘῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ
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̙ Ќ˔ЬЗиϾϯЫКЅЮрЕᴥ▄τνΜοʺꜛ πΩṍϬὝΠθΜρ―ΠοΜϥ χӪΰϬיּ βϥḢ Τ
ϣʺᾋ ΰϬ“Ξʻ δοʺ ⱧỘ Ӻ ᵒῐ ὀᴥ▄τΣΪϥЌ˔ЬЗиϾϯЫКЅЮрЕᴥ▄χ▄ ᵕ χ
ὯτνΜοϜᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
Ќ˔ЬЗиϾϯЫКЅЮрЕᴥ▄ 400 ӡ/Ὦ  σΰ

˲▄ Ὧ˳
ꜛ πΩṍϬὝΠθΜρ―ΠοΜϥ χӪΰϬיּ βϥḢ Τϣʺ χΩ ᵬτΣΪϥ χӪΰϬיּ τ Ӄβϥάρ
Ϭ Ὧρΰθ πʺ ᵺᴥ▄χ ρσϥכḆϬ ṍχӂ τᾢ ΰσΜάρρΰʺӺ◖Υԁ τ ϛϣϦοΜϥӺᶘ ᾋτṁ
ξΦʺᵕ χᾋ₅ϙΥσΜρ ΰθּיϬ ρβϥʻ

̞ δοʺ ⱧỘ Ӻ ᵒῐ ὀᴥ▄τΣΪϥЌ˔ЬЗиϾϯЫКЅЮрЕᴥ▄χ▄ ᵕ χ ὯϬᾋ βʻ
ˢ˻ᾝ“˼͑ᵕӟ ̠ ˻ ᵠ ῇ˼ 15ᵕӟ ˣ

Ḙ︡Ϥϒχ ᴂếᴟ

Ќ˔ЬЗиϾϯЫКЅЮрЕᴥ▄ χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ạ ᵒῐ◦כ

̙ ṍ ᶨᵒῐτνΜοʺḘ︡Ϥṍχ τיּ βϥЂ˔РІ ằ χếᴟϬ ϥḢ ΤϣʺйІОϱЕṐ
ϬᴮθΰννʺḘῐ Ԍχ ᶎ Ϟ ᴂ Ϭ ϛʺḘ︡Ϥṍχ τיּ ΰοЂ˔РІ ằϬ“μθ ›τ
ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

˲ ӡ ˳
Ḙ︡Ϥ ὀ ᴥ▄ 64 ӡ/ ˢ ˣ̞♂ ẉό♂ ӟ 30 ӟᴞτνΜο͓ Ϭᾢ ρΰο▄ ᴦ

˲▄ Ὧ˳
̓ ⱳχΜγϦΤτᵺ βϥάρʻ

Ḙῐ ᴥ▄ˢ ˣ ψˢ ˣϱֿבΰΨψкϬ▄ ΰοΜϥάρʻ
Ḙῐ ᴥ▄ˢ ˣ ψˢ ˣϱֿבΰΨψкϬ▄ ΰοΣϤʺΤνʺ ṍ ᶨᵒῐⱧỘ χḘῐ ԌτϢϤʺ ψ Ԛʺ ʺ
ḘῐІГ˔ЄдрֿבΰΨψ ☼ χḘῐ Ԍρχ ὀτϢϤ24Ⱳḧ πΦϥ Ϭᶎ ΰοΜϥάρʻ

̓ Ḙ︡ϤṍτΣΪϥ ᴂ Ϭ ϛʺ ᵫ◐χ∑τʺ יּ ψζχᴪ τ ΰο ᵺ ᴂ χ Ϭ ΰʺ ӪϬ οΜϥάρʻ

ṍ ᶨᵒῐτΣΪϥḘ︡Ϥ ᴂ χếᴟ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᶨᵒῐ
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˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
♂ 45 ˙31 80 ӡ/ ♂ 45 ˙31 72 ӡ/ ˢ  ˣ
♂ 30 ˙4 160 ӡ/  σΰ
♂ ˑ ʺ 820 ӡ/ ♂ ˑ ʺ 910 ӡ/ ˢ  ˣ
♂ 1,650 ӡ/ ♂ 1,900 ӡ/ ˢ  ˣ

Ḙ︡Ϥϒχ ᴂếᴟ

̙ ᵒῐ ὲ☼ τΣΪϥḘ︡Ϥϒχ ᴂϬ βϥḢם Ϟ∕ ṑʾ∕ ☼Ϭ“Ξכ◦ τΣΪϥḘ︡Ϥ
ϒχ ᴂϬ τ ᴣβϥḢ ΤϣʺЌ˔ЬЗиϾϯᴥ▄τνΜοʺ♂ ӟ 31 ӟ 45 ӟᴞχỸ χ ᴣϬ
ᾋ ΰʺ♂ χ ẉό ˑ ότ♂ χỸ ϒχ ᴟϬ ϥʻ

ᵒῐ ὲ☼ τΣΪϥЌ˔ЬЗиϾϯᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ὲ☼

̙ ʾᴪ ρχ σ ΰ›ΜϞ χḩἰּיρχ ὀϬ τ ήδϥḢם ΤϣʺᵒῐӺ Ԛχṁ χ▄
Ὧẉό☼ Ђ˔РІὓᵊχ⌠ τΣΜοʺ χӪ◘Ϭ ΰθ πʺᾖ יּ Ԍτ ΰοˮ χΩ

ᵬτΣΪϥӺ ʾϾϯχὨ ФкЈІτḩβϥϹϱЖжϱр˯τלμθ︡ Ϭ“ΞάρϬẐϛϥάρρβϥʻ

ᵒῐӺ ԚτΣΪϥḘ︡Ϥϒχ ᴂχ ם ⁮ꜘʾ ᵠ

˲▄ Ὧ ˳
̓ ☼ Ђ˔РІχὓᵊχ⌠ Ϟ ằτΚθϤʺ χӪ◘Ϭיּ ΰθӺ ẉόϾϯΥם☼πΦϥϢΞʺ יּ

χӪ◘Ὠ Ϭṁ τʺ χḩἰּיρχ ὀχ ᴂΰοΜϥάρϬẐϛϥʻ

ᵒῐӺ Ԛ

80 ӡ/ ̠72 ӡ/

♂♂
ӟ 4

♂
ӟ 30

160 ӡ/

♂
ӟ 45

910 ӡ/
̢

820 ӡ/

1,900 ӡ/
̢

1,650 ӡ/
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̙ ‰ ☼יּ τνΜοψʺ☼ πḇ Υיּ ΰθ ›τʺḇ χיּ ᴂϬ“ΞӺ Ṑḩρχ ὀχ π☼
πḇ χיּ Ϭ“ΞάρϞʺ χ יּ ϒχḇ ᶈ Ϭ ♁βϥάρΥẐϛϣϦϥάρΤϣʺӟᴞϬ ᴣβ

ϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ
ϯ ọḇ χ Ⱳ τḇ χיּ Ϭם☼βϥӺ ṐḩˢẸ ὫӺ Ṑḩˣρχ ὀ Ϭ  ΰοΜ
ϥάρʻ
ϱ Ṝӟᵰχԁ σḇ ˢ̞ˣτνΜοʺẸ Ӻ Ṑḩ ρḇ ⱲτΣΪϥ χ ᴂϬ︡ϤὨϛ
ϥρρϜτʺ ᵺẸ Ӻ Ṑḩ ρ ὀχ ʺ σ ᴂϬ“μοΜϥάρʻ

̞ ἷЀкЗϳϱиІḇ ϬḯϚʻ
ϳ ḇ ├τΤΤϥԁ χ ὯϬ θβӺ Ṑḩ Ϟ ӽχӺ◖ᵓΥ ṍ τ︠℗βϥḇ ├τḩβϥᾆ
τ╥ᴥΰʺ ᾠϞ◙ Ϭ Ϊϥάρ

̙ Ϙθʺḇ ├τἰϥԁ χ ὯϬ θβӺ ṐḩΤϣʺ☼ πḇ Υיּ ΰθ ›χḇ Ὲ χם ◙
Ϭ ΪϥάρϬ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

‰ ☼יּ τΣΪϥḇ ᴂ χΰ ⁮ꜘᵠ

ḇ Ϟ←ᵲϒχ ᴂ ΰ

医療機関等

Å 感染症法第６条第 17 項に規定する第二種協定指
定医療機関との間で、新興感染症の発生時等の対
応を行う体制を確保すること

Å 協力医療機関等との間で、感染症の発生時等の対
応を取り決めるとともに、感染症の発生時等に、
協力医療機関等と連携し適切に対応していること

高齢者施設等

Å 診療報酬における感染対策向上加算若しくは外来
感染対策向上加算に係る届出を行った医療機関又
は地域の医師会

院内感染対策に関する
研修又は訓練に年１回参加

‰ ☼יּ ḇ ├ΰ ᴥ▄ˢ ˣ
10 ӡ/Ὦˢ ˣ

医療機関等高齢者施設等
Å 診療報酬における感染対策向上加算に係る届出を

行った医療機関

３年に１回以上
実地指導を受ける

‰ ☼יּ ḇ ├ΰ ᴥ▄ˢ ˣ
͑ ӡ/Ὦˢ ˣ

第二種協定指定医療機関等
との連携

Å 第二種協定指定医療機関（新興感染症）
Å 協力医療機関等（その他の感染症）

☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ
♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ
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̙ ḇ Ϟ←ᵲχ ⱲτὋ τЂ˔РІ ằπΦϥ Ϭ  βϥθϛʺỘ Ὃ ὓᵊΥ ├ χ∑ψʺṁ
Ϭᾚ▄βϥʻ˻Ὂᵃ ͍ ḧˢ̞ˣ˼

˲ ӡ ˳
Ộ Ὃ ὓᵊ ├ ᾚ▄ ☼ ʾạ ὉЂ˔РІ ӡ χ100 χ͏τ βϥ ӡ Ϭᾚ▄ˢ ˣ

ζχ χЂ˔РІ ӡ χ100 χ͍τ βϥ ӡ Ϭᾚ▄ˢ ˣ

ˢ̞ˣ ͓ ͏Ὦ31 Ϙπχḧʺḇ χ ẉόϘϭטχ ♁χθϛχ◙ χ ẉό ←ᵲτḩβϥἇ ὓᵊχ├ Ϭ“μοΜϥ ›
τψʺᾚ▄Ϭ ΰσΜʻ ὉЂ˔РІʺ ♅ ἇ ʺạ ᵒῐ◦כτνΜοψʺ ͓ ͏Ὦ31 Ϙπχḧʺᾚ▄Ϭ ΰσΜʻ

˲▄ Ὧ˳
ḇ ΰΨψ←ᵲχΜγϦΤבֿ ψ χỘ Ὃ ὓᵊΥ├ ήϦοΜσΜ ›

Ộ Ὃ ὓᵊ ├ ⱧỘ τ βϥᾚ▄χ ⁮ꜘᵠ

Ђ˔РІˢạ Ḛ ◙ ̒ʺ ♅ ἇ ̒Ϭ Ψˣ

̙ χיּ ᾂχ ῐʺẃ χ ♁ ϬϢϤ βϥḢ Τϣʺẃ χ ψζχ™ Ϭ ♁βϥθϛχ Υ
„αϣϦοΜσΜ ›τʺṁ Ϭᾚ▄βϥʻ

‰ ẃיּ ♁χ ⁮ꜘᵠ

Ђ˔РІˢạ Ḛ ◙ ̒ʺ ♅ ἇ ̒Ϭ Ψˣ

‰ ẃיּ ♁χ

ḇ Ϟ←ᵲϒχ ᴂ ΰ

˲ ӡ ˳

‰ ẃיּ ♁ ▄ᾚ☼ם ӡ χ100 χ͍τ βϥ ӡ Ϭᾚ▄ˢ ˣ

˲▄ Ὧ˳
ẃ χ ψζχ™ Ϭ ♁βϥθϛχ ˢẃ χ ψζχ™ Ϭ ♁βϥθϛχӦԌᵓχᵫ℗ʺ◙ χ ʺᾆ χם☼ʺ Ϭיּ
ϛϥάρˣΥ„αϣϦοΜσΜ ›
̞ ♅ ἇ τνΜοψʺ͏ ḧχὊᵃ ṍḧϬ Ϊϥʻ 98



̙ ˢḘῐˣ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐτΣΪϥ ᴂ χ σϥếᴟϬ ϥḢ Τϣʺ ᴥ▄τνΜοʺ
θτ Ͼϯτḩβϥ ᾆ χיּ Ϟ Ͼϯχ◙ ʺᾆ χם☼Ϭ ᴣβϥ θσỸ Ϭ Ϊ
ϥʻ
̙ ζχ∑ʺᾝ“χᴥ▄Ỹ τνΜοψʺ θσᴥ▄Ỹ χ︡ Ϭ βϥḢ Τϣʺ ᴣχᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

ᴥ▄ˢ ˣ 800 ӡ/Ὦ ᴥ▄ˢ ˣ 920 ӡ/Ὦˢ ˣ
ᴥ▄ˢ ˣ 500 ӡ/Ὦ ᴥ▄ˢ ˣ 890 ӡ/Ὦˢ ˣ

ᴥ▄ˢ ˣ 760 ӡ/Ὦˢ  ˣ
ᴥ▄ˢ ˣ 460 ӡ/Ὦˢ  ˣ

˲▄ Ὧ˳
˻ ᴥ▄ˢ ˣ˼ˢ ˣ
̓ ᵒῐם з˔Ѝ˔ᾆ Ϭיּ ‰ χיּ ᶨꜛ ӟ χּיΥ20 χ ›ψ͍ӟ ʺ20 ӟ χ
›ψ͍τʺ ᵺ χיּ Υ19Ϭ Πο10 ψ Ϭ βέρτ͍ϬᴥΠο θ ӟ

̓ ‰ χיּ ᶨꜛ ӟ χּיτ ΰοʺ σ ϾϯϬם☼ΰθ ›
̓ ᵺⱧỘ χ Ộּיτ ΰοʺ Ͼϯτḩβϥ ӪⱧχ‮ ψṪ ◙ τἰϥᵓṳϬ ṍ τᵫ℗
̓ ᵒῐ◙ ᾆיּ Ϭ͍יּ ӟ ΰʺⱧỘ χ Ͼϯχ◙ Ϭם☼
̓ ᵒῐ ԌʺḘῐ Ԍέρχ Ͼϯτḩβϥᾆ ὓᵊϬ⌠ ΰʺᾆ Ϭם☼ ψם☼Ϭ
˻ ᴥ▄ˢ ˣ˼ˢ ˣ
̓ ᵒῐם з˔Ѝ˔ᾆ Ϭיּ ‰ χיּ ᶨꜛ ӟ χּיΥ20 χ ›ψ͍ӟ ʺ20 ӟ χ
›ψ͍τʺ ᵺ χיּ Υ19Ϭ Πο10 ψ Ϭ βέρτ͍ϬᴥΠο θ ӟ

̓ ‰ χיּ ᶨꜛ ӟ χּיτ ΰοʺ σ ϾϯϬם☼ΰθ ›
̓ ᵺⱧỘ χ Ộּיτ ΰοʺ Ͼϯτḩβϥ ӪⱧχ‮ ψṪ ◙ τἰϥᵓṳϬ ṍ τᵫ℗
˻ ᴥ▄ˢ ˣ˼ˢᾝ“χ ρ αˣ
̓ ‰ χיּ ᶨꜛ ӟ χּיτ ΰοʺˢḘῐˣ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐϬ“μθ ›
˻ ᴥ▄ˢ ˣ˼ˢᾝ“χ ρ αˣ
̓ ᵒῐ Ỹ Υ ᵒῐ͎πΚϥּיπΚμοʺ ‰ χיּ ᶨꜛ τᵺ βϥּיτ ΰοʺˢḘῐˣ ṛ Ṑ
ἷạ ᵒῐ“μθ ›

χ ᴂ ΰ

ˢḘῐˣ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐτΣΪϥ ᴂ χếᴟ ⁮ꜘᵠ

ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐʺḘῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ
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̙ χ“ ʾ ˢBPSDˣχ ᾝϬ τ ΩθϛʺΚϥΜψ ᾝⱲτ ṍτ ᴂβϥθϛχ ⱲΤϣ
χ︡ Ϭ βϥḢ Τϣʺ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

˲ ӡ ˳
Ў˔ЭϾϯ ᴥ▄ˢ ˣ150 ӡ/Ὦˢ ˣ Ў˔ЭϾϯ ᴥ▄ˢ ˣ120 ӡ/Ὦˢ ˣ

˲▄ Ὧ˳
̓ χ“ ʾ ˢBPSDˣχ ᾝϬ τ ΩθϛʺΚϥΜψ ᾝⱲτ ṍτ ᴂβϥθϛχ Ⱳ
Τϣχ︡ Ϭ βϥḢ ΤϣʺӟᴞϬ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

˻ Ў˔ЭϾϯ ᴥ▄ˢ ˣ˼ˢ ˣ
ˢ1ˣⱧỘ ψ☼ τΣΪϥ יּ ψ χיּ χΞκʺ ӤχּיτϢϥ ᶨτ βϥ ӪϬ ρβϥ

χּיχ ϛϥᶤ›Υ͎ χ͍ӟ ʻ
ˢ2ˣ χ“ ʾ χ ẉό ᾝⱲχ ṍ ᴂτⱢβϥ ᵒῐχ◙ τἰϥ σᾆ Ϭ ΰοΜϥּי

ψ ᵒῐτἰϥ σᾆ ẉό χ“ ʾ χ τⱢβϥϾϯФкϽжЭϬḯϭιᾆ Ϭ ΰθּי
Ϭ͍ ӟ ΰʺΤνʺ χᵒῐ ԌΤϣσϥ χ“ ʾ τ ᴂβϥЎ˔ЭϬ ϭπΜϥʻ

ˢ3ˣ τיּ ΰʺᾤ τ χ“ ʾ χ ᴣϬὓᵊ τ“Μʺζχ ᴣτṁξΨ Ϭ ΰʺ χ“ ʾ
χ τⱢβϥЎ˔ЭϾϯϬם☼ʻ

ˢ4ˣ χ“ ʾ χ τⱢβϥ ϾϯτνΜοʺϸрТϮйрІχᵫ℗ʺὓᵊχ⌠ ʺ χ“ ʾ
χ ẉό τνΜοχ ṍ σ ᴣʺϾϯχ Ϥ Ϥʺὓᵊχᾋ ΰ Ϭם☼ʻ

˻ Ў˔ЭϾϯ ᴥ▄ˢ ˣ˼ˢ ˣ
ʾˢ ˣχˢ1ˣʺˢ3ˣẉόˢ4ˣτἿΫϥṁ τ ›ʻ
ʾ χ“ ʾ χ τⱢβϥ ᵒῐτἰϥ σᾆ Ϭ ΰοΜϥּיϬ͍ ӟ ΰʺΤνʺ

χᵒῐ ԌΤϣσϥ χ“ ʾ τ ᴂβϥЎ˔ЭϬ ϭπΜϥʻ

χ ᴂ ΰ

ᴂἷẶ ᶨᵒῐʺᵒῐ ᾑ☼ τΣΪϥ
ⱲΤϣχ χ“ ʾ χ ʺ ṍ ᴂχ

⁮ꜘᵠ

ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

100



̙ יּ Ϭὖᾚΰʺ χⱱ ᴦ χᶎ Ϭ ϥρρϜτʺ ♅ ἇχ Ⱳʾ σ ʺӗ Ϭᶎ βϥ
Ḣ Τϣʺԁ χ ἇτνΜο ρ χ Ϭ βϥʻζχ∑ʺ ϒχיּ σ ρ χӪᾋϞ
χיּ ệ Ϭ ϘΠθ ӛσςϬ“Ξάρρβϥʻ

♅ ἇ ʾ ♅ ἇ χᾋ ΰ

ԁ χ ♅ ἇτἰϥ ρ χ χ ʾ⁮ꜘʾ ᵠ

♅ ἇ ̒ʺ ♅ ἇ ̒ʺạ ᵒῐ◦̒כ

˲ ʾ ῇχЯИЌзрϽϞЮрГЗрІ χΚϤ ˳

˻ ῇ˼
̓ ᵫ◐ῇ σΨρϜ͒Ὦӟ τԁ ЯИЌзрϽϬ“Μʺ

Ὃ χ τνΜοᾁ βϥʻ

˻ ῇ˼
̓ ♅ ἇ ὓᵊτΣΪϥ χ ệϬᶎ βϥʻ
̓ יּ Τϣχ τᴂαοʺ ♅ ἇχ► ệϬᶎ
ΰʺ σ ›ψʺ► χ◙ Ϟ Ϭ“ΞϢΞ ϛϥʻ
̓ τיּ ΰʺ ἇ›Ⱳχ Ϭ ằβϥʻ

˲ χיּ ρ ʾФкЈІ˳

יּ χӪ◘Ὠ τṁξΦʺ ψ Ϭ πΦϥάρ
ρΰʺᵒῐ◦כ ԌϞ ♅ ἇ Ԍψʺ ψ Ϭ

πΦϥάρτνΜο σ Ϭ“Μʺ τ θμοχ
σ ằẉόӺ◖Ϟ χӪᾋʺ χיּ ệ Ϭ

ϘΠθ ӛϬ“Ξάρρβϥʻ

˲ χ ρβϥ ♅ ἇχ ʾ ˳

˓ ᾧ Ік˔Ф ˓ “Ṁˢ Ϭכּ“ Ψˣ

˓ ˢ ξΠϬ Ψˣ ˓
̞ ♅ ἇ ԌΥם☼
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͎ʽꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ ᴂ
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̙ зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ Ϭ ΰʺꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁Ϭ῟ᴮ τ ϛϥḢ
Τϣʺ зМРзГ˔ЄдрτΣΪϥзМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄τνΜοʺ θσỸ Ϭ Ϊϥʻ

̙ Ϙθʺᵒῐ ὲ☼ ʾᵒῐӺ Ԛʾᵒῐ ♅☼ χḩἰᴥ▄τνΜοʺ θσỸ Ϭ Ϊϥʻ

зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ χ ⁮ꜘᵠ

зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡

˲ ӡ ˳ˢ зМРзГ˔Єдрχ ›ˣ
зМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄(ϱ) Ӫ χ βϥὮΤϣ͒Ὦӟ 560 ӡ/Ὦʺ͒Ὦ 240 ӡ/Ὦ
зМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄(к) Ӫ χ βϥὮΤϣ͒Ὦӟ 593 ӡ/Ὦʺ͒Ὦ 273 ӡ/Ὦ
зМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄(М)ˢ ˣ Ӫ χ βϥὮΤϣ͒Ὦӟ 793 ӡ/Ὦʺ͒Ὦ 473 ӡ/Ὦ

̞ ⱧỘ χӺ◖Υ יּ τ ΰʺ ӪϬ θ ›ʺ Ṝτ270 ӡϬᴥ▄
˲Мχ▄ Ὧ˳
ϯ ῢ‘ϯЈІЮрЕẉόֵ ϯЈІЮрЕϬ“μοΜϥάρʻ
ϱ зМРзГ˔Єдрὓᵊ χ τνΜοʺзМРзГ˔Єдрʾῢ‘ʾֵ χ Ϭḩἰ χḧπԁ τẶ βϥάρʻζχ∑ʺ τᴂαο LIFE
τ ΰθ Ϭᶨ ΰοΜϥάρʻ

ϳ Ặ ΰθ Ϭ ϘΠʺзМРзГ˔ЄдрὓᵊτνΜο σᾋ ΰϬ“Μʺᾋ ΰχ τνΜοḩἰ τ ΰẶ ΰοΜϥάρʻ

зМРзГ˔Єдрʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛʺᵒῐ ♅☼

ῢ‘Ṑ ΰ ᴥ▄( )ϱ

зМРзГ˔Єдр ῢ‘ ֵ

зМРзГ˔Єдр
ЫКЅЮрЕᴥ▄

ˢԁ τם☼ΰθ ›χ ᴣσΰˣ

Ͼϯ

ˢԁ τם☼ΰθ ›χ ᴣχ ˣ

ֵ ᵠ ᴥ▄ֵ ᵠ ᴥ▄

зМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄ˢМˣ
зМτ δοῢ‘ʾֵ χϯЈІЮрЕϜם☼
зМʾῢ‘ʾֵ χ Ϭḩἰ ḧπԁ τẶ
зМРзГ˔Єдрὓᵊ χᾋ ΰ

Ặ ήϦθ Ϭᶨ

ᾝ“ ᵠ ῇ

ῢ‘Ṑ ΰ ᴥ▄

ῢ‘Ṑ ΰ ᴥ▄
ˢ ˣ

ֵ ϯЈІЮрЕ
ᴥ▄

зМРзГ˔Єдр
ˢṁ Ђ˔РІˣ

Ͼϯ

ϯЈІЮрЕˢзМʾῢ‘ʾֵ πԁ τם☼ˣ
ϯЈІЮрЕˢᾤ τם☼ˣ

зМРзГ˔Єдр
ˢṁ Ђ˔РІˣ

ˢ ʾᾝ“χ Ὧχ ϙ Πˣ
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̙ ṛ ἷⱧỘ πΚμοϜзМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕϬם☼βϥ Υ ΰοΜϥⱧỘם Ϭ ᴣβϥ
Ḣ Τϣʺ зМРзГ˔ЄдрχⱧỘ ṛ χṁ τνΜοᾋ ΰϬ“Ξʻ

зМРзГ˔ЄдрχⱧỘ ṛ ṁ χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ ˵зМРзГ˔Єдр˵

˲▄ Ὧ˳
̓ ᾝ“͏ ᵬτ ΤϦοΜϥⱧỘ ṛ χṁ Ϭʺ ṛ ἷʾ ṛ ἷχ͎ ᵬτ  βϥʻ
̓ ṛ ἷⱧỘ χΞκʺӟᴞχ ὯϬ ο θβⱧỘ τνΜοψʺ ṛ ἷρ χ ᴣϬ“Ξʻ
ʾ зМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄χ▄ Υʺ יּ χ80%Ϭ ΠοΜϥάρʻ
ʾ τיּ βϥзМРзГ˔Єдр χ Υ10ʿ͍ӟ πΚϥάρʻ

зМРзГ˔Єдр

ᾝ“ ᵠ ῇ

ṛ ἷ ṛ ἷ ṛ ἷ

366˙1369
ӡ̞

361˙1325
ӡ̞

353˙1282
ӡ̞

ṁ χ
ӡ

ϓט 750יּ 900 750

ὯϬ θΰθ ›
ṛ ἷρ χ ᴣ

ṛ ἷ ṛ ἷˢ ˣ

369˙1379
ӡ̞

357˙1300 ӡ̞

ϓט יּ

ṁ χ
ӡ

̞ Ⱳḧʺ ᵒῐ τ

V зМРзГ˔ЄдрЫКЅЮрЕᴥ▄Ϭ▄ ΰοΜϥ Υ80%ӟיּ

V зМРзГ˔Єдр χ Υ10ʿ1ӟ
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̙ ạ Ḛ ◙ τνΜοʺ Ђ˔РІ τיּ βϥḚ ֵ ●τϢϥֵ Ⱨ◙ ẉόⱦᴬ־ ● τ
Ϣϥⱦᴬ־ ◙ Ϭ ήδϥḢם Τϣʺ▄ Ϭ Ԛ ψ Υ₉ σּיΤϣ Ԛ₉ σּיτᾋ βʻ

˲▄ ˳
̓ Ḛ ֵ ●ẉόⱦᴬ־ ● Υ“Ξạ Ḛ ◙ τνΜοʺ▄ Ϭˮ Ԛ ψ Υ₉ σּי˯Τ
ϣˮ ԚΥ₉ σּי˯τᾋ βʻ

ạ Ḛ ◙ τΣΪϥḚ ֵ ●ẉόⱦᴬ־ ● χ Ђ˔РІ τיּ βϥᵒ χ ם ⁮ꜘᵠ

ạ Ḛ ◙ ̒

зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ ˵ῢ‘ʾֵ ˵

利用者の状況 通所可 通所不可

通院可 × ×

通院不可 × ○

利用者の状況 通所可 通所不可

通院可 × ×

通院不可 ○ ○

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
̓ʿ▄ ᴦ
˷ʿ▄ ᴦ

̓ʿ▄ ᴦ
˷ʿ▄ ᴦ
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˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ ῢ‘ ὀếᴟᴥ▄ 50 ӡ/ᵕˢ ˣ

˲▄ Ὧ ˳
̓ ⱧỘ χ ỘּיΥʺῢ‘χὲῴ χ ᴣϬם☼ΰθ ›τΣΜοʺ χיּ ӪϬ οʺⱦᴬӺ Ṑḩẉ
όᵒῐ◦כ Ԍτ ΰʺ ᵺ ᴣχὫᴮϬ ằΰθ ›τʺ͍Ὦτ͍ᵕτᾢϤ ӡ Ϭᴥ▄βϥʻ
̓ ⱧỘ ψ χῢ‘χὲῴיּ τἰϥ ᴣϬ“Ξτ θμοʺ χⱦᴬ Ỹ ‹C000τἿΫ
ϥⱦᴬ χ▄ χם ΥΚϥⱦᴬӺ ṐḩχⱦᴬӺ◖ ψⱦᴬӺ◖χ◙ꜘϬ Ϊθⱦᴬ־ ●Υʺ
ᵺ ỘּיΤϣχ τ ᴂβϥ Ϭᶎ ΰʺζχ☿Ϭ π︡ϤὨϛοΜϥάρʻ

зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ ˵ῢ‘˵

̙ ὉЂ˔РІẉό ṍ ὉЂ˔РІτΣΜοʺ ԌτϢϥ χῢ‘χיּ χᶎ τϢμοʺⱦᴬ
τϢϥ σῢ‘Ḛ χם☼τνσΫϥḢ ΤϣʺⱧỘ ρⱦᴬ χ ὀχᴞʺᵒῐ Ԍ τϢϥῢ‘־
ẉόῢ‘Ṑ χ ᴣχם☼ ότ χיּ ӪχᴞχⱦᴬӺ Ṑḩẉόᵒῐ◦כ Ԍϒχ ằϬ ᴣβϥ
θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

ὉЂ˔РІẉό ṍ ὉЂ˔РІτΣΪϥῢ‘Ḛ τἰϥ ὀχếᴟ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐʺ Ḙῐ̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒ʺ ṍ ᶨᵒῐ̒ʺ ṍ ᵒῐ̒ʺ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐ

τᴂα
ο

Ḙῐ◖ʺзМРзГ˔Єдр ʺᵒῐ Ԍ

ằ

ᵒῐ◦כ Ԍ

ὀⱦᴬӺ Ṑḩ

˲Ђ˔РІ ˳
ᵒῐʺ Ḙῐ̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒ʺ
ṍ ᶨᵒῐ̒ʺ ṍ ᵒῐ̒ʺ

ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐˢ̒ ϜḯϚˣ

ῢ‘χὲῴ
χ ᴣ

ⱦᴬӺ Ṑḩ ＋
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зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ ˵ֵ ˵

̙ ᵒῐ ᾑ☼ Τϣʺạ ʺ χᵒῐ ᾑ☼ ʺӺ Ṑḩ τ βϥּיχֵ Ḛ τḩβϥ ὀΥ Ϧ σ
Ψ“ϩϦϥϢΞτβϥḢ Τϣʺᵒῐ ᾑ☼ χḚ ֵ ●Υʺᵒῐ ᾑ☼ χ יּ χֵ Ḛ τḩβϥ
τνΜοʺ χᵒῐ ᾑ☼ ϞӺ Ṑḩ τ ằβϥάρϬ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ Ⱳֵ ὀᴥ▄ 70 ӡ/ᵕˢ ˣ

˲▄ Ὧ˳
̓ יּ
ʾῡ Υ ϛϥ ̞Ϭ ρβϥ יּ ψ
ֵ τΚϥρӺ◖Υ ΰθ ʻיּ

̓︠σ▄ Ὧ
ʾḚ ֵ ●Υʺ χӺ Ṑḩ τ ΰοʺ

ᵺּיχֵ Ḛ τḩβϥ Ϭ ằβϥʻ
ʾ͍ὮτνΦ͍ᵕϬᾢ ρΰο ӡ Ϭ▄ βϥʻ

χֵיּ Ḛ τḩβϥ ὀχ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

ᵒῐ ᾑ☼ A

ꜛ
ˢ∕ Ӻ Ṑḩˣ

ᵒῐ ᾑ☼ B Ӻ Ṑḩ

ֵ Ḛ τḩβϥ

כ̞ Ⱶ χ ︣ ρΰοʺӺ◖χ “βϥ
Ⱨ τṁξΦ ằήϦθ σֵ ẉό Ϭ
βϥ ʺ ḟ ʺ ʺӴ
ʺ Ὤ ʺ Ӱל♦ʺ ʺ ʺ
ᴞ₉ χθϛχיּ ʺὊḚֵ χθϛχ
ῡ ẉό σ ›χᾁ₰ ˢ σϥ
ẉό Ϭ Ψʻˣ

ᵒῐ◦כ Ԍ

＋
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ᵒῐ ᾑ☼ A

Ӻ Ṑḩχ
Ḛ ֵ ●

ᵒῐ ᾑ☼ Aχ
Ḛ ֵ ●

™ Ⱳֵ ὀᴥ▄

˲ ˳יּ
ῡ Υ ϛϥ Υ σּי

˲▄ Ὧ˳
ֵ τḩβϥ◙ ψϸрТϮйрІτ ̞ΰʺӺ Ṑḩ
χḚ ֵ ●ρ ὀΰοʺ ⱳ ῇχֵ ϾϯὓᵊϬ⌠
βϥʻ

̞ ᵺּי χ ӪϬ θΞΠπГйР Ϭᶨ ΰο“Ξ
άρϜᴦ ʻ

☼ ӱ
Ԛ

ꜛ

☼ Ԛ
Ԛ

ꜛ Ԛ

Ԛ χ
☼ τ
™

Ԛ

ֵ ằᴥ▄
ˢ ˣ

Ⱳֵ ὀᴥ▄ˢ ˣ

˲ ˳יּ
ῡ Υ ϛϥ Ϭ ρβϥ יּ ψʺ
ֵ τΚϥρӺ◖Υ ΰθ יּ

˲▄ Ὧ˳
ʾḚ ֵ ●Υʺ χӺ Ṑḩ τ ΰοʺ
ᵺּיχֵ Ḛ τḩβϥ Ϭ ằβϥʻ

ʾ͍ὮτνΦ͍ᵕϬᾢ ρΰο ӡ Ϭ▄ βϥʻ

Ӻ Ṑḩ

ֵ τḩβϥ ὀχϱЮ˔Ѕ

ГйР Ϝᶨ ᴦ

ᴞ ʿͧ͒ ᵠ Ⱨ‮

зМРзГ˔ЄдрʾṐ Ἡ ʺῢ‘ʺֵ χԁ ︡ ˵ֵ ˵

ꜛ
ˢ∕ Ӻ Ṑḩˣ

ᵒῐ ᾑ☼ B Ӻ Ṑḩ

＋
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˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

ᵒ ᴥ▄ˢ ˣ 40 ӡ˗  σΰ
ᵒ ᴥ▄ˢ ˣ 55 ӡ˗  σΰ

˲▄ Ὧ˳
˻ ᵒ ᴥ▄( ˣ˼ˢᾝ“χ ᵒ ᴥ▄ˢ ˣχ ὯτᴥΠοˣ
ʾ ᵒ τḩϩϥ Ԍτ ΰʺ ᵒ τḩβϥᾆ Ϭ“ΞάρϬ θσ Ὧρΰο Ϊϥʻ
˻ ᵒ ᴥ▄( ˣ˼ˢᾝ“χ ᵒ ᴥ▄ˢ ˣχ ὯτᴥΠοˣ
ʾ Ӻ◖ τ ϩϤᵒῐ ԌΥ ΰʺӺ◖ χ◙ꜘχϜρ ṐṀ Ϭᶨ ΰο ệ ӃϬ“ΜʺӺ◖ Υ ᴣʾ ᾠβϥ

›τΣΜοϜ▄ ᴦ ρβϥʻ

ˢ▄ Ὧτἰϥᾝ“χQ̍AϞ ӪⱧ‮ πꜘΰοΜϥ Ϭ⁮ꜘτ Ṝβϥˣ

ᴦ σ ρΰοʺ χיּ ⌠ẉό χḕẽχע ᴣϬ“ΞάρΥπΦϥ ♅ ἇ ԌʺṐ Ἡ ◙ Ԍʺ ӽ ᶧ◦כЈрЌ˔χ
Ԍζχ ᵠ τḩβϥ ꜡ẉόὊᾓϬ βϥּיϬ Ṝβϥʻ
ᾤ χ ὓᵊτ βϥ Ϭ ᵒῐὓᵊτṜ∏βϥάρϬϜμοᾤ χ ὓᵊχ⌠ τ ΠϥάρΥπΦϥάρϬ Ṝβϥʻ
χạיּ χ ệτựΜḕẽχ ꜘρΰοʺ ♅ ἇ Ϭ βϥάρτϢϤʺ χạיּ χ χע ệϬ™ᾝΰοΜϥϜχϬ Ṝβϥʻ

̙ ᵒῐ τΣΪϥ ᵒ ᴥ▄τνΜοʺ ᵒ Ṫ χΰ Ϟ χạיּ τΣΪϥꜛ ΰθ χ︡ Ϭ
βϥḢ Τϣʺᾋ ΰϬ“Ξʻ

ᵒῐ τΣΪϥ ᵒ ᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘʾ ᵠ

ᵒῐʺ ӽ ἷ ᵒῐʺ ᴂἷ ᵒῐ̒ʺ зМРзГ˔Єдрˢᴥ▄ χϙˣ

ꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τἰϥ︡ χ

入浴介助を行う職員に対し、
入浴介助に関する研修等を
行うこと。

＜入浴介助加算（Ⅰ）＞

医師等による利用者の居宅への訪問が困難な場合には、医師等の指示の下、介護職員が利用者の居宅を訪問し、情報通信
機器等を活用して把握した浴室における利用者の動作及び浴室の環境を踏まえ、医師等が評価・助言を行っても差し支えない。

＜入浴介助加算（Ⅱ）＞入浴介助加算（Ⅰ）の要件に加えて

＜訪問可能な職種＞
医師、理学療法士、作業療法士、介護福
祉士、介護支援専門員、利用者の動作及
び浴室の環境の評価を行うことができる福祉
用具専門相談員、機能訓練指導員、地域
包括支援センターの職員その他住宅改修に
関する専門的知識及び経験を有する者

109



̙ ∕ ṑʾ∕ כ◦ ᴣ◙ ẉό ὯτνΜοʺᵒῐ ὲ☼ χ∕ ṑʾ∕ Ṑכ◦ Ϭ τ
βϥḢ Τϣʺ◙ χ︡ ệ Ϝ ϘΠʺӟᴞχᾋ ΰϬ“Ξʻζχ∑ʺ6 ὮχὊᵃ ṍḧϬ Ϊϥάρ

ρβϥʻ
ϯ ῇ ◙ ᶤ›τἰϥ◙ τνΜοʺζϦηϦχỸ χṁ ϬԏΦ Ϋϥʻ
ϱ ῇ ◙ ᶤ›τἰϥ◙ τνΜοʺζϦηϦχỸ χṁ ϬԏΦ Ϋϥʻ
ϳ כ◦ Ԍχ ᶤ›τἰϥ◙ τνΜοʺ◦כ Ԍρΰοּזᵓ ♅●Ϭ ΰοΜϥάρϬ ᴣβϥʻ

̙ Ϙθʺṁ τνΜοʺ∕ ṑʾ∕ Ṑכ◦ τἰϥ◙ χᾋ ΰϬ ϘΠʺ☼ ἷέρτ σ
τᾋ ΰϬ“Ξάρρβϥʻ

ꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τἰϥ︡ χ

ᵒῐ ὲ☼ τΣΪϥ∕ ṑʾ∕ Ṑכ◦ χ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ὲ☼

∕ ṑʾ∕ כ◦ ◙ ʿᴞṜ ᴣ‮ ˢ ˙ ˣτνΜοʺ‮ τᴂαθ Ϭ ΰ›ϩδθ ˢΩ‰ ʿ90ˣ

∕ ṑ 50̋ 20 30̋ 10 30̋ӟᴞ 0

ЦАЖᵕ 10̋ӟ 20 5̋ӟ 10 5̋ 0

ῇ ◙ ᶤ› 30̋ӟ 10 ̰35̋ӟ 10 10̋ӟ 5̰15̋ӟ 5 10̋ 0̰15̋ 0

ῇ ◙ ᶤ› 30̋ӟ 10̰35̋ӟ 10 10̋ӟ 5̰15̋ӟ 5 10̋ 0̰15̋ 0

ạ Ђ˔РІχם☼ 3ơƖƱǄƣ5
2Ђ˔РІˢ зМРз
Г˔ЄдрϬḯϚˣ 3

2Ђ˔РІ1 ͌ʺ͍Ђ˔РІ͌

зМ χ ᶤ›
5ӟ ˢPT, OT, STΜγϦ

Ϝ ˣ 5
5ӟ 3 3ӟ 2 3 0

כ◦ Ԍχ ᶤ›
3ӟ 5

̰3ӟ ˢּזᵓ ♅●χ
ΚϤˣ 5

ˢ σΰˣ
̰3ӟ ˢּזᵓ ♅●χ

σΰˣ 3
2ӟ 3 ̰2ӟ ͍ 2 0

ᵒῐ͐ ψ͑χᶤ› 50̋ӟ 5 35̋ӟ 3 35̋ 0

Ẋԏχם☼ᶤ› 10̋ӟ 5 5̋ӟ 3 5̋ 0

ὊḚֵ χם☼ᶤ› 10̋ӟ 5 5̋ӟ 3 5̋ 0

̞ᴞ Υᾋ ΰᴷ
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̙ ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣτνΜοʺ☼ τΣΪϥЪзТϮ˔ЫЄ˔ᵔ χ︡ Ϭ βϥḢ Τϣʺ χ︠ⱵӺρ
ὀΰο −Ϭ ᴣʾ ΰθ ›τᴥΠʺ☼ τΣΜο −Ϭ ᴣʾ ΰθ ›Ϭ ᴣβϥ θσỸ Ϭ Ϊϥʻζχ πʺ
χ︠ⱵӺρ ὀΰο −Ϭ ᴣʾ ΰθ ›χỸ Ϭ‰Ψ ᴣβϥʻ

̙ Ϙθʺ θτӟᴞχ ὯϬ Ϊϥʻ
ϯ Ϭ  βϥ∑χ ӪⱧʺ◖ӺϬ‮ −◖ẉόḘῐ◖ χ πẶ ΰʺ  τ Ξ χӂᴟϞ θσ ⌠ χ τ
νΜοʺ πᶎ ΰʺ τᴂαο › τ ᴣϬ“Ξάρʻ
ϱ τ͒ ӟ χ Υ ήϦοΜϥ Ϭ ρβϥάρʻ
ϳ Ϟζχᴪיּ τ ΰοʺ  τ Ξ ӪⱧχ‮ ϞЪзТϮ˔ЫЄ˔τḩβϥԁ σ Ӫχἴ Ϭ“Ξάρʻ

ꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τἰϥ︡ χ

ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ὲ☼ ̞ ͍יּ τνΦ͍ᵕϬᾢ ρΰοʺ ᵺ χיּ Ⱳτᴥ▄

ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣϱ 140 ӡ/ᵕˢԁ  ˣ
˻ χ︠ⱵӺρ ὀΰο −Ϭ ᴣʾ ΰθ ›˼

ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣк 70 ӡ/ᵕˢ ˣ
˻☼ τΣΜο −Ϭ ᴣʾ ΰθ ›˼

ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣ 240 ӡ/ᵕ
˻ ϬLIFEτ ˼

ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣ 100 ӡ/ᵕ
˻ Ⱳτʺ Ⱳρ ϓο͍ ӟ ᾚ ˼

Ӻ◖ ψ −◖Υ‰ χיּ τḩβϥᾆ Ϭ „βϥάρʻ
ῇ͍Ὦӟ τʺ ệτᴂαο χיּ χ Ϭ  βϥᴦ
ΥΚϥάρτνΜο︠ⱵχӺ◖τ ΰʺ›ӪΰοΜϥάρʻ
τ ᵺ τ͒יּ ӟ χ Υ ήϦοΣϤʺ☼

χӺ◖ρ ᵺ χ︠ⱵχӺ◖ΥẶיּ ΰʺ τ ᵺ χ
Ϭ › τ ᴣẉό ΰʺΤνʺ σ◙ Ϭ“Ξάρʻ
τ ᵺ χיּ χ τ  ΥΚμθ ›ψӺ◖ʺ −

◖ʺḘῐ◖ χḩἰ ḧπ Ặ Ϭ“Μʺ  ῇχ χיּ
τνΜοʺ πᶎ Ϭ“Ξάρʻ
Ⱳρ Ⱳχ χ τ  ΥΚϥ ›ψ  χὊӳʺ  

ῇχ χיּ τνΜοʺ Ⱳ ψ ῇ͍Ὦӟ τ ᵺ
χ︠ⱵχӺ◖τיּ ằϬ“Μʺζχ Ϭ τṜ∏ΰο
Μϥάρʻ

Å ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣϱχ Ὧ ʺ ʺ
τἿΫϥṁ χΜγϦτϜ ›ΰοΜϥάρʻ

Å τ͒ ӟ χ Υ ήϦοΜθ יּ
τνΜοʺ☼ τΣΜοʺ τ −χ ›
σ ᴣẉό Ϭ“ΜʺΤνʺ σ◙ Ϭ“
Ξάρʻ

Å ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ ˢ ˣϱ ψкϬ▄ ΰοΜϥάρʻ
Å ᵺ χיּ χ Ϭῡ τ ΰʺ τ θμοʺ
ᵺ ζχ χ Τν ῟σם☼χθϛτ σ Ϭᶨ ΰο
Μϥάρʻ

Å ΤΤϤνΪӺ ὀ − ᴥ▄ˢ ˣϬ▄ ΰοΜϥάρʻ
Å ⱲτΣΜο ήϦοΜϥ χ Υʺ Ⱳτ ήϦοΜθ

χ τ ϓο͍ ӟ ᾚ ΰοΜϥάρʻ
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Â ᴬᶘ ᵒῐ ᴥ▄τνΜοʺלχ‰Μ χ ʾ Ϭᴦ ρΰʺ Ϭὖᾚΰᴬᶘ ᵒῐϬ
βϥḢ Τϣʺᾋ ΰϬ“Ξʻ

̓ LIFEϒχД˔Ќ τνΜοʺ χLIFEḩ ᴥ▄ρ›ϩδʺ σΨρϜˮ͏Ὦτ͍ᵕ˯τᾋ βʻ
̓ ζχ ʺLIFEḩ ᴥ▄τẶ ΰθӟᴞχᾋ ΰϬם☼ʻ
Å ‮ χ Ṱχ ᶎᴟϞʺ χᴥ▄ρẶ βϥ‮ χ ♥Ϭ ԁᴟβϥ
Å ԁχ τיּ χᴥ▄Ϭ▄ βϥ ›τʺԁ χ ὯᴞπД˔Ќ χЌϱЬрϽϬ ԁπΦϥϢΞτβϥ

ᴬᶘ ᵒῐ ᴥ▄χᾋ ΰ

ᵒῐʺ ӽ ἷ ᵒῐʺ ᴂἷ ᵒῐ̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒ʺ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ
ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ̒ʺ ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺḘῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺ

ᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

LIFEϬᶨ ΰθלχ‰Μᵒῐ

Â ꜛ כ◦ ᴥ▄τνΜοʺלχ‰Μ χ ʾ Ϭᴦ ρΰʺ Ϭὖᾚΰᴬᶘ ᵒῐϬ βϥḢ
Τϣʺᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
ꜛ כ◦ ᴥ▄ 300 ӡ/Ὦ ꜛ כ◦ ᴥ▄ 280 ӡ/Ὦˢ  ˣ

ˢᵒῐ ὲ☼ ψ300 ӡ/Ὦˣ
˲ᾋ ΰ ˳

̓ Ӻᶘ ᴣχ τνΜοʺ◦כὓᵊχᾋ ΰẉόД˔Ќ χ ρ›ϩδʺˮ͏Ὦτ͍ᵕ˯ϒᾋ βάρ
πʺⱧ χὖᾚϬ“Ξʻ

̓ ζχ ʺLIFEḩ ᴥ▄τẶ ΰθᾋ ΰϬם☼ʻ

ꜛ כ◦ ᴥ▄χᾋ ΰ

ᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

⁮ꜘʾ ᵠ

⁮ꜘʾ ᵠ
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LIFEϬᶨ ΰθלχ‰Μᵒῐ

Â ADLӲⱱ ᴥ▄ʺ δν◦כᴥ▄ʺ ЫКЅЮрЕᴥ▄ˢᵒῐӺ Ԛψ ├◙ Ḛ ˣτνΜοʺᵒῐχלχΰ τἰϥ︡
Ϭԁ βϥḢ Ϟꜛ ʾכ◦ ᴟ ♁τΰΪθ︡ ϬϢϤԁ βϥḢ Τϣʺᾋ ΰϬ“Ξʻ

ϯϳЕϸЭ ᴣχ ▄χθϛχᴥם χᾋ ΰ ⁮ꜘʾ ᵠ

˲ ӡ ˳
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼

ADLӲⱱ ᴥ▄ˢ ˣ ADL ˢ̞ˣΥ͍ӟ ADL Υ͍ӟ
ADLӲⱱ ᴥ▄ˢ ˣ ADL Υ͎ӟ ADL Υ͏ӟ ˢϯϳЕϸЭ ᴣχ ˣם

ˢ̞ˣADL ʿ ᴣ ᵫ◐Ὦχ ὮΤϣṞ▄ΰο͒Ὦ χὮτ ΰθ͖͙͡ Τϣ ᴣ ᵫ◐Ὦτ ΰθ͖͙͡ Ώ ΰο θ Ϭ Μο
ԁ χṁ τṁξΦ▄ ΰθ χ ỡ

̓ ADL χὓ▄ τνΜοʺ ᵕχ ᵒῐ Τϣ12Ὦӟ χּיϞ χⱧỘ Υ ằβϥзМРзГ˔ЄдрϬ ΰοΜϥ
›τΣΪϥ ὯϬḛ ᴟβϥʻ˲ ᵠ ˳

ᵒῐʺ ӽ ἷ ᵒῐʺ ᴂἷ ᵒῐʺ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ
ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐ

˻ADLӲⱱ ᴥ▄˼

̓ ϸГ˔Гиχ ẠτνΜοʺ δν◦כᴥ▄π ᴣχ ρσϥϯϳЕϸЭϒ ᴥβϥʻ
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
ʾ ʾ χ χᵠ ʾ ʾ χ χᵠ
ʾΣϚν► ΚϤ̠σΰτᵠ ʾΣϚν► ΚϤ̠σΰτᵠ

ʾ ϸГ˔Ги ̠ ẠˢϯϳЕϸЭ ᴣχ ˣם

Ḙῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

˻ δν◦כᴥ▄˼

̓ χⱵ ῇτ™ ΥσΜάρτᴥΠʺⱵ τνΜοϜʺ ЫКЅЮрЕᴥ▄ π ᴣχ ρσϥϯϳЕϸЭτᾋ βʻ
˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
ʾ χзІϼΥ‰Μ τיּ χ ΥσΜ ʾ χзІϼΥ‰Μ τיּ χ ΥσΜ
ʾ☼ Ⱳ τ ϛθ χⱵ ῇτ™ ΥσΜ ʾ☼ Ⱳ τ ϛθ χⱵ ˢϯϳЕϸЭ ᴣχ ˣם

Ḙῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ

˻ ЫКЅЮрЕᴥ▄ ˼
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͏ʽ ῟σᵒῐЂ˔РІχל σ ằτΰΪθ ΦϞβΜ ξΨϤ
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ᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ

̙ ᵒῐᾝ π Ψ ˑτρμοʺ ͒ τ2.5̋ʺ ͓ τ2.0̋χЦ˔ІϯАФϒρᶎםτνσΥϥϢΞ
ᴥ▄ χԏ ΫϬ“Ξʻ

̙ ᵒῐ Ԍ χᶎ τΰΪοʺᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ χθϛχ ΥπΦϥιΪ ΨχⱧỘ τᶨ ήϦϥϢΞ
βϥḢ Τϣʺᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄ʺᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄ʺᵒῐ Ԍ Ц˔ІϯАФ ᴥ▄τνΜכ◦
οʺᾝ“χᶆᴥ▄ʾᶆỸ χ Ὧẉόᴥ▄ Ϭ ϙ›ϩδθ͐ ᵬχˮᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄˯τԁ ᴟϬ“Ξʻ

̞ ԁ ᴟῇχᴥ▄τνΜοψʺⱧỘ πχ σ ḧ Ϭ ϛϥʻϘθʺ ∙ᶎ τΰΪοϢϤ῟ᴮ σ
Ὧρβϥ χḢ ΤϣʺὮᶛ Ỳχᵠ τḩβϥ Ὧẉό ḕẽ ὯϬᾋ βʻ

̞ʿᴥ▄ ψЂ˔РІ χᵒῐ Ԍχ ỠḊ▄ Ԍ τṁξΦ ΰοΣϤʺ Ṝψ
ᵒῐχ ʻ Ἆᵠ ᴥ▄Ϭ Ψᴥᾚ▄ῇχ ӡ τ Ṝχᴥ▄ Ϭ αϥʻ

̞ʿ Ṝχ ᵒῐχ ›ʺᾝ“χ͏ᴥ▄χ︡ ệτṁξΨᴥ▄ ρ ϓοʺᵠ ῇχ
ᴥ▄ ψ2.1%ЪϱрЕԏΦ ΫϣϦοΜϥʻ

̞ʿσΣʺὊᵃ Ỹ ρΰοʺ ͒ Ϙπᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( )(1)˙ (14)
Ϭ Ϊʺᾝ“χ͏ᴥ▄χ︡ ệτṁξΨᴥ▄ ϬӲⱱΰθ πʺ₈ χᵠ τϢϥ
ᴥ▄ χԏ ΫϬ ΪϥάρΥπΦϥϢΞτβϥʻ

ᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ˢ ͒ ͒Ὦ☼“ˣ ⁮ꜘᵠ

˲ ᵒῐʺ ᵒῐ̒ʺ ᵒῐʺ ӽ ἷ ᵒῐʺ ᵒῐʺ ᴂἷ ᵒῐ̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒ʺ ṍ ᶨᵒῐ̒ʺ ṍ
ᵒῐ̒ʺ ☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐʺ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐʺ ḧ ᴂἷ ᵒῐʺ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐ̒ʺ

ᴂἷẶ ᶨᵒῐ̒ʺḘῐ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐʺᵒῐ ♅☼ ʺ ӽ ἷᵒῐ ♅☼ יּ ᶨᵒῐʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ˳

˻ᾝ“˼

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( ) 

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( ) 

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( ) 

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( ) 

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( )

ᵒῐ Ԍ Ц˔ІϯАФ ▄ᴥכ◦

13.7%

10.0%

5.5%

6.3%

4.2%

2.4%

˻ᵠ ῇ˼

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( )24.5̋ˢ ˣ

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( )22.4̋ˢ ˣ

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( )18.2̋ˢ ˣ

ᵒῐ Ԍ Ἆᵠ ᴥ▄( )14.5̋ˢ ˣ

ˢ ˣ ͒ ϘπχὊᵃ ṍḧϬ Ϊʺᴥ▄ ˢ Ṝˣ ότὮᶛ Ỳᵠ τḩβϥ Ὧẉό ḕẽ Ὧτḩβϥὣ Ḝ
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▀ χΰ Ϭ αθ ΦϞβΜ ḕẽξΨϤ

̙ ᵒῐᾝ τΣΪϥ ▀ χΰ τⱢβϥ︡ χ Ϭ ϥḢ Τϣʺᾝ τΣΪϥᴿ Ϭ ẉό ΰθ πʺ
ⱧỘ χ ệτᴂαοʺ χӗיּ ότᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚτⱢβϥ ├Ϭᾁ βϥ
θϛχӦԌᵓχ ϬṰ Ϊϥʻ˻Ὂᵃ ͏ ḧ˼

χӗיּ ότᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚτ
Ɫβϥ ├Ϭᾁ βϥθϛχӦԌᵓχ χṰ Ϊ

ᵠ

ṍ ὉЂ˔РІ̒ʺạ ὉЂ˔РІ̒ʺ Ṑ ὉЂ˔РІ̒ʺ☼ ὉЂ˔РІ

˲ ӡ ˳
▀ ΰ ᴥ▄ˢ͞ˣ 100 ӡ/Ὦˢ ˣ
▀ ΰ ᴥ▄ˢ ˣ 10 ӡ/Ὦˢ ˣ

˲▄ Ὧ˳
˻ ▀ ΰ ᴥ▄ˢ͞ˣ˼
̓ ˢ ˣχ ὯϬ θΰʺˢ ˣχД˔ЌτϢϤỘ ᵠ χ︡ τϢϥ ᴮΥᶎ ήϦθάρʻ
̓ ᾋ︢ϤṐṀ χГϼЛкЅ˔Ϭ ΰοΜϥάρʻ
̓ Ԍḧχ σ ᶤ ˢΜϩϠϥᵒῐ ︣χᶨ ˣχ︡ Ϭ“μοΜϥάρʻ
̓ ͍ ӟ έρτ͍ᵕʺỘ ᵠ χ︡ τϢϥ῟ᴮϬꜘβД˔Ќχ ằϬ“Ξάρʻ

˻ ▀ ΰ ᴥ▄ˢ ˣ˼
̓ χӗיּ ότᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚτⱢβϥ ├Ϭᾁ βϥθϛχӦԌᵓχᵫ℗Ϟ σӗ
├Ϭ„αθ πʺ ▀ ΰ ϹϱЖжϱрτṁξΜθᵠ ᶨ ϬὋ τ“μοΜϥάρʻ

̓ ᾋ︢ϤṐṀ χГϼЛкЅ˔Ϭ͍νӟ ΰοΜϥάρʻ
̓ ͍ ӟ έρτ͍ᵕʺỘ ᵠ χ︡ τϢϥ῟ᴮϬꜘβД˔Ќχ ằϬ“Ξάρʻ

̙ ᵒῐкЩАЕϞICT χ ῇχὋ σГϼЛкЅ˔ᶨ Ϭ◦כβϥθϛʺᾋ︢ϤṐṀ χГϼЛкЅ˔Ϭ
ΰʺ ▀ ΰ ϹϱЖжϱрτṁξΜθỘ ᵠ ϬὋ τ“ΞρρϜτʺ῟ᴮτḩβϥД˔Ќ Ϭ“Ξάρ

Ϭ ᴣβϥ θσᴥ▄Ϭ Ϊϥʻ

ᵒῐкЩАЕϞICT χГϼЛкЅ˔χᶨ ⁮ꜘᵠ

ṍ ὉЂ˔РІ̒ʺạ ὉЂ˔РІ̒ʺ Ṑ ὉЂ˔РІ̒ʺ☼ ὉЂ˔РІ
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▀ χΰ Ϭ αθ ΦϞβΜ ḕẽξΨϤ

̙ ᾋ︢ϤṐṀ χГϼЛкЅ˔χ ᶨ ẉό Ԍḧχ σ ᶤ χ︡ τϢϤʺ ▀ ΰ τ τ︡
Ϥ Ϛ ☼ τνΜοʺᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚΥ“ϩϦοΜϥάρϬᶎ ΰθ πʺ Ԍ

ṁ Ϭ τ ᴟβϥʻ

̓ ☼ έρτ ΨϓΦḘῐ Ԍẉόᵒῐ Ԍχ›ὓ τνΜοʺ ὯϬ θβ ›ψʺˮ ỠḊ▄ πʺ
ᵒῐּיπΚϥ χיּ Υ͏ˢ χיּכ◦ ›ψ10ˣ ψζχ Ϭ βέρτ0.9ӟ πΚϥάρ˯ρβϥʻ

ˢ̞ˣ Ԍ ṁ χ σ ᴟχ τ θμοψʺГϼЛкЅ˔χᶨ Ϟ Ԍḧχ σ ᶤ χ︡ χᵫ◐ῇʺάϦϣϬ σΨρϜ
͏ΤὮӟ ♯“ΰˢ♯“ṍḧ τΣΜοψ χ Ԍ ṁ Ϭ ︢βϥάρˣʺᾝ ԌχӪᾋΥ τ ֳπΦϥϢΞʺם∑τϾϯ Ϭ
“Ξ χ ԌΥ╥ᵊβϥӦԌᵓτΣΜοӗ ├ϞᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ʺ Ԍχ ὖᾚΥ“ϩϦοΜϥάρϬД˔Ќ πᶎ βϥ
ρρϜτʺ ᵺД˔ЌϬ◙ ᾂּיτ βϥάρρβϥʻ

▀ ΰ τ τ︡Ϥ Ϛ ☼ τΣΪϥ Ԍ ṁ χ σ ᴟ ᵠ

☼ ạּי ᶨᵒῐ̒ʺ ӽ ἷ ☼ ạּי ᶨᵒῐ

̞ӗ ├χἇ Ὧ
Ԍτ βϥ σẈἾⱲḧχᶎ χỠ ʾᾼ Ὧϒχ
ừẍⱲχ ˢự ∕ ԌϬ ρΰθừẍ╥ Ԍχᶎ ˣ
ṐṀχ ἇ›χ ṍЎϴАϼχם☼ˢЮ˔ϸ˔ρχ ὀϬḯϚˣ
Ԍτ βϥ σễӾχם☼
Υע σ τיּ βϥ χᾤע ☼ם

ˢ Ὧˣ
ʾ χӗיּ ότᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚ
τⱢβϥ ├Ϭᾁ βϥθϛχӦԌᵓτΣΜο σӗ ├τ
νΜοᾁ ΰοΜϥάρ
ʾᾋ︢ϤṐṀ χГϼЛкЅ˔Ϭ ᶨ ΰοΜϥάρ
ʾ Ԍḧχ σ ᶤ χ︡ ϬΰοΜϥάρ
ʾ Ṝ︡ τϢϤᵒῐЂ˔РІχלχᶎ ẉό Ԍχ ὖᾚΥ“
ϩϦοΜϥάρΥД˔ЌτϢϤᶎ ήϦϥάρ

יּ ᵒῐ Ԍˢ˴Ḙῐ Ԍˣ

͏
ˢ χכ◦ ›ψ10ˣ

͍

˻ᾝ“˼

יּ ᵒῐ Ԍˢ˴Ḙῐ Ԍˣ

͏
ˢ χכ◦ ›ψ10ˣ

0.9

˻ᵠ ῇˢ σṁ χ ˣ˼

117



῟ σЂ˔РІ ằχ

̙ ạ ᵒῐ◦כ ˢ ˣτἰϥᵒῐ◦כ Ԍχԁ θϤ︡ӌὯ τνΜοʺᾝ“χˮ40 ˯Ϭˮ45 ˯τ
ᵠϛϥρρϜτʺạ ᵒῐ◦כ ˢ ˣχ ὯτνΜοʺϾϯФжрД˔Ќ ὀЄІГЭϬᶨ ΰʺΤνʺⱧ
ԌϬ ΰοΜϥ ›τᵠϛʺ︡ӌὯ τνΜοʺᾝ“χˮ45 ˯Ϭˮ50 ˯τᵠϛϥʻϘθʺạ ᵒῐ◦כ
χ▄ τ θμοχ︡ӌὯ χ▄ τ θϤʺ◙ ᵒῐ χכ◦ ằϬ Ϊϥ יּ τνΜοψʺ͏ χ͍

Ϭ αοὯ τᴥΠϥάρρβϥʻ

ᵒῐ◦כ Ԍ͍ θϤχ︡ӌὯ ˢ ˣ ⁮ꜘᵠ

ạ ᵒῐ◦כ

45Ὧ

ạ ᵒῐ◦כ
ạ ᵒῐ
כ◦

40Ὧ 60Ὧ

ˢ677 ӡˣ

ˢ406 ӡˣ

ˢ1,411 ӡˣ

ԁ χ ὯϬ θΰθ ›
̰

ʿ ᵒῐ͏Ƌ͐ Ƌ͑ χ ›

˲ᾝ“˳

ạ ᵒῐ◦כ

ạ ᵒῐ◦כ ạ ᵒῐ
כ◦

ˢ683 ӡˣ

ˢ410 ӡˣ

ԁ χ ὯϬ θΰθ ›
̰

ạ ᵒῐ◦כ

ˢ1,398 ӡˣ

45Ὧ 50Ὧ

˲ᵠ ῇ˳

60Ὧ

ạ ᵒῐ◦כ ˢ ˣχ▄ Ὧ

ICTṐṀχᶨ Ϙθψ

Ⱨ Ԍχ

◙ ᵒῐ χכ◦ ằϬ Ϊ

ϥ יּ χ︡ӌὯ

͎ χ͍Ḋ▄

ạ ᵒῐ◦כ ˢ ˣχ▄ Ὧ

ϾϯФжрД˔Ќ ὀЄІГЭχ

ᶨ ẉόⱧ Ԍχ

◙ ᵒῐ χכ◦ ằϬ Ϊ

ϥ יּ χ︡ӌὯ

͏ χ͍Ḋ▄
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͐ʽ χӗ ʾⱱ ᴦ χᶎ
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ᴣχ ᴟʾ ᴟ

̙ ᵒῐχ ԁὺ ᾚ▄τνΜοʺⱧỘ χ χΞκʺԁיּ ᶤ›ӟ Υ ԁὺ τạ βϥּיϒχ ằπ
Κϥ ›τʺ χ ᴟϬ“Ξ θσỸ Ϭ Ϊʺ τᾋ ΰϬ“Ξʻ

ᵒῐτΣΪϥ ԁὺ ạ τЂ˔РІיּ ằβϥ ›χ χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ⱧỘ ρ ԁὺ τ
ạ βϥ 50יּ

̰ 15%ᾚ▄

ӟᵰχ ԁχὺ τ
ạ βϥ 20יּ

̰ 10%ᾚ▄

̰ ᾚ▄σΰ

›
10יּ

ᾚ▄χ ▄ Ὧ

10%ᾚ▄ ʿⱧỘ ρ ԁ ψ βϥ τ ∕βϥὺ τ
ạ βϥּיˢ ẉό τᵺ βϥ ›Ϭ Ψʻˣ

15%ᾚ▄ ʿⱧỘ ρ ԁ ψ βϥ τ ∕βϥὺ τ
ạ βϥ χיּ Υ͍ὮΚθϤ50 ӟ χ ›

10̋ᾚ▄ ʿ Ṝ ӟᵰχ Ӥτ ∕βϥὺ τạ βϥּיˢ ᵺὺ
τạ βϥ χיּ Υ͍ὮΚθϤ20 ӟ χ ›ˣ

12̋ᾚ▄ ʿ σ σΨʺⱧỘ τΣΜοʺ ͒Ὦḧτ ằΰθ
ᵒῐЂ˔РІχ ằ χΞκʺⱧỘ ρ ԁ ψ
βϥ τ ∕βϥὺ τạ βϥּיˢ τᵺ βϥ ›

Ϭ Ψˣτ ằήϦθϜχχ ϛϥᶤ›Υ100 χ90ӟ πΚ
ϥ Υ90יּ‹ χⱧỘ χ ›

10יּ

ⱧỘ ρ ԁὺ τạ βϥ Υ50יּ ӟ χ ›

Ẃ ʿ ᾝ“χᾚ▄ρσϥϜχ ᾚ▄ρσϣσΜϜχᵠ ῇτᾚ▄ρσϥϜχᵒῐⱧỘ

Υ54יּ χⱧỘ χ ›

ⱧỘ ρ ԁὺ τ
ạ βϥ 49יּ

̰ 10%ᾚ▄
ӟᵰχ ԁχὺ τ
ạ βϥ 3יּ
̰ ᾚ▄σΰ

̰ ᾚ▄σΰ

2יּ

ᾝ
“

( )

ᵠ

ῇ
( )

ⱧỘ ρ ԁὺ τ
ạ βϥ 49יּ
ˢ49˗54˹9ᶤӟ πΚϥθϛˣ

̰ 12%ᾚ▄

Υ54יּ χⱧỘ χ ›

ӟᵰχ ԁχὺ τ
ạ βϥ 3יּ
̰ ᾚ▄σΰ

̰ ᾚ▄σΰ

2יּ
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ᴣχ ᴟʾ ᴟ

̙ ṍ ᶨᵒῐʺᵒῐ ṍ ᶨᵒῐτΣΪϥ ṍ τνΜοʺ ṍ χ ᴟϬ ϤʺЂ˔РІ
χ τᴂαθ Ϭ βḢ Τϣʺ☼ ρ χ Ἱ ρσϥ ›ʺ☼ χ ӡρχỡ”Ϭ ϥ
άρρβϥʻ

̓ ṍ ᶨᵒῐ
˻ᵠ ῇ˼

̞ ṍ ᶨᵒῐχ ṍ τνΜοʺᵒῐ ♅☼ Ђ˔РІ χ ӡ ρ ӡ ρβϥʻ
ˢ ἷψʺβπτ ṍ τיּ βϥᾚ▄τϢμοᵒῐ ♅☼ Ђ˔РІ ӟᴞχ ӡ ρσμοΜϥάρΤϣʺ
ήϣσϥ ӡ χᾚψ“ϩσΜʻˣ

̓ ᵒῐ ṍ ᶨᵒῐ
˻ᵠ ῇ˼

ΰο30 Ϭ Πο ԁⱧỘ τ ΰοΜϥ χᵒῐיּ ṍ ᶨᵒῐ τνΜοʺᵒῐ ♅☼ Ђ˔РІ
ψгИАЕἷᵒῐ ♅☼ Ђ˔РІ χ ᵒῐ͍χ ӡ χʺ75˗100ˢ ˣ͍כ◦ ψ93˗100ˢ ˣτ͎כ◦ βϥ
ӡ Ϭ▄ βϥʻˢ ˣ

ṍ ᶨᵒῐτΣΪϥ ṍ χ ᴟ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᶨᵒῐ̒

ἷ ἷ ἷгИАЕἷ ἷгИАЕἷ

ṁ 787 ӡ 745 ӡ 891 ӡ 847 ӡ

ṍ ▄ᾚיּ ῇ
ˢ31 ˙60 ˣ

757 ӡ 715 ӡ 861 ӡ 817 ӡ

ṍ χ ᴟ
ˢ61 ӟ‭ˣˢ ˣ

732 ӡ 715 ӡ 815 ӡ 815 ӡ

ˢ╥―ˣᵒῐ ♅☼ 732 ӡ 815 ӡ

ˢ ᵒῐ͏χ ›ˣ
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ᴣχ ᴟʾ ᴟ

̙ ᵒῐ ΥỘ τ βϥ︣ḧʾЀІЕϬ ᴣβϥϜχπΚϥάρϬ ϘΠʺ Υạיּ ᵒῐ◦כⱧỘ ρ
ʾ ΰοΜϥЂ˔РІ Φ‰ ΰΪיּ τ ạΰοΜϥ ›Ϟʺ χ Υיּ ԁχὺ τ ạΰοΜ
ϥ ›τψʺᵒῐ◦כ ԌχỘ χם Ϭ ϘΠθ ᴣρσϥϢΞᾋ ΰϬ“Ξʻ

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ῇ˼
σΰ ԁὺ τạ βϥ ϒχϾϯЫКЅЮрЕיּ ӡ χ95̋Ϭ▄ ˢ ˣ

ρσϥ יּ
Å ◙ ạ ᵒῐ◦כⱧỘ χ ∕βϥὺ ρ ԁχ ʺ βϥ χὺ ψ◙ ạ ᵒῐ◦כⱧỘ
ρ ԁχὺ τạ βϥ יּ
Å ◙ ạ ᵒῐ◦כⱧỘ τΣΪϥ͍Ὦ θϤχ Υיּ ԁχὺ τ20 ӟ ạ βϥὺ ˢ ṜϬ
Ψʻˣτạ βϥ יּ

ԁὺ τạ βϥ ϒχϾϯЫКЅЮрЕיּ ⁮ꜘᵠ

ạ ᵒῐ◦כ

̙ ˮζχ ἷ˯ẉόˮ ἷ˯χᵒῐ ὲ☼ ότˮ ἷ˯χᵒῐӺ ԚτνΜοʺ θτע ˢὮᶛ
͔ ד ˣϬ βϥʻ

̓ ӟᴞχ ˢΜγϦϜ͔ע ˗ ӟ τᾢϥʻˣχ τνΜοʺṁיּ Τϣע ᶛϬᾚ▄ΰʺ
יּ ϬẐϛϥάρρβϥʻ
Å ˮζχ ἷ˯ẉόˮ ἷ˯χᵒῐ ὲ☼ χ ע
Å ˮ ἷ˯χᵒῐӺ Ԛχ ע

̓ θιΰʺṁ ᶛˢạ ˣϬ ᶛβϥάρπʺԁ χ χ τνΜοψ יּ Ϭ ᴥήδσΜʻ

עχע ˢ ͓ ͔Ὦ☼“ˣ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᵒῐ̒ʺᵒῐ ὲ☼ ʺᵒῐӺ Ԛ
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χ ʾḛ ᴟ

̙ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐρ ḧ ᴂἷ ᵒῐχ σЂ˔РІχ ›Ϭᾋ Ποʺ ḧ ᴂἷ
ᵒῐρχԁ Ϭ☼ם ϥḢ Τϣʺ ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐχṁ τʺ ḧ ᴂἷ ᵒῐχ
יּ τ ΰθ θσỸ Ϭ Ϊϥʻ

ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐχṁ χᾋ ΰ ⁮ꜘᵠ

ṍ ᵕʾ Ⱳ ᴂἷ ᵒῐḘῐ

ˢ̞ˣ ὀἷⱧỘ Ϝ

˻ᵠ ῇ˼

ԁ ἷⱧỘ ˢ̞ˣ

ᵒῐ
ᵒῐʾḘῐ

יּ
ᵒῐ יּ ḧτχϙЂ˔РІϬ ρβϥ ˢיּ ˣ

ᵒῐ͍ 7,946 ӡ 5,446 ӡ ˲ ᶛ˳
ʾṁ ḧ Ђ˔РІ ʿ989 ӡ˗Ὦ

˲ ‰˳
ʾ ṍ ᵕЂ˔РІ ʿ372 ӡ˗ᵕ
ʾ Ⱳ Ђ˔РІ ˢ ˣʿ567 ӡ˗ᵕ
ʾ Ⱳ Ђ˔РІ ˢ ˣʿ764 ӡ˗ᵕ
ˢ2 χ ᵒῐԌ τϢϤ βϥ ›ˣ

ʿ ᵒῐ τϢϣσΜ

ᵒῐ͎ 12,413 ӡ 9,720 ӡ

ᵒῐ͏ 18,948 ӡ 16,140 ӡ

ᵒῐ͐ 23,358 ӡ 20,417 ӡ

ᵒῐ͑ 28,298 ӡ 24,692 ӡ
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χ ʾḛ ᴟ

̙ ᵒῐ зМРзГ˔ЄдрτΣΪϥ Ṑ ᴣϬ τ βϥρρϜτʺ Ὁχḛ ᴟϬ“ΞḢ
Τϣᾋ ΰϬ“Ξʻ

˲ ӡ ˳

̓ ֫ ṀṐ ΰ ᴥ▄Ϭ ♁ΰʺṁ ϒχ ᶧᴟϬ“Ξʻ
̓ ֫ ṀṐ ΰ ᴥ▄ʺֵ ᵠ ᴥ▄ʺῢ‘Ṑ ΰ ᴥ▄χΞκʺ χᴥ▄Ϭ ϙ›ϩδο▄ ΰοΜϥάρ
Ϭ ᴣβϥ Ђ˔РІ ᴥ▄τνΜοᾋ☼ם ΰϬ“Ξʻ

֫ ṀṐ ΰ ᴥ▄χṁ ϒχ ᶧᴟ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ зМРзГ˔Єдр

̙ ằᴥ▄τνΜοʺ▄ ם Ϭ ϘΠʺ ♁βϥʻ

ằᴥ▄χ ♁ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ὲ☼

˻ᾝ“˼ ˻ᵠ ӛ˼
֫ ṀṐ ΰ ᴥ▄ 225 ӡ/Ὦ ♁ˢṁ π ᴣˣ

Ђ˔РІ ▄ᴥ☼ם 480 ӡ ♁ˢᾤ χᴥ▄π ᴣˣ
Ђ˔РІ ▄ᴥ☼ם 700 ӡ ԁ Ђ˔РІ ằᴥ▄ 480 ӡ/Ὦˢ ˣ

̙ ӽ ὀ ὓᵊ ằᴥ▄τνΜοʺ▄ ם Ϭ ϘΠʺ ♁βϥʻ

ӽ ὀ ὓᵊ ằᴥ▄χ ♁ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐ ὲ☼

̙ ṍ ᶨӱ“ᴥ▄τνΜοʺᵒῐ ἷӺ ☼ Υ ͑ τ ♁ρσϥάρϬ ϘΠʺ ♁βϥʻ

ṍ ᶨӱ“ᴥ▄χ ♁ ⁮ꜘᵠ

ᵒῐӺ Ԛ 124



͑ʽζχ
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ζχ

̙ ְ֫ṁ ʺⱧỘ χְ֫ṛ χᵵ χ Ⱨ‮ τνΜοʺˮ Ἷꜘ˯τᴥΠʺϱрЌ˔КАЕ π
χא ΥḁὫβϥϢΞʺᵒῐЂ˔РІⱧỘּיψʺᾖ ρΰο Ⱨ‮ χ ϬϳϴУЂϱЕτἿ∏ʾ῝ ΰ

σΪϦωσϣσΜάρρβϥʻ ˢ̞ ͓ ΤϣṰ Ϊˣ

ˮ Ἷꜘ˯ṛ χᾋ ΰ ʾ⁮ꜘʾ ᵠ

Ђ˔РІ

̙ ὉЂ˔РІτΣΪϥ ὝτνΜοʺ χΰ Ϟ֫ χ ∙ τ ᴂβϥḢ Τϣʺ Ὕ τ
νΜο χạיּ ם χΚϥ ϬḯϛϥρρϜτʺ χᵒῐⱧỘ Ϟ ᵲ ♅Ђ˔РІⱧỘ χ ρχיּ
Ϭᴦ ρβϥʻ

̓ χיּ ὝτνΜοʺ ꜛχיּ ρⱧỘ ḧχ ὝϬᾖ ρβϥΥʺְ֫ ◦ Υ Ψʺ χạיּ ם
ˢ Πωʺự χ χᴪˣΥΚϥ τᾢϤʺ ᵺ ϒχ ὝϬᴦ ρβϥʻ

̓ ᵒῐЂ˔РІⱧỘ τΣΜοʺ ⱧỘ χ ỘԌΥꜛⱧỘ ρᾼ Ἰ ϬὫόʺꜛⱧỘ χ ỘԌρΰο ὝϬ
“Ξ ›ϞʺӦ Ἰ τΣΜο ὝỘ ϬӦ ΰοΜϥ ›ˢẶ πχӦ ϬḯϚˣτψʺ χ ∕ Ϭ ᶎτ
ΰθ πʺ ⱧỘ χ ρχיּ Ϭᴦ ρβϥʻ

̓ ᵲ ♅Ђ˔РІⱧỘ ΥᵒῐЂ˔РІⱧỘ ρᾼ Ἰ ϞӦ Ἰ ˢẶ πχӦ ϬḯϚˣϬὫϭι ›τΣ
ΜοϜʺ χ ∕ Ϭ ᶎτΰθ πʺ ᵲ ♅Ђ˔РІⱧỘ χ Ϝיּ βϥάρϬᴦ ρβϥʻ
̞σΣʺάχ ›χ ᵲ ♅Ђ˔РІⱧỘ ρψʺ ԁ ⱧỘ Ϟ ʾ ⱧỘ σςʺ χיּ
Ϭ σϩσΜ Ӥ χⱧỘ ρβϥʻ

ὉЂ˔РІτΣΪϥ Ὕτἰϥ︡ӌΜχ ᶎᴟ

ᵒῐʺ ӽ ἷ ᵒῐʺ ᴂἷ ᵒῐ̒ʺ зМРзГ˔Єдр̒ʺ ᵒῐ

͖ͦ̍
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ζχ

̙ ͐ χᴪὓ ₰τϢϦωʺ‰ יּ χΊ ʾ ψ ᾕ ᴪὓ ₰τ ϓϥρ ΰοΣϤʺ∕ π
ᶨβϥּיρχ χỡ”Ϭ ϥḢ Ϟʺ ͑ ᵒῐὊְם ₰χ χ ệ Ϭ › τ᷈ӛΰʺṁ
ᶛˢạ ˣϬ͒͌ד˗ ԏΦ Ϋϥʻ

̓ ṁ ᶛˢạ ˣϬʺ οχạע ἷπ͍ θϤ60ד ᶛβϥʻ
̓ Τϣ ẚ χ▫ ϙτΣΪϥ ᾢ ᶛϬ͌דρΰοΜϥ יּ ͍ ᵬχ ע τνΜοיּ
ψʺ ᾢ ᶛϬ Π Φʺ יּ Υ ΠσΜϢΞτβϥʻ

ṁ ᶛˢạ ˣχᾋ ΰˢ ͒ ͔Ὦ☼“ˣ ⁮ꜘᵠ

ṍ ὉЂ˔РІ̒ʺ☼ ὉЂ˔РІ
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ζχ

̙ ͒ ӟ‭χẘ χ τ θμοψʺᾝ“χẘ Ϭ βϥάρϬṁ ρΰννʺ῝ ϬὧΨ ệτΚ
ϥρ―ΠϣϦϥꜛⱵ τνΜοψ ˢ̞͍ˣϬ ΪʺꜛⱵ τ ΰο“μθӪΰ ₰χὫᴮϬ ϘΠʺẘ τ
ֳβϥʻ
Ϙθʺ 27 ᵒῐ ᵠ Ⱳτ ΪϣϦθὊᵃ ˢ̞͎ˣτνΜοψ ͑ ϘπΥζχṍᾢρσμ
οΜϥΥʺ ͔ Ϙπχט Ϭ ϛϥʻ

ˢ̞͍ˣ
ϯ ⱳχ ›ψʺ ᵺ ӽτ βϥ ӽτ ήϦθ ӽỸ χΞκʺԁ Μ ψ‰Μ ӽỸ Ϙπχ ӤπԏΦ Ϋϥ ψԏ
ΦᴞΫϥάρϬ ϛϥʻ

ᵺ ӽχ ӽỸ ϢϤϜ‰Μ ψ Μ ӽτ οӤϘϦοΜϥ ›ʻ
ᵺ ӽχ ӽỸ ϢϤϜ‰Μ ψ Μẘ Υ ήϦθ ӽτ ΰοΣϤʺΤνʺζχ ӽχ τ ᵺ ӽρ͐ẘ

ӟ χẘ ₯ΥΚϥ ӽΥḯϘϦοΜϥ ›ʻσΣʺԏ ΫτνΜοψʺ ӽ︣ χẘ ΥΚϥꜛⱵ Ϭ Ψʻ
ᵺ ӽχ ӽỸ ϢϤϜ‰Μ ψ Μẘ Υ ήϦθ ӽτӤϘϦοΣϤʺΤνʺ α ӽỸ ρχ Υ ԁˢԏᴞΫ

χ ›Ϭ Ψʻˣχ ›ʻσΣʺԏ ΫτνΜοψʺ ӽ︣ χẘ ΥΚϥꜛⱵ Ϭ Ψʻˢ ˣ
ϱ ͑ẘ ӟ χẘ ₯ΥΚϥ ӽρ ΰοΜϥ ›τνΜοʺ͐ẘ ₯τσϥϘπχ Ӥπԏ Ϋ ψԏᴞΫϬ ϛϥʻˢ ˣ

ˢ ͍ˣ βϥ ӽχ ệτνΜοψʺ ԁ ᾉ χϙχ ệτṁξΦ βϥάρϜᴦ ρβϥʻˢϯ χϙˣ
ˢ ͎ˣῲӽ ›τνΜοψʺ  ꜛⱵ τ ήϦοΜϥỸ χ Ӥ π βϥάρϬ ϛοΜϥΥʺ ͑ τᵔ╩βϥ ›τνΜοʺὣ Ḝ

Ϭ Ϊϥʻ
ˢ ͏ˣꜛⱵ χẽᵦχᵃ Υᵤτ ΰοΜϥ ӽτΚμοψʺϱχ ᵰρΰοʺ͏ẘ ₯ӟ χẘ ₯πΚμοϜ͎ẘ ₯τσϥϘπԏ ΫϬ ϛϥʻ
ˢ ͐ˣ ᵲ ♅Ђ˔РІ ẉό◓ςϜʾ◓Ӿο◦כ τΣΪϥ῝ ᴣᶊχ χ ӽỸ ΥʺὊᵃ τϢϥ σⱧ πᵒῐ χẘ ϢϤ‰Ψ

σμοΜϥ ›ʺζχ Ӥ τΣΜοʺ βϥ‰Μẘ χΞκΩϜ ΜỸ Ϙπԏ ΫϬᴦ ρβϥʻ

ˢ̞͎ˣ
27 χ ӽỸ χᾋ ΰτ θϤʺ ᴣχ σ  ϬḜ βϥḢ Τϣʺ χ ρᾋ ΰῇχ χ Ӥ

π βϥάρΥᴦ ρβϥϜχʻ

ӽỸ ⁮ꜘᵠ

【アчに該当する事例】

ủ ™
─ ⌐

≡ ╕╣≡™
╢

Ҝ │
10 ╩

【アшに該当する事例】

ủ∕─ (0%)
≢№∫≡⁸ ™

─ ≤
⇔⁸∕─

⌐ ─
⅜№╢ ⅜
╕╣≡™╢
Ҝ ╩

ủ∕─ (0%)─
≢№∫≡⁸ ™

─ ⌐
╕╣≡⅔╡⁸
─ (0%)≤│
─ ≤⌂∫

≡™╢
Ҝ ╩

【アщ に該当する事例】

ủ ─
⅜№╢

≤ ⇔
≡™╢
Ҝ10 ╩

【イ に該当する事例】
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ṁ χᾋ ΰ

ᵵ

̓ ᵠ τνΜοψʺᵒῐᾝ π Ψ ˑχ Ἆᵠ Ϭ τ“ΜννʺЂ˔РІם χὊְ ệχӸΜϜ ϘΠθ

ЮзМзχΚϥ ᴂϬ“Ξάρπʺ π˴͍ʽ͕͑̋Ϭᶎ ʻζχΞκʺᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ˴͌ʽ͕͔̋ʺ

ζχ χᵠ ρΰοʺ Ϋ Ϭᶨ ΰννʺᵒῐ Ԍӟᵰχ Ἆᵠ ϬםᾝπΦϥ ρΰο˴͌ʽ͍͒̋ʻ

̓ άϦϬ ϘΠοʺᵒῐ Ԍӟᵰχ ΫΥᴦ ρσϥϢΞʺᶆЂ˔РІχὊְ ệτϜ ΰνν˴͌ʽ͍͒̋

χᵠ ∞ᾛτνΜοʺṁ τ βϥʻ

͒ ᵒῐ ᵠ τḩβϥˮ Ⱨˢ˯‮ ͑ 12Ὦ20 ˣˢ ˣ

͒ ᵒῐ ᵠ τνΜοψʺᵒῐᾝ π Ψ ˑχ Ἆᵠ Ϭ τ“ΜννʺЂ˔РІם χὊְ
ệχӸΜϜ ϘΠθЮзМзχΚϥ ᴂϬ“Ξάρπʺᵠ ψ π˴1.59̋ˢ⁯ 432ᴑדˣρβϥʻἇ
τψӟᴞχ Ϭ ϘΠθ ᴂϬ“Ξʻ

ʾ ᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ρΰοʺ Ṝ˴1.59̋χΞκ˴0.98̋Ϭ βϥˢᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ ψ ͒ ͒Ὦ
☼“ˣʻζχ πʺ Ϋ Ϭᶨ ΰννʺᵒῐ Ԍӟᵰχ Ἆᵠ ϬםᾝπΦϥ ρΰοʺ˴0.61̋Ϭ
βϥʻ

ʾ άχϕΤʺᵠ χᵰ ρΰοʺ Ἆᵠ ᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ Ϋ῟ᴮϞʺΊ χṁ ᶛχ ᶛτϢ
ϥᵒῐ☼ χ ῟ᴮΥᾋ₅ϘϦʺάϦϣϬᴥΠϥρʺ˴0.45̋ χᵠ ρσϥʻ

ʾ Ṍ χᴥ▄χԁ ᴟτϢϥ θσ Ἆᵠ ᴥ▄χ τ θμοψʺ₈ θτ ᴥ βϥ Ἆᵠ Ϭᶨ
ΰʺᵒῐᾝ π Ψ ˑτρμοʺ ͒ τ2.5̋ʺ ͓ τ2.0̋χЦ˔ІϯАФϒρᶎםτνσΥϥϢ
Ξʺ χῬ Ϭ“ΞʻΚϩδοʺ₈ᵕχᵠ Υʺᵒῐ Ԍχ Ἆᵠ τ Πϥ῟ᴮτνΜοʺם Ϭ Ӄβ
ϥʻ

ʾ ₈ᵕχ ᵠ πψʺ Ἆᵠ τνΜο͎ Ϭ ΰʺ͏ χ ᴂτνΜοψʺ Ṝχם ӃϬ αθ
Ἆᵠ χם☼ ệ Ϟ∞ᾛρΚϩδο ͔ ▄ ᵃ πᾁ βϥʻ

⁮ꜘᵠ
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改定時期 改定にあたっての主な視点 改定率

平成１５年度改定
○ 自立支援の観点に立った居宅介護支援（ケアマネジメント）の確立
○ 自立支援を指向する在宅サービスの評価 ○ 施設サービスの質の向上と適正化 ▲２．３％

平成１７年１０月改定
○ 居住費（滞在費）に関連する介護報酬の見直し ○ 食費に関連する介護報酬の見直し
○ 居住費（滞在費）及び食費に関連する運営基準等の見直し

平成１８年度改定
○ 中重度者への支援強化 ○ 介護予防、リハビリテーションの推進
○ 地域包括ケア、認知症ケアの確立 ○ サービスの質の向上
○ 医療と介護の機能分担・連携の明確化

▲０．５％［▲２．４％］
※［ ］は平成１７年１０月改定分を含む。

平成２１年度改定 ○ 介護従事者の人材確保・処遇改善 ○ 医療との連携や認知症ケアの充実
○ 効率的なサービスの提供や新たなサービスの検証 ３．０％

平成２４年度改定
○ 在宅サービスの充実と施設の重点化 ○自立支援型サービスの強化と重点化
○ 医療と介護の連携・機能分担
○ 介護人材の確保とサービスの質の評価(交付金を報酬に組み込む）

１．２％

平成２６年度改定 ○ 消費税の引き上げ（８％）への対応
・ 基本単位数等の引上げ ・ 区分支給限度基準額の引上げ ０．６３％

平成２７年度改定
○ 中重度の要介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化
○ 介護人材確保対策の推進（1.2万円相当）
○ サービス評価の適正化と効率的なサービス提供体制の構築

▲２．２７％

平成２９年度改定 ○ 介護人材の処遇改善（１万円相当） １．１４％

平成３０年度改定

○ 地域包括ケアシステムの推進
○ 自立支援・重度化防止に資する質の高い介護サービスの実現
○ 多様な人材の確保と生産性の向上
○ 介護サービスの適正化・重点化を通じた制度の安定性・持続可能性の確保

０．５４％

令和元年10月改定
○ 介護人材の処遇改善
○ 消費税の引上げ（10％）への対応
・基本単位数等の引上げ・区分支給限度基準額や補足給付に係る基準費用額の引上げ

２．１３％
処遇改善 1.67％ 消費税対応 0.39％
補足給付 0.06％

令和３年度改定
○ 感染症や災害への対応力強化 ○ 地域包括ケアシステムの推進
○ 自立支援・重度化防止の取組の推進 ○ 介護人材の確保・介護現場の革新
○ 制度の安定性・持続可能性の確保

介護職員の人材確保・処遇改善にも配慮しつつ、物
価動向による物件費への影響など介護事業者の経
営を巡る状況等を踏まえ、

０．７０％
※うち、新型コロナウイルス感染症に対応するための

特例的な評価 ０．０５％（令和３年９月末まで）

令和４年10月改定 ○ 介護人材の処遇改善（９千円相当） １．１３％

令和６年度改定
○地域包括ケアシステムの深化・推進 ○自立支援・重度化防止に向けた対応
○良質な介護サービスの効率的な提供に向けた働きやすい職場づくり
○制度の安定性・持続可能性の確保

１．５９％
〔介護職員の処遇改善 0.98％
その他 0.61％〕

ᵒῐ ᵠ χᵠ τνΜο
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͒ ᵒῐ ᵠ χ☼“ⱲṍτνΜοˢ︠σⱧˣ‮

Â ͒ ᵒῐ ᵠ χ☼“ⱲṍτνΜοψʺ ͒ ᵠ Υ ͒ ͒Ὦ͍ ☼“ρήϦθ

άρ Ϭ ϘΠʺӟᴞχρΣϤρβϥʻ

ü ͒Ὦ͍ ☼“ρβϥЂ˔РІ

Å Ḙῐ

Å зМРзГ˔Єдр

Å ạ Ḛ ◙

Å зМРзГ˔Єдр

ü ͐Ὦ͍ ☼“ρβϥЂ˔РІ

Å ṜӟᵰχЂ˔РІ

Â ͒ ᵒῐ ᵠ τΣΪϥ Ἆᵠ ḩἰᴥ▄χᴥ▄ χԏ ΫτνΜοψʺ ▄ ᵃ τΣΪϥᾁ

Ϭ ϘΠʺ ͒ ͒Ὦ͍ ☼“ρβϥʻάϦϬ ϘΠʺᴥ▄χԁ ᴟτνΜοϜ ͒ ͒Ὦ͍ ☼“

ρβϥΥʺᾝ“χ Ἆᵠ ḩἰᴥ▄τνΜοⱧỘ πχ σ ḧ Ϭ ϛϥάρρβϥᵠ ψʺ

͒ ͐Ὦ͍ ☼“ρβϥʻ

Â ẚ τḩϩϥᾋ ΰψʺӟᴞχρΣϤρβϥʻ

ü ͒ ͔Ὦ͍ ☼“ρβϥⱧ‮

Å ṁ ᶛχᾋ ΰ

ü ͓ ͔Ὦ͍ ☼“ρβϥⱧ‮

Å עχע

131



2021年4月1日

ご清聴ありがとうございました。

132

さらに詳細の改定項目については、

厚労省ホームページ
第239回社会保障審議会介護給付費分科会
（令和６年1月22日） 参考資料をご参照下さい


